

日
付
は
休
刊

緊
急
時
手
引
き
改
訂
へ

来
年
度
早
々
の

公
表
・
周
知
へ

能
登
地
震
の
教
訓
を
反
映

日水協
行
政
移
管
も
踏
ま
え
体
制
強
化

青木理事長

発展と飛躍　一丸で
日水協全国会議　神戸市で開幕

（左から）滝沢委員長、長内副会長、松原官房審、北尾会長によるテープカット 長内副会長 藤原管理者

水道の仕組みを学ぶ神戸市内の小学生

Ｐ
Ｒ
ブ

ス
も
盛
況

日水協神戸全国会議

速　報
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産
官
学
そ
し
て
市
民


神
戸
の
地
に
垣
根
越
え
て

集
う
日
水
協
の
求
心
力


◇

　

年
前
の
震
災
契
機
に

構
築
さ
れ
た
緊
急
時
手

引
能
登
地
震
経
て
改
定


◇

　
時
代
と
と
も
に
使
命
変

化
連
携
の
進
化
深
化


災
害
教
訓
を
踏
ま
え
て


◇

　
変
化
の
時
こ
そ
技
術
に

目
を

Ｄ
Ｘ
時
代
到
来


出
展
傾
向
明
確
に
変
化


◇

　
問
わ
れ
る
実
効
性
あ
る

連
携

水
道
の
明
る
い
未

来
へ

大
き
な
一
歩
に


　
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国

土
保
全
局
上
下
水
道
企
画
課

　
　
　
　
　
　
︵
１
日
付
︶

　
管
理
企
画
指
導
室
専
門
官

︵
有
限
責
任
監
査
法
人
ト


マ
ツ
︶
浦
葉
翔
太

　
︻
退
職
︼
向
川
美
樹
︵
管

理
企
画
指
導
室
専
門
官
︶

　
日
本
水
道
協
会
は

災
害
等
の
発
生
時
に
お
け
る
会
員
相
互
応
援
の
バ
イ
ブ
ル
﹁
地
震
等
緊
急
時
対
応
の
手
引
き
﹂

を
改
定
す
る
こ
と
と
し

今
年
度
内
に
最
終
案
を
取
り
ま
と
め
る

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
の
応
援
活
動
で
得
ら
れ

た
教
訓
を
反
映
す
る
と
と
も
に

主
務
省
の
移
管
に
よ
る
国
の
新
た
な
体
制
の
も
と

よ
り
円
滑
な
応
援
体
制
を
構
築

す
る

全
国
会
議
の
開
幕
に
先
立

て
９
日
に
神
戸
市
内
で
開
か
れ
た
今
年
度
の
第
４
回
理
事
会
で
特
別
調
査
委
員
会

の
設
置
を
決
め
た
ほ
か

主
な
論
点
や
来
年
４

５
月
の
公
表
を
目
指
す
今
後
の
ス
ケ
ジ


ル
案
を
共
有
し
た


　
日
本
水
道
協
会
の
令
和
６
年
度
全
国
会
議

が
９
日

神
戸
コ
ン
ベ
ン
シ

ン
セ
ン
タ


で
開
幕
し
た

産
官
学
の
水
道
関
係
者
が
来

賓
・
会
員
あ
わ
せ
約
３
２
０
０
人
が
参
集
す

る
中


日
ま
で
の
会
期
３
日
間
で
第
１
０

５
回
総
会
や
４
７
７
編
の
知
見
が
共
有
さ
れ

る
水
道
研
究
発
表
会

特
別
講
演
な
ど
が
繰

り
広
げ
ら
れ
る

９
日
の
総
会
で
は
会
員
提

出
問
題

題
に
つ
い
て
陳
情
活
動
の
実
施
を

決
定
し
た
併
催
の
神
戸
水
道
展︵
主
催

日

本
水
道
工
業
団
体
連
合
会
︶
や
初
の
試
み
と

し
て
設
け
ら
れ
た﹁
水
道
Ｐ
Ｒ
ブ

ス
﹂も
大

い
に
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
る

来
年
度
の
開

催
地
は
広
島
市︵
関
連
記
事

２

７
面
︶

　
﹁
地
震
等
緊
急
時
対
応
の

手
引
き
﹂
は

阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
教
訓
を
生
か
す
こ

と
を
目
的
と
し
た
﹁
地
震
等

緊
急
時
対
応
に
関
す
る
報
告

書
﹂
を
も
と
に

新
潟
県
中

越
地
震
な
ど
で
得
ら
れ
た
知

見
を
踏
ま
え
て
平
成

年


月
に
策
定
さ
れ
た
そ
の
後


東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地

震

西
日
本
豪
雨
な
ど
を
経

験
す
る
中

２
次
に
わ
た
る

改
訂
が
な
さ
れ
て
き
た

現

行
は
令
和
２
年
４
月
版


　
今
年
１
月
の
令
和
６
年
能

登
半
島
地
震
で
は

全
７
地

方
支
部
か
ら
応
援
隊
が
派
遣

さ
れ
る
な
ど

水
道
界
の
総

力
を
挙
げ
た
応
急
給
水
・
復

旧
支
援
が
長
期
的
に
展
開
さ

れ

手
引
き
の
重
要
性
が
再

認
識
さ
れ
た

一
方

多
く

の
基
幹
施
設
が
被
災
し

半

島
部
の
地
理
的
条
件
も
相
ま


て
新
た
な
課
題
が
顕
在
化

し
た

ま
た

今
年
４
月
に

水
道
行
政
が
厚
生
労
働
省
か

ら
国
土
交
通
省
・
環
境
省
へ

移
管
さ
れ
た
中

災
害
対
応

に
つ
い
て
は
地
方
整
備
局
等

の
知
見
や
現
場
力
を
生
か
し

た
支
援
が
展
開
さ
れ
て
お

り

よ
り
効
果
的
な
応
援
活

動
の
実
施
に
向
け
て
一
層
の

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
の
重

要
性
が
増
し
て
い
る


　
こ
う
し
た
背
景
を
受
け
た

今
回
の
改
訂
は

能
登
半
島

地
震
で
得
ら
れ
た
教
訓
を
応

援
ル

ル
に
落
と
し
込
む
と

と
も
に

国
交
省
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
た
円
滑
な

応
援
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

が
大
き
な
目
的
と
な
る


　
日
水
協
で
は

能
登
半
島

地
震
に
係
る
応
援
活
動
の
振

返
り
と
し
て

被
災
３
県
支

部
︵
石
川
県
・
富
山
県
・
新

潟
県
︶
と
全
７
地
方
支
部
を

対
象
に
６
月

日
付
で
ア
ン

ケ

ト
調
査
を
依
頼

そ
の

結
果
を
手
引
き
改
訂
の
主
な

論
点
と
し
て
整
理
し

特
別

調
査
委
に
お
い
て
幅
広
く
議

論
す
る
た
め
の
参
考
と
し
て

示
す
こ
と
と
し
た


　
主
な
論
点
と
し
て
は
▽
応

援
要
請
の
迅
速
化
▽
支
部
長

都
市
の
被
災
時
に
お
け
る
代

行
都
市
の
迅
速
な
選
定
▽
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
等
に
よ

る
情
報
連
絡
の
効
率
化
▽
国

交
省
な
ど
関
係
機
関
と
の
情

報
共
有
と
連
携
▽
上
下
水
道

一
体
で
の
復
旧
▽
幹
事
応
援

事
業
体
の
役
割
▽
派
遣
情
報

︵
宿
泊
施
設
等
︶
の
収
集
・

提
供
▽
自
衛
隊
・
国
交
省
・

日
水
協
の
応
急
給
水
先
の
整

理
・
調
整
▽
可
搬
式
浄
水
装

置
の
設
置
に
よ
る
補
水
の
効

率
化
▽
応
急
復
旧
に
係
る
効

率
的
な
班
編
成
の
あ
り
方
▽

マ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
整

備
・
更
新
の
重
要
性
▽
資
機

材
調
達
ス
キ

ム
の
整
理
▽

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
よ
る
情
報
発
信

の
重
要
性
▽
費
用
精
算
に
係

る
ス
ケ
ジ


ル
の
明
確
化


な
ど
を
挙
げ
て
い
る


　
特
別
調
査
委
は

会
長
・

地
方
支
部
長
都
市
な
ど
で
構

成

オ
ブ
ザ

バ

と
し
て

国
交
省
や
日
本
水
道
工
業
団

体
連
合
会

全
国
管
工
事
業

協
同
組
合
連
合
会
な
ど
の
関

係
機
関
・
団
体
に
も
参
画
を

求
め
る


月
上
旬
の
初
会

合
を
皮
切
り
と
し
て
今
年
度

内
に
４
回
の
会
合
を
開
き


最
終
案
を
取
り
ま
と
め
る


　
な
お

事
務
局
で
は
﹁
応

援
体
制
・
情
報
連
絡
等
に
関

す
る
小
委
員
会
﹂
や
﹁
応
急

給
水
・
応
急
復
旧
等
に
関
す

る
小
委
員
会
﹂
の
設
置
も
想

定
す
る

特
別
調
査
委
の
初

会
合
で
要
否
を
判
断
し

設

置
が
決
ま

た
際
は
全
体
の

ス
ケ
ジ


ル
に
応
じ
て
適

宜
会
合
を
開
く


　
　
　
◇
　
　
　
◇

　
８
日
の
理
事
会
で
あ
い
さ

つ
に
立

た
日
水
協
の
青
木

秀
幸
理
事
長
は

開
幕
を
翌

日
に
控
え
た
全
国
会
議
に
つ

い
て
﹁
関
係
者
の
連
携
を
顔

の
見
え
る
形
で
よ
り
一
層
強

固
な
も
の
と
し

水
道
界
一

丸
で
課
題
解
決
に
取
り
組
む

契
機
と
な
る
こ
と
を
心
か
ら

祈

て
い
る
﹂
と
述
べ

成

果
に
期
待
し
た


　
昨
年
度
に
引
き
続
き

日

本
水
道
協
会
全
国
会
議
と
水

道
展
の
合
同
で
オ

プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ

を
実
施

長

内
繁
樹
日
水
協
副
会
長
︵
豊

中
市
長
︶
松
原
英
憲
国
土

交
通
省
大
臣
官
房
審
議
官
／

上
下
水
道

滝
沢
智
水
道
研

究
発
表
会
論
文
審
査
等
合
同

会
議
委
員
長
︵
東
京
大
学
大

学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
︶

北
尾
裕
一
水
団
連
会
長
︵
ク

ボ
タ
代
表
取
締
役
社
長
︶
が

開
幕
を
祝
し
た


　
開
会
式
で
は

は
じ
め
に

開
催
地
・
神
戸
市
を
代
表
し

て
同
市
の
藤
原
政
幸
水
道
事

業
管
理
者
が
あ
い
さ
つ

全

国
の
水
道
関
係
者
の
来
訪
を

歓
迎
す
る
と
と
も
に

﹁
こ

の
全
国
会
議
が
最
新
の
知
見

等
を
取
り
入
れ
る
場
と
な

り

ま
た
水
道
界
全
体
の
技

術
革
新
や
発
展
に
つ
な
が
る

場
と
な
る
こ
と
を
確
信
し
て

い
る
﹂と
述
べ
活
発
な
交
流

や
情
報
交
換
に
期
待
し
た


　
続
い
て

日
水
協
を
代
表

し
て
長
内
副
会
長
が
登
壇


耐
震
化
を
は
じ
め
と
す
る
諸

課
題
の
解
決
に
向
け
て
水
道

界
一
丸
で
取
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
を
強
調

し
た
ほ
か

国
民
の
理
解
促

進
も
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て

﹁
水
道
広
報
の
加
速
化
に
向

け
た
機
運
の
醸
成
に
お
力
添

え
を
﹂
と
呼
び
か
け
た


　
来
賓
か
ら
は
松
原
官
房
審

︵
松
原
誠
大
臣
官
房
上
下
水

道
審
議
官
の
代
読
︶
松
本

啓
朗
環
境
省
水
・
大
気
環
境

局
長

清
田
浩
史
総
務
省
大

臣
官
房
審
議
官
／
公
営
企
業

︵
大
沢
博
自
治
財
政
局
長
の

代
読
︶
北
尾
会
長
が
祝
辞

を
述
べ
た


　
松
原
官
房
審
は

能
登
半

島
の
被
災
地
に
お
け
る
応
急

給
水
・
復
旧
対
応
に
謝
意
を

表
し
た

ま
た

半
年
が
経

過
し
た
行
政
移
管
に
つ
い
て

﹁
水
道
事
業
が
従
来
の
殻
を

破

て
進
化
・
飛
躍
す
る
た

め
の
大
き
な
チ

ン
ス

国

と
考
え
方
を
共
有
し

施
策

を
前
に
進
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
す
る
﹂と
述
べ
た


令
和
７
年
度
予
算
に
つ
い
て

は
﹁
新
た
な
支
援
制
度
の
創

設
と
予
算
額
確
保
に
向
け
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
﹂

と
し

耐
震
化
の
加
速
や
管

路
更
新
率
の
向
上
に
向
け
た

積
極
的
な
取
組
み
を
全
国
の

水
道
関
係
者
に
求
め
た


　
松
本
局
長
は
﹁
長
年
に
わ

た

て
蓄
積
し
て
き
た
水
質

に
関
す
る
専
門
的
な
知
見
を

生
か
し
て
水
道
水
の
安
定
供

給
と
安
全
確
保
の
一
翼
を
担


て
い
く
﹂
と
し
て
引
き
続

き
の
協
力
を
呼
び
か
け
た


ま
た

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
︵
有
機
フ


素
化
合
物
︶
の
目
標
値
等

の
あ
り
方
に
つ
い
て
﹁
で
き

る
だ
け
早
期
に
結
論
を
取
り

ま
と
め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組

む
﹂
と
し
た


　
清
田
審
議
官
は
﹁
水
道
事

業
の
持
続
的
な
経
営
確
保
を

図
る
べ
く
経
営
戦
略
の
改
定

や
広
域
化
な
ど
を
推
進
し
て

い
る

さ
ら
に

新
た
に
立

ち
上
げ
た
﹃
上
下
水
道
の
経

営
基
盤
強
化
に
関
す
る
研
究

会
﹄
の
議
論
を
踏
ま
え

必

要
な
支
援
を
行

て
い
き
た

い
﹂
と
し

安
全
で
良
質
な

水
の
安
定
供
給
を
通
じ
た
地

域
住
民
の
福
祉
向
上
に
つ
い

て
一
層
の
尽
力
を
求
め
た


　
北
尾
会
長
は

能
登
半
島

地
震
や
水
道
行
政
移
管
な
ど

に
触
れ
な
が
ら
﹁
自
然
災
害

に
強
い
持
続
可
能
な
水
道
サ


ビ
ス
の
構
築
に
向
け

水

道
産
業
界
と
し
て
Ｄ
Ｘ
な
ど

の
先
端
技
術
を
生
か
し

課

題
解
決
を
実
現
す
る
イ
ノ
ベ


シ

ン
を
加
速
さ
せ
て
い

き
た
い
﹂
と
述
べ

水
道
展

に
多
く
の
関
係
者
が
来
場
す

る
こ
と
を
望
ん
だ


　
第
１
０
５
回
総
会
で
は


全

題
の
会
員
提
出
問
題
を

審
議

財
政
支
援
の
充
実
な

ど
過
年
度
か
ら
の
検
討
課
題

に
加
え

能
登
半
島
地
震
や

水
道
行
政
移
管
に
関
連
す
る

時
宜
を
得
た
項
目
も
挙
が


た

こ
の
う
ち
災
害
復
旧
事

業
に
お
け
る
漏
水
調
査
・
給

水
装
置
の
取
扱
い
と
社
会
資

本
整
備
重
点
計
画
上
の
水
道

の
位
置
付
け
に
関
す
る
２
題

は

事
務
常
設
調
査
委
員
会

か
ら
追
加
提
案
さ
れ
た


　
会
員
提
出
問
題
は

全
題

を
重
要
事
項
と
し
て
関
係
当

局
に
陳
情
す
る
こ
と
を
決

定

要
望
活
動
の
実
施
方
法

は
運
営
会
議
に
附
託
し
た


　
な
お

今
年
度
は
初
の
試

み
と
し
て
日
水
協
・
水
団
連

が
﹁
水
道
Ｐ
Ｒ
ブ

ス
﹂
を

設
置

市
民
の
来
場
を
想
定

し
た
体
験
型
の
展
示
等
で


蛇
口
の
奥

に
対
す
る
理

解
促
進
を
図

て
い
る

神

戸
市
内
の
小
学
校
か
ら
児
童

が
来
場
し

地
元
の
水
道
事

業
の
取
組
み
や
浄
水
処
理
に

用
い
る
薬
品
の
効
果

耐
震

継
手
の
仕
組
み

備
蓄
の
大

切
さ
な
ど
を
学
ん
だ




多
彩
な
催
し
　

初
日
ハ
イ
ラ
イ
ト

令
和
６
年
度
日
水
協
全
国
会
議
・
神
戸
水
道
展

日
水
協
・
水
団
連
　

Ｐ
Ｒ
ブ

ス

オ

プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ


功
績
者
に
ス
ポ

ト
　
表
彰
式
開
く

研
発
ス
タ

ト

過
去
２
番
目
に
多
い
４
７
７
編
が
発
表
予
定

来
年
は
広
島
で

次
期
開
催
地
・
広
島
市
が
ア
ピ

ル

　
　
　
水
道
Ｐ
Ｒ
元
年
大
勢
が
来
訪
　

環
境
省
幹
部
が
ブ

ス
を
訪
問
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
省
幹
部
が
ブ

ス
を
訪
問
　

受
賞
者
代
表
で

佐
藤
氏
が
謝
辞

佐藤氏

水
道
イ
ノ
ベ

シ

ン
賞

大
賞
は
神
戸
市
に
特
別
賞
は
４
件
選
ば
れ
た

大
賞
の
神
戸
市

特
別
賞
の
仙
台
市

有
効
賞﹁

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
の
供
用
年
数
﹂が
受
賞

功
労
賞

元
札
幌
市
水
道
事
業
管
理
者
の
佐
々
木
康
之
氏
ら


名
が
受
賞

勤
続
賞

５
９
８
名
が
受
賞
代
表
し
て
神
戸
市
水
道
局
の

小
西
亮
氏
が
表
彰
状
を
受
け
取

た

特
別
賞


名
が
受
賞
元
神
戸
市
水
道
局
の
小
林
重
弘
氏
が

代
表
し
て
表
彰
状
を
受
け
取

た

特
別
賞
の
曽
於
市

特
別
賞
の
神
戸
市

特
別
賞
の
か
ず
さ
広
域


水道展を視察する国交省松原官房審、筒井水道事業課長 （左から）森岡専務理事、青木理事長、藤原管理者

（　２　）第５９３１号
昭和年２月９日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　　　） ２０２４年（令和６年）１０月１０日毎週月・木曜日発行（週２回）

　
受
賞
者
代
表
謝
辞
に
立


た

功
労
賞
を
受
賞
し
た
元

仙
台
市
水
道
事
業
管
理
者
の

佐
藤
伸
治
氏
は

受
賞
へ
の

喜
び
を
示
す
と
と
も
に
東
日

本
大
震
災
の
際
に

全
国
の

水
道
事
業
関
係
者
か
ら
多
大

な
る
支
援
を
受
け
た
こ
と
に

感
謝
を
示
し
た

ま
た

水

道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

自

然
災
害
の
発
生
な
ど
多
く
の

課
題
が
山
積
し
て
い
る
と
指

摘
人
々
の
安
心
・
安
全
を
守

る
た
め
に

さ
ま
ざ
ま
な
課

題
の
解
決
に
向
け

業
界
が

一
丸
と
な

て
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
し
た


　
日
本
水
道
協
会

日
本
水

道
工
業
団
体
連
合
会
主
催


神
戸
市
水
道
局
協
力
に
よ
る

﹁
水
道
Ｐ
Ｒ
ブ

ス
﹂
の
オ


プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

が

９
日
に
開
か
れ

日
水
協
の

青
木
秀
幸
理
事
長

水
団
連

の
森
岡
泰
裕
専
務
理
事

神

戸
市
の
藤
原
政
幸
水
道
事
業

管
理
者
が
テ

プ
カ

ト
を

行

た


　
開
催
に
寄
せ

青
木
理
事

長
は
﹁
今
年
は

水
道
Ｐ
Ｒ

元
年

日
水
協
は
５
月
に

は
︵
国
交
省
関
東
地
整
主
催

の
利
根
川
水
系
連
合
・
総
合
︶

水
防
演
習

７
月
の
下
水
道

展
に
初
め
て
参
加
し

今
回

の
水
道
Ｐ
Ｒ
ブ

ス
は
そ
の

集
大
成

一
人
で
も
多
く
の

国
民
に
水
道
を
知

て
も
ら

う
き

か
け

契
機
に
な
れ

ば
﹂
と
開
催
の
ね
ら
い
と
と

も
に
意
気
込
み
を
示
し
た


ま
た

森
岡
専
務
理
事
は

﹁
初
の
試
み

水
道
の
こ
と

を
楽
し
く
知

て
も
ら
う
き


か
け
に
な
れ
ば
﹂
と
期
待

感
を
込
め
た


　
ブ

ス
に
は
環
境
省
の
松

本
啓
朗
水
・
大
気
環
境
局
長


柳
田
貴
広
水
道
水
質
・
衛
生

管
理
室
長

総
務
省
の
清
田

浩
史
大
臣
官
房
審
議
官
︵
公

営
企
業
担
当
︶
内
村
義
和

公
営
企
業
経
営
室
長
ら
の
姿

も

松
本
局
長
は
﹁
素
晴
ら

し
い
試
み
﹂
と
述
べ

来
訪

し
た
児
童
ら
が
将
来
の
水
道

を
担
う
職
員
に
な

て
ほ
し

い
と
コ
メ
ン
ト

清
田
審
議

官
は
﹁
水
の
大
切
さ
を
伝
え

る
機
会
は
大
切

全
国
的
に

広
め
て
も
ら
え
た
ら
﹂
と
良

好
な
感
触
を
述
べ
た


　
　
　
　
　
◇

　
国
交
省
・
松
原
官
房
審
の

コ
メ
ン
ト

　
普
段
か
ら
何
気
な
く
使


て
い
る
水
道
の
仕
組
み
に
つ

い
て

子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
展

示
さ
れ
て
い
た

水
道
に
対

す
る
理
解
促
進
や
事
業
性
を

改
め
て
認
識
し
て
い
た
だ
く

た
め
の
良
い
き

か
け
に
な

る
と
感
じ
た




次代を支える水道製品・サービス
日本最大の水道展示会　神戸水道展ブース

コスモ工機

ナガオカ日之出水道機器森田鉄工所フソウ

メタウォーター／メタウォーターサービス

月島ＪＦＥアクアソリューション／
月島ジェイテクノメンテサービス 大成機工／ウオーターアンドライフ社 水ｉｎｇ 水道機工

栗本鐵工所／栗本商事／
クリモトパイプエンジニアリング／ヤマトガワＪＦＥエンジニアリング ＮＪＳ

クボタ／クボタケミックス／クボタ建設／管総研／
クボタ環境エンジニアリング

前澤工業／前澤化成工業／前澤給装工業
日立製作所／日立プラントサービス／日立ハイテクソ
リューションズ／日立インダストリアルプロダクツ

（　３　） 第５９３１号
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第三種郵便物認可（　　　　　　　　　　） ２０２４年（令和６年）１０月１０日毎週月・木曜日発行（週２回）



清水合金製作所／キッツ 積水化学工業 日本水道鋼管協会 オルガノ

第一環境 日本原料 堀場アドバンスドテクノ 森松工業

アルテック

テクアノーツ

安部日鋼工業光明製作所

全国水道管内カメラ調査協会

川﨑機工

日本ダクタイル鉄管協会

ウォーターエージェンシーアズビル／アズビル金門

横河ソリューションサービス 明電舎

石垣／石垣メンテナンス

（　４　）第５９３１号
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清水鐵工所 日本ステンレスタンク工業会 環境電子 多久製作所

神鋼環境ソリューション／神鋼環境メンテナンス

ベルテクノ

日邦バルブ中央設計技術研究所

ナルコート工業会

住友重機械エンバイロメント

日本内圧管更生工法協会

ＪＦＥアドバンテック日本ニューロン

東芝インフラシステムズ リオン

天地人

塩化ビニル管・継手協会 カナデビア（旧・日立造船） 三井金属エンジニアリング 小松電機産業

（　５　） 第５９３１号
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ジオ・サーチ町田予防衛生研究所スワエール協会ハズ

東亜ディーケーケートミスパルテム技術協会ウォーターテック

ティームクロダイト清水工業シンク・エンジニアリング

東京水道／水道マッピングシステム

日本水中ロボット調査清掃協会

ＪＥＣＣ

兵神装備

配水用ポリエチレンパイプシステム協会

ヤマト

愛知時計電機

日本鋳鉄管

全国管工事業協同組合連合会川西水道機器Ｆｒａｃｔａ　Ｊａｐａｎトーケミ

h t t p s : / / www . a i c h i t o k e i . c o . j p /
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大崎データテック角田鉄工

ジャパン・トゥエンティワン理水化学フジテコム東洋計器

日本ジッコウ日本エンヂニヤ水研三機工業

北川鉄工所

ＳＤＦ技術協会

大和鉄工所

ヴェオリア・ジェネッツ／西原環境／フジ地中情報

西部電機

柏原計器工業

六菱ゴム／日本ヴィクトリック

タブチ

日鉄パイプライン＆エンジニアリングインフラプラス昭和螺旋管製作所東海鋼管

三協工業 東亜グラウト工業
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豊
橋
再
整
備
で
見
学
会

愛
知
県

郵
便
局
と
連
携
し
水
道
検
針

全
国
初
の
実
証
を
青
森
市
で
開
始

総務省

車
載
レ

ダ

で
埋
設
物
探
査

交
通
規
制
が
不
要
で
時
間
・
費
用
も
低
減

金沢市

左から金沢市企業局水道整備課の高平勲基幹
管路係長、黒澤克俊課長、飛田紘佑技師

日本初の超音波式スマメ
東洋計器

計測部・通信部を一体化

電
気
・
機
械
化
学
職
募
集


月

日
ま
で

滋賀県

料
金
シ
ス
テ
ム
を
再
構
築

プ
ロ
ポ
受
付

日
ま
で

八
戸
圏
域


郵便局員らの出発を見送る一同

関係者が並んでテープカット

「ＡＸｓ（アックス）」の外観

車載型地中レーダー探査の実施状況

スマート水道メーター（右）と無線親機、
専用アプリを搭載した端末　
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総
務
省
は
１
日
﹁
郵
便
局
等
の
公
的
地
域
基
盤
連
携
推
進
事
業
﹂の
一
つ
で
あ
る﹁
ド
ラ
イ
ブ
・
バ
イ
を
活
用
し
た
配

達
車
両
に
よ
る
寒
冷
地
で
の
ス
マ

ト
水
道
検
針
﹂に
関
す
る
実
証
事
業
の
実
施
を
開
始
し
た
開
始
に
当
た
り
同
日


青
森
市
役
所
で
セ
レ
モ
ニ

が
催
さ
れ
た

同
省
で
は

デ
ジ
タ
ル
社
会
進
展
へ
の
対
応
や
人
口
減
少
等
に
伴
う
地
域

課
題
の
解
決
に
向
け
て
﹁
郵
便
局
等
の
公
的
地
域
基
盤
連
携
推
進
事
業
﹂
を
令
和
４
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る

デ
ジ

タ
ル
技
術
と
全
国
２
万
４
０
０
０
局
に
及
ぶ
郵
便
局
ネ

ト
ワ

ク
の
活
用
や

郵
便
局
と
地
域
の
公
的
基
盤
が
連
携

し
て
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
実
証
実
験
を
行
い
モ
デ
ル
ケ

ス
を
全
国
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り

本
実

証
事
業
は
そ
の
一
環
と
な
る


　
金
沢
市
企
業
局
は

昨
年
度
の
地
下
埋
設
物
探
査
業
務
に
お
い
て

車
載
型
地
中
レ


ダ

探
査
を
初
め
て
採
用
し
た

入
札
を
経
て
採
用
さ
れ
た
の
は

ジ
オ
・
サ

チ

の
埋
設
物
マ

ピ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
︵
地
上
・
地
下
イ
ン
フ
ラ
３
Ｄ
マ

プ
︶
同
シ
ス

テ
ム
は

高
解
像
度
セ
ン
サ

搭
載
車
﹁
ス
ケ
ル
カ

®
﹂
等
の
多
配
列
レ

ダ

シ

ス
テ
ム
に
よ
る
地
下
埋
設
物
の
探
査
を
広
範
囲
に
行
う
も
の

多
配
列
レ

ダ

シ
ス

テ
ム
は

従
来
の
点
状
探
査
と
異
な
り
面
的
計
測
が
可
能
で

従
来
の
レ

ダ

探
査

と
異
な
り
交
通
規
制
が
必
要
な
く
調
査
期
間
や
コ
ス
ト
の
低
減
が
可
能
同
社
の
専

用
解
析
ソ
フ
ト
に
よ
り
取
得
し
た
複
数
の
デ

タ
を
結
合
し
て
３
次
元
解
析
を
行
い


台
帳
等
の
デ

タ
と
合
わ
せ
て
埋
設
物
を
特
定
す
る

３
Ｄ
レ

ザ

測
量
に
よ
る
地

上
点
群
デ

タ
と
重
ね
て
﹁
地
上
・
地
下
イ
ン
フ
ラ
３
Ｄ
マ

プ
﹂
と
し
て

地
下
の

埋
設
物
の
３
Ｄ
モ
デ
リ
ン
グ
マ

プ
の
ア
ウ
ト
プ

ト
も
可
能


　
東
洋
計
器
︵
本
社

松
本

市
︶
は
９
月
６
日

国
内
で

初
め
て
と
な
る
計
測
部
と
通

信
部
を
完
全
一
体
化
し
た
超

音
波
式
水
道
ス
マ

ト
メ


タ
﹁
Ａ
Ｘ
ｓ︵
ア

ク
ス
︶﹂

を
開
発
し
た
と
発
表
し
た


今
月
か
ら
の
量
産
化
を
計
画

し
て
お
り

出
荷
予
定
数
は

初
年
度
３
０
０
０
台
以
降


年
数
万
台
の
出
荷
を
見
込

む

９


日
に
神
戸
市
で

開
催
さ
れ
る
水
道
展
に
出
展

す
る
と
と
も
に


日
午
前

に
は
同
市
で
開
催
さ
れ
る
水

道
研
究
発
表
会
に
て
発
表
す

る


　
超
音
波
式
メ

タ

は


管
内
の
流
速
に
よ

て
超
音

波
の
伝
搬
時
間
が
変
化
す
る

こ
と
を
利
用
し
て
流
量
を
積

算
す
る
も
の

可
動
部
が
な

く
耐
久
性
に
優
れ
て
お
り


部
品
数
を
減
ら
し
た
コ
ン
パ

ク
ト
な
メ

タ

開
発
が
可

能
と
な
る


　
通
信
部
分
は

Ｌ
Ｐ
業
界

等
で
約
４
０
０
万
台
の
実
績

が
あ
る
同
社
の
﹁
Ｉ
ｏ
Ｔ


Ｒ
﹂
と
同
一
の
Ｌ
Ｔ
Ｅ
　
Ｃ

ａ
ｔ
．
Ｍ
１
方
式
従
来
は


電
子
式
水
道
メ

タ

に
Ｉ

ｏ
Ｔ

Ｒ
を
接
続
し
て
自
動

検
針
等
を
行

て
い
た
が


今
回

計
測
部
と
通
信
部
を

完
全
に
一
体
化
し
た
こ
と
で

ト

タ
ル
コ
ス
ト
を
抑
え


通
信
線
と
の
施
工
作
業
も
不

要
と
な

た


　
製
品
名
の
ア

ク
ス
に

は

ア
ク
ア
事
業
﹁
Ａ
﹂
を

大
き
く
変
革
さ
せ
る
﹁
Ｘ


ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ


ン
﹂
と
小
さ
く
ス
マ

ト
な

メ

タ

﹁
ｓ
﹂
の
意
味
を

込
め
る

水
道
事
業
の
抜
本

的
改
革
と
省
力
化
の
た
め


メ

タ

の
ス
マ

ト
化
が

各
地
で
進
み
つ
つ
あ
る
中


メ

タ

の
新
た
な
ニ

ズ

に
対
応
す
る
た
め
開
発
し
た

と
い
う


　
Ａ
Ｘ
ｓ
の
全
長
は
乾
式
メ


タ

と
同
じ
で

全
高
・

全
幅
を
小
型
化

１
台
当
た

り
の
重
量
は
０
・
９


と

電
子
式
水
道
メ

タ

の
重

量
︵
約
２
・
０


︶
の
約

２
分
の
１
ま
で
削
減
し
て
い

る

銅
合
金
の
使
用
量
も
約

３
分
の
１
に
削
減
し
て
お

り

水
道
メ

タ

の
主
要

部
品
で
あ
る
銅
ケ

ス
の
生

産
に
伴
い
発
生
す
る
Ｃ
Ｏ


排
出
量
も

大
幅
に
削
減
し

て
い
る


　
同
社
は

今
後

Ａ
Ｘ
ｓ

を
年
間
数
十
万
台
に
増
産
す

る
予
定
で

２
０
２
２
年
に

新
設
し
た
第
５
工
場
に
量
産

化
ラ
イ
ン
を
設
置
す
る
準
備

を
進
め
て
い
る
と
い
う


　
口
径
は



お
よ
び





　
同
局
で
は

従
来
は
手
押

し
型
の
シ
ン
グ
ル
ア
ン
テ
ナ

で
地
下
埋
設
物
探
査
を
行


た
こ
と
が
あ

た
が

車
道

部
で
は
交
通
規
制
が
必
要
と

な
る
上

情
報
量
が
少
な
い

た
め

埋
設
物
の
特
定
が
な

か
な
か
困
難
で
あ

た


　
同
市
の
市
街
地
は
特
に
中

心
部
の
交
通
量
が
多
く

か

つ
地
下
埋
設
物
が
多
く
輻
輳

し
て
い
る
状
況
に
あ
り

手

押
し
型
レ

ダ

や
試
掘
工

事
の
採
用
が
難
し
い
箇
所
が

多
か

た


　
そ
こ
で
同
局
は
昨
年
度


車
載
型
地
中
レ

ダ

探
査

を
仕
様
に
加
え

地
下
埋
設

物
の
調
査
業
務
委
託
の
入
札

を
実
施

そ
の
結
果

同
社

の
技
術
が
採
用
さ
れ
た


　
現
場
で
の
作
業
の
結
果


数
カ
所
の
探
査
が
一
晩
で
終

了
し
作
業
性
に
優
れ
る
こ

と

手
押
し
型
レ

ダ

探

査
よ
り
も
コ
ス
ト
面
で
優
れ

る
こ
と

探
査
精
度
に
問
題

が
な
い
こ
と
等
を
確
認
し

た


　
追
加
で
地
下
埋
設
物
解
析

を
発
注
す
る
必
要
が
生
じ
た

場
合

従
来
で
あ
れ
ば
再
度

交
通
規
制
を
行

て
探
査
す

る
必
要
が
あ
る
が

車
載
型

地
中
レ

ダ

探
査
で
あ
れ

ば

探
査
車
が
以
前
通
過
し

た
箇
所
で
あ
れ
ば
探
査
デ


タ
が
残
さ
れ
て
い
る
た
め


そ
の
デ

タ
を
活
用
し
た
解

析
が
可
能
な
た
め

コ
ス
ト

も
抑
え
ら
れ
て
助
か

て
い

る
と
い
う


　
埋
設
管
だ
け
で
な
く

従

来
で
は
分
か
り
づ
ら
か

た

水
路
の
擁
壁
の
エ

ジ
な
ど

も
判
別
で
き
る
こ
と
も
評
価

し
て
い
る


　
埋
設
管
の
直
下
に
別
の
埋

設
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
場

合
で
も

多
配
列
レ

ダ


に
よ
る
面
的
計
測
を
生
か

し

一
定
距
離
を
走
行
し
て

下
側
の
埋
設
管
の
変
化
点

︵
曲
部
や
分
岐
等
︶
を
解
析

す
る
こ
と
で

特
定
す
る
こ

と
が
可
能


　
専
用
ソ
フ
ト
に
よ
る
解
析

後
は

台
帳
等
の
デ

タ
も

取
り
入
れ
て
埋
設
管
の
線
形

に
管
種
・
管
径
等
の
情
報
を

付
与
し

Ｃ
Ａ
Ｄ
地
形
図
に

重
ね
た
平
面
図
と
縦
断
面
図

を
作
成
す
る


　
同
市
で
は

埋
設
管
の
輻

輳
箇
所
が
多
く

管
路
の
更

新
に
伴
う
新
設
箇
所
の
選
定

に
苦
慮
し
て
い
た
が

今
回

の
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
最

適
な
地
下
空
間
を
選
定
し


管
路
の
更
新
・
耐
震
化
を
進

め
て
い
き
た
い
と
話
す


　
試
掘
掘
削
工
事
の
箇
所
も

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
た

め

掘
削
に
伴
う
事
故
リ
ス

ク
も
低
減
で
き
る
こ
と
も
メ

リ

ト

今
後
も
レ

ダ


探
査
と
試
掘
調
査
の
そ
れ
ぞ

れ
を
適
材
適
所
で
採
用
し
て

い
き
た
い
と
語
る


　
滋
賀
県
企
業
庁
は

﹁
電

気
・
機
械
系
﹂﹁
化
学
系
﹂

の
職
員
を
そ
れ
ぞ
れ
１
名
程

度
募
集
し
て
い
る

重
要
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
水
道

に
携
わ
る
社
会
的
貢
献
度
の

高
い
専
門
職
と
し
て
化
学


電
気
ま
た
は
機
械
の
専
門
的

な
知
識
や
経
験

柔
軟
な
発

想
を
も

て
浄
水
場
の
水
質

管
理
・
維
持
管
理
等
に
貢
献

し
た
い
と
い
う
熱
意
の
あ
る

人
材
を
求
め
る

募
集
は


月

日

時
ま
で


　
採
用
予
定
日
は
令
和
７
年

４
月
１
日
で

勤
務
地
は
滋

賀
県
企
業
庁
ま
た
は
馬
渕
浄

水
場
︵
近
江
八
幡
市
︶
水

口
浄
水
場
︵
甲
賀
市
︶
の
い

ず
れ
か


　
受
験
資
格
は
昭
和

年
４

月
２
日
か
ら
平
成

年
４
月

１
日
ま
で
の
生
ま
れ
で
あ
る

こ
と

選
考
は
択
一
式
試
験

︵
教
養
・
専
門
︶
試
験

︵
論
文

口
述
︶
お
よ
び
適

性
検
査

人
事
委
員
会
に
よ

る
面
接
を
経
る


　
受
験
申
請
は

月

日


時
ま
で

﹁
し
が
ネ

ト
受

付
﹂
Ｈ
Ｐ
で
受
け
付
け
る


　
同
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク


待
遇
等
の
詳
細
は
同
庁
Ｈ
Ｐ

か
ら


　
八
戸
圏
域
水
道
企
業
団

は

水
道
料
金
シ
ス
テ
ム
再

構
築
業
務
の
受
託
事
業
者
を

公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ
ル
で
選

定
す
る

参
加
申
込
書
の
提

出
は

日
ま
で

な
お

申

込
に
関
す
る
質
問
を

日
ま

で
受
け
付
け
て
い
る


　
同
企
業
団
の
水
道
料
金
シ

ス
テ
ム
は

水
道
料
金
や
構

成
市
町
か
ら
の
依
頼
に
基
づ

く
下
水
道
使
用
料
の
調
定
・

収
納
事
務
を
担
う
基
幹
シ
ス

テ
ム
と
し
て
平
成
６
年
４
月

に
稼
働
を
開
始
し
て
以
来


改
良
を
続
け
な
が
ら

年
間

に
わ
た

て
運
用
さ
れ
て
い

る

こ
の
現
行
シ
ス
テ
ム
は

﹁
汎
用
機
﹂
で
あ
り

令
和

９
年

月
に
保
守
期
限
を
迎

え
る

ま
た

プ
ロ
グ
ラ
ム

言
語
を
扱
う
こ
と
の
で
き
る

技
術
者
が
減
少
し

維
持
管

理
も
課
題
と
な

て
い
た


　
今
回
の
再
構
築
業
務
で

は

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま

え
て
従
来
の
﹁
独
自
開
発
型

シ
ス
テ
ム
﹂
か
ら
﹁
パ

ケ


ジ
シ
ス
テ
ム
﹂に
更
新
し


経
営
の
効
率
化
と
維
持
管
理

の
対
応
強
化
を
図
る


　
業
務
の
履
行
期
限
は
令
和

９
年

月

日
ま
で


　
実
施
要
領
や
要
求
仕
様
書

の
閲
覧

各
種
様
式
の
入
手

な
ど
は
企
業
団
Ｈ
Ｐ
か
ら


　
愛
知
県
企
業
庁
は

日


豊
橋
浄
水
場
再
整
備
等
事
業

へ
の
参
画
に
関
心
の
あ
る
民

間
事
業
者
を
対
象
に

関
連

施
設
で
あ
る
豊
橋
南
部
浄
水

場
の
現
地
見
学
会
を
開
催
す

る
参
加
は
１
社
２
人
ま
で


　
申
込
期
限
は

日

時


　
申
込
先
等
の
詳
細
は

同

庁
水
道
計
画
課
の
Ｈ
Ｐ
で


　
ド
ラ
イ
ブ
・
バ
イ
と
は


無
線
親
機
を
携
帯
し
た
車
両

で
住
宅
街
を
通
過
し

自
動

的
に
検
針
値
を
取
得

収
集

で
き
る
仕
組
み
の
こ
と

同

事
業
で
は

集
配
業
務
を
担

当
す
る
郵
便
局
員
が

セ
ン

サ

に
よ
り
水
道
使
用
量
の

デ

タ
を
収
集
で
き
る
配
達

車
両
で

積
雪
の
多
い
寒
冷

地
で
あ
る
青
森
市
内
の
一
部

区
域
︵
幸
畑
地
区
・
大
野
地

区
・
桜
川
地
区
内
︶
を
走
行

し

約
２
０
０
世
帯
を
対
象

に
ス
マ

ト
水
道
検
針
の
実

証
を
行
う

郵
便
局
ネ

ト

ワ

ク
を
活
用
で
き
れ
ば


検
針
に
係
る
人
的
負
担
の
軽

減
や

目
視
で
検
針
値
を
読

み
取
れ
な
い
場
所
・
状
況
下

で
の
検
針
が
可
能
と
な
る
こ

と
に
よ
る
検
針
の
省
力
化
・

効
率
化
が
期
待
で
き
る


　
実
施
期
間
は

令
和
６
年


月
１
日


日
お
よ
び
令

和
７
年
１
月

日

２
月


日
を
予
定

郵
便
局
の
配
達

車
両
に
よ
る
ス
マ

ト
水
道

検
針
の
実
証
は
全
国
初
と
な

る


　
セ
レ
モ
ニ

で
は
総
務
省

の
藤
田
和
重
東
北
総
合
通
信

局
長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち


同
事
業
に
つ
い
て
概
説

全

国
的
な
課
題
と
し
て
の
検
針

員
の
高
齢
化
・
担
い
手
不
足

や

積
雪
等
で
検
針
員
に
よ

る
検
針
が
困
難
な
状
況
を
挙

げ

住
民
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ

検
針
の
省
力
化
・
効

率
化
を
図
る
観
点
か
ら

正

確
な
使
用
量
を
適
時
把
握
し

漏
水
等
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
の
重
要
性
を
強
調
し

た

そ
の
上
で

郵
便
局
ネ


ト
ワ

ク
の
強
み
が
地
域

課
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
こ

と
へ
の
期
待
を
示
し
た


　
続
い
て
あ
い
さ
つ
し
た
西

秀
記
青
森
市
長
は

実
証
フ



ル
ド
と
し
て
青
森
市
が

選
定
さ
れ
た
こ
と
に
謝
意
を

表
明

郵
便
局
と
連
携
し
た

事
業
が
全
国
初
で
あ
る
こ
と

に
触
れ

市
と
し
て
光
栄
で

あ
る
旨
を
述
べ
た
ほ
か

日

本
郵
便
の
こ
れ
ま
で
の
尽
力

に
対
し
て
敬
意
を
表
し
た


　
ま
た
西
市
長
は

青
森
市

が
全
国
の
県
庁
所
在
地
で
唯

一
全
域
が
特
別
豪
雪
地
帯
に

指
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹

介

同
市
で
実
証
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
非
常
に
有
意
義
だ

と
語
り

同
市
で
の
実
証
事

業
に
よ
る
成
果
が

同
様
の

寒
冷
地
や

検
針
に
関
し
て

問
題
を
抱
え
る
他
の
地
域
の

課
題
解
決
に
寄
与
す
る
こ
と

を
祈
念
す
る
と
と
も
に

郵

便
局
ネ

ト
ワ

ク
を
活
用

し
た
新
た
な
展
開
の
可
能
性

が
広
が
る
こ
と
へ
の
期
待
感

を
示
し
た


　
日
本
郵
便
の
小
野
木
喜
恵

子
常
務
執
行
役
員
・
東
北
支

社
長
は

同
事
業
を
通
じ
て

地
域
と
の
連
携
を
深
め

住

民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る

地
域
作
り
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
意
欲
を
示
し
た




フソウが描く新機軸の水インフラ　

地域の最適解を導く

ＡＩＭＳ
漏水監視
ユニット

ＡＩＭＳ概念図

壱岐市における業務の申し送り状況

壱岐市における水道施設のマップデータ

スマートメーター本体・送信機

スマートメーター設置状況

アセットマネジメントシステムと活用イメージ

ＢＩＭ／ＣＩＭプロセス間連携の概念図

ＤＸ取り組みにおけるフォトグラメトリ（左）と
点群データ（右）による３Ｄモデル化状況　　　

現場状況のデジタル化の一例

情報を体系的に蓄積し持続可能を先導する
取締役専務執行役員　水インフラ事業部長　工藤　修

デ
ジ
タ
ル
技
術
が
地
域
に
寄
り
添
う

Ｄ
Ｘ
化
で
効
率
・
省
力
に
平
易
化
も

（　９　） 第５９３１号
昭和年２月９日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　　　） ２０２４年（令和６年）１０月１０日毎週月・木曜日発行（週２回）

　
施
設
の
老
朽
化

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

財
政
難


技
術
継
承
な
ど
地
域
が
抱
え
る
課
題
は
根
深
い

上
下
水
道

ゼ
ネ
ラ
ル
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
地
域

の
上
下
水
道
事
業
に
寄
り
添

て
き
た
フ
ソ
ウ

今
や
﹁
デ

ジ
タ
ル
の
フ
ソ
ウ
﹂
と
し
て
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
機
能
を

備
え
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
運
用
な
ど
先
端
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

駆
使
し
て
地
域
の
水
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
に
取
り
組
ん
で
い

る

こ
れ
ら
多
様
か
つ
根
深
い
課
題
の
解
決
へ
ど
う
ソ
リ



シ

ン
を
描
い
て
い
く
の
か

同
社
の
水
イ
ン
フ
ラ
事
業

を
牽
引
す
る
工
藤
取
締
役
水
イ
ン
フ
ラ
事
業
部
長
の
イ
ン
タ

ビ


を
通
じ
て

同
社
が
目
指
す
水
イ
ン
フ
ラ
事
業
戦
略

を
究
明
す
る


　　


創
業
以
来
ぶ
れ
る
こ
と
な
く

﹁
水
﹂
イ
ン
フ
ラ
事
業
に
携
わ

て
き

ま
し
た
が

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
多

様
な
課
題
に
対
し
て


年
近
く
積
み

重
ね
て
き
た
フ
ソ
ウ
の
経
営
資
源
を
こ

れ
か
ら
の
社
会
に
ど
う
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
お
考
え
で
す
か

　
フ
ソ
ウ
は

１
９
４
６
年
の
創
業
以

来
﹁
水
と
共
に
生
き
る
﹂
と
い
う
コ


ポ
レ

ト
メ

セ

ジ
の
下

上
下
水

道
に
関
す
る
資
機
材
の
製
造
・
販
売


施
設
の
設
計
・
施
工
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

・
運
転
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た

戦
後
復
興
の
草
創
期
に
創
業
し

て
以
来

一
貫
し
て
﹁
水
﹂
に
こ
だ
わ

り

日
本
の
近
代
化
の
象
徴
で
も
あ
る

上
下
水
道
整
備
の
一
端
を
担
い

ま
さ

に
﹁
水
と
共
に
﹂
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し

た


　
２
０
２
０
年
か
ら
は

新
た
に
Ｆ
Ｕ

Ｓ
Ｏ
グ
ル

プ
ホ

ル
デ

ン
グ
ス
の

一
員
と
し
て
﹁
Ｆ
Ｕ
Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
　
Ｓ
Ｏ

Ｃ
Ｉ
Ｅ
Ｔ
Ｙ
を
つ
く

て
い
く
﹂
と
い

う
グ
ル

プ
ビ
ジ

ン
の
も
と

水
・

住
ま
い
・
エ
ネ
ル
ギ

を
中
心
に
地
域

の
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す


　
上
下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
現
状
に

お
い
て
は

地
域
性
に
よ
る
違
い
は
あ

る
も
の
の

技
術
者
不
足
や
管
路
施
設

等
の
老
朽
化
の
ほ
か

有
機
フ

素
化

合
物
と
い

た
新
た
な
課
題
が
出
現
す

る
な
ど
上
下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
諸

課
題
は
多
様
化

そ
し
て
高
度
化
し
て

い
ま
す

こ
う
し
た
課
題
に
対
し



年
近
く
磨
き
続
け
て
き
た
現
場
力
・
技

術
力
・
開
発
力
に
独
自
の
最
先
端
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で


地
域
の
水
イ
ン
フ
ラ
が
抱
え
る
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す


　　


多
様
な
課
題
に
対
し
て
デ
ジ
タ

ル
分
野
に
注
力
さ
れ
て
い
ま
す
が

　
未
来
志
向
型
戦
略
と
し
て

デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ


メ

シ

ン
︵
Ｄ

Ｘ
︶に
経
営
資
源
を
投
下
す
る
こ
と
で


ス
キ
ル
レ
ス
化
や
省
力
・
省
人
化
を
具

現
化
し

地
域
の
誰
も
が
水
イ
ン
フ
ラ

の
維
持
管
理
に
携
わ
れ
る
施
設
づ
く
り

や
業
務
改
善
と
効
率
化
等
を
推
進
す
る

Ｄ
Ｘ
シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
目
指
し
て
い

ま
す


　
近
年

製
造
・
販
売

施
設
の
設
計

・
施
工
・
メ
ン
テ
ン
ナ
ン
ス
・
運
転
維

持
管
理
に
お
け
る
効
率
化
・
高
度
化
の

一
手
法
と
し
て
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
い
ま
す

中
で
も

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
に
よ
る
点
群
デ

タ
な
ど
の
３
Ｄ

モ
デ
ル
化
に
注
力
し
て
お
り

デ
ジ
タ

ル
の
利
点
で
あ
る
効
率
化
や
省
力
化
だ

け
で
な
く

直
感
的
に
わ
か
り
や
す
く

使
い
や
す
い
﹁
平
易
化
﹂
を
実
現
す
る

こ
と
で
技
術
力
の
平
準
化
や
技
術
者
不

足
の
解
消
を
目
指
し
て
い
ま
す


　　


ど
の
地
域
で
も
技
術
者
不
足
が

大
き
な
課
題
と
な

て
い
ま
す

こ
れ

ら
に
対
し
て
の
解
決
提
案
を

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
て
日
常
業
務
の
効

率
化
と
高
度
化
を
図
る
こ
と
で

技
術

者
不
足
と
技
術
継
承
と
い

た
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

当
社
が

水
道
施
設
の
運
転
維
持
管
理
を
受
託
し

て
い
る
長
崎
県
壱
岐
市
で
は

施
設
単

位

時
系
列
に
沿

て
ク
ラ
ウ
ド
上
に

完
成
図
書

日
常
の
点
検
記
録

修
繕

履
歴

異
常
時
の
対
応
履
歴
を
格
納
し

て
い
ま
す


　
ま
た

そ
の
設
備
や
施
設
で
過
去
に

起
こ

た
ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
て

先
人

の
対
応
履
歴
を
入
力
す
る
こ
と
で

こ

れ
ま
で
暗
黙
知
で
あ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を

形
式
知
化
し

技
術
継
承
に
つ
な
げ
て

い
ま
す

こ
れ
ら
の
情
報
は
当
社
の
み

な
ら
ず

事
業
体
等
と
共
有
し

ノ
ウ

ハ
ウ
と
技
術
等
の
情
報
連
携
を
積
極
的

に
推
進
し
て
い
ま
す

定
例
の
業
務
報

告
等
に
お
い
て
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
相

互
共
有
し
な
が
ら
行

て
お
り

実
際

に
事
業
体
職
員
に
も
触
れ
て
も
ら
う
こ

と
で

シ
ス
テ
ム
の
常
用
化
を
推
進
し

て
い
ま
す


　
こ
れ
ら
の
取
組
み
の
鍵
と
な
る
の
が

そ
の
地
域
の
特
性
に
見
合

た
シ
ス
テ

ム
を
定
義
の
上
で
積
極
的
に
活
用
し


日
常
業
務
と
し
て
常
態
化
す
る
こ
と
で

す

朝
礼
・
終
礼
で
の
業
務
の
申
し
送

り
・
報
告

巡
回
点
検
業
務
に
お
け
る

タ
ブ
レ

ト
入
力

事
業
体
へ
の
定
例

報
告
会

ト
ラ
ブ
ル
が
あ

た
際
の
対

応
方
法
の
確
認
等
に
つ
い
て
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
日
常
業
務
の
中
で
活
用
す
る
こ

と
で
シ
ス
テ
ム
に
慣
れ

利
活
用
を
常

態
化
す
る
と
い
う
環
境
を
総
合
的
に
サ

ポ

ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す

こ
れ
ら
に
よ

て
﹁
情
報
を
体
系

的
に
蓄
積
・
分
析
す
る
﹂
状
況
が
活
性

化
さ
れ
る
こ
と
で

こ
れ
ま
で
一
方
通

行
で
あ

た
情
報
が
双
方
に
と

て
生

き
た
情
報
に
転
換
さ
れ

シ
ス
テ
ム
を

活
か
し
た
ノ
ウ
ハ
ウ
の
継
承
が
実
現
で

き
て
お
り
ま
す


　
こ
れ
ら
の
取
組
み
は


月
９



日
に
神
戸
市
で
行
わ
れ
る
令
和
６
年
度

水
道
研
究
発
表
会
で
壱
岐
市
上
下
水
道

課
か
ら
﹁
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ノ
ウ
ハ

ウ
の
形
式
知
化
に
よ
る
技
術
承
継
に
関

す
る
共
同
研
究︵
Ⅱ
︶﹂
と
し
て
発
表
さ

れ
る
こ
と
に
な

て
い
ま
す

ぜ
ひ
ご

聴
講
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す


　
全
国
的
に
中
小
事
業
体
に
お
け
る
技

術
者
不
足
は
深
刻
な
課
題
で
す

専
門

知
識
を
有
す
る
高
度
な
技
術
者
に
よ
る

遠
隔
等
の
多
岐
に
わ
た
る
サ
ポ

ト
に

よ

て

専
門
知
識
が
な
く
て
も
浄
水

場
の
運
転
維
持
管
理
が
可
能
と
な
る
未

来
を
築
け
る
よ
う
こ
う
し
た
取
組
み
を

進
化
さ
せ

持
続
的
な
水
道
事
業
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す


　　


老
朽
化
施
設
へ
の
対
応
に
つ
い

て
は

　
管
路
管
理
に
つ
い
て
は

新
た
に
管

路
ソ
リ


シ

ン
サ

ビ
ス
を
構
築

し
て
お
り

当
社
と
し
て
注
力
す
る
事

業
の
一
つ
で
す


　
当
社
は
地
域
に
根
差
し
た
商
社
と
し

て

全
国
６
０
０
以
上
の
水
道
事
業
体

に
資
機
材
を
提
供
し
て
い
ま
す

し
か

し
な
が
ら

資
機
材
販
売
と
い
う
商
社

機
能
の
み
で
は

管
路
更
新
率
の
低
迷

や
多
発
す
る
漏
水
事
故
技
術
の
継
承


施
工
従
事
者
の
脆
弱
化
な
ど
管
路
を
取

り
巻
く
昨
今
の
諸
課
題
に
対
す
る
地
域

へ
の
貢
献
は
限
定
的
か
も
し
れ
ま
せ

ん
そ
こ
で
管
路
資
機
材
販
売
の
商
社

機
能
と
い

た
経
営
資
源
に
加
え
て


プ
ラ
ン
ト
工
事
分
野
と
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

を
連
結
し

Ｉ
о
Ｔ
を
利
活
用
し
た
管

路
ソ
リ


シ

ン
サ

ビ
ス
を
構
築

し
て
お
り
ま
す


　
管
路
管
理
分
野
に
つ
い
て
は

大
き

く
分
け
て
二
つ
の
側
面
が
あ
り
ま
す


１
点
目
は
状
態
把
握
で
す

管
路
台
帳

の
整
備

地
理
特
性

漏
水
状
況
や
劣

化
診
断
な
ど
管
の
状
態
把
握
を
意
味
し

ま
す

２
点
目
は
状
態
管
理
で
す

水

質
・
圧
力
・
流
量
・
流
速
か
ら
貯
水
・

配
水
状
況
を
常
に
把
握
・
点
検
・
改
善

す
る
こ
と
で
す

更
新
計
画
策
定
時
に

は

こ
れ
ら
二
つ
の
側
面
か
ら
蓄
積
さ

れ
た
情
報
を
連
携
・
解
析
す
る
こ
と
で


よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
更
新
設
計

の
策
定
や
優
先
順
位
を
決
定
す
る
重
要

な
判
断
材
料
に
な
り
ま
す


　
例
え
ば
一
つ
の
修
繕
履
歴
は
﹁
漏
水

を
修
理
し
た
﹂
と
い
う
履
歴
で
し
か
あ

り
ま
せ
ん
が

そ
の
修
繕
の
﹁
情
報
を

体
系
的
に
蓄
積
す
る
﹂
こ
と
で

傾
向

が
見
え
る
よ
う
に
な
り

配
管
系
統
や

工
区
ご
と
の
老
朽
度
を
漏
水
の
頻
度
か

ら
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

さ
ら

に

そ
こ
に
累
積
流
量
や
圧
力
変
動


布
設
年
度

地
盤
な
ど
の
情
報
を
重
ね

合
わ
せ
る
こ
と
で
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た

情
報
が
﹁
連
携
﹂
し

よ
り
正
確
な
判

断
が
で
き
る
材
料
に
な
り
ま
す


　
漏
水
監
視
に
つ
い
て
も

山
口
県
岩

国
市
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
︵
設
置
型
漏

水
監
視
装
置
︶
に
よ
る
恒
常
的
な
漏
水

監
視
を
行
い

日
々
の
有
収
率
の
改
善

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ｓ
は


広
範
囲
に
無
線
型
漏
水
監
視
ユ
ニ

ト

を
常
設
し

定
期
的
に
車
両
パ
ト
ロ


ル
を
行
い

漏
水
判
定
さ
れ
た
箇
所
を

ス
ポ

ト
的
に
調
査
す
る
シ
ス
テ
ム
で

す

セ
ン
サ

が
漏
水
音
を
検
知
す
る

こ
と
に
よ
り

セ
ン
サ

近
辺
の
音
聴

探
査
に
よ

て
漏
水
箇
所
を
特
定
し


修
繕
に
つ
な
げ
る
こ
と
で

有
収
率
の

改
善
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
す


　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は

漏
水
箇
所
の
絞

り
込
み
を
機
械
的
に
行
う
こ
と
で

人

に
よ
る
音
聴
探
査
の
範
囲
を
効
率
的
に

絞
り
込
む
点
に
メ
リ

ト
が
あ
り
ま

す

短
期
的
な
効
果
と
し
て
は
﹁
漏
水

調
査
の
効
率
化
﹂
を
実
現
す
る
シ
ス
テ

ム
と
し
て
事
業
体
か
ら
好
評
を
得
て
お

り
ま
す
が

漏
水
修
繕
の
﹁
情
報
を
体

系
的
に
蓄
積
す
る
﹂
こ
と
で
配
管
の
老

朽
度
判
断
の
材
料
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す


　
こ
の
取
組
み
に
つ
い
て
も

水
道
研

究
発
表
会
に
お
い
て
﹁
高
感
度
振
動
セ

ン
サ

を
用
い
た
監
視
型
調
査
機
器
に

よ
る
管
路
管
理
手
法
の
有
用
性
検
証
﹂

と
し
て

当
社
か
ら
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
く
予
定
で
す


　
流
量
監
視
と
し
て
は

先
進
的
な
水

道
事
業
体
と
ス
マ

ト
メ

タ

の
導

入
実
証
を
行
い
ま
す

当
社
は
メ

タ


製
造
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

ス
マ


ト
メ

タ

か
ら
得
ら
れ
る
情
報
に

着
目
し
て
い
ま
す


　
ス
マ

ト
メ

タ

か
ら
得
ら
れ
る

情
報
は

末
端
の
使
用
水
量
の
１
時
間

値
で
す

既
存
の
水
道
メ

タ

で
は

１

２
カ
月
当
た
り
の
使
用
水
量
を
検

針
す
る
こ
と
が
通
常
で
す
の
で

ス
マ


ト
メ

タ

は
７
２
０
倍
︵

日
×


時
間
／
日
︶
以
上
の
情
報
量
を
持


て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す

宅
内
漏
水

や
配
水
管
漏
水
の
把
握

生
存
確
認


ダ
イ
ナ
ミ

ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
な
ど
を

踏
ま
え
て

受
益
者
に
対
し
て
使
用
水

量
の
平
準
化
を
促
す
こ
と
が
で
き
れ

ば

経
営
の
効
率
化
に
ま
で
つ
な
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す


　
ま
た

新
設
あ
る
い
は
布
設
替
の
管

路
設
計
に
お
い
て
は

想
定
家
屋
数
に

想
定
時
間
係
数
を
乗
じ
た
も
の
に
対
応

し
た
流
量
で
管
径
を
決
め
る
手
法
を
用

い
て
お
り
ま
す
が

こ
れ
ら
の
情
報
も

ス
マ

ト
メ

タ

を
導
入
す
る
こ
と

で

配
水
枝
管
の
流
量
状
況
や
時
間
最

大
流
量
の
実
績
値
を
把
握
す
る
こ
と

で
最
適
な
設
計
が
可
能
と
な
り
ま
す


こ
れ
ら
配
水
に
係
る
﹁
情
報
を
体
系
的

に
蓄
積
す
る
﹂
こ
と
で

よ
り
精
緻
な

水
運
用
管
理
や
更
新
計
画
を
策
定
す
る

際
の
判
断
材
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す


　
管
路
情
報
整
備
か
ら
漏
水
管
理

流

量
監
視
等
の
総
合
的
な
管
路
管
理
に
関

す
る
管
路
ソ
リ


シ

ン
の
取
組
み

は

有
収
率
の
改
善
や
効
果
的
な
管
路

更
新
の
実
現
︵
管
路
ア
セ

ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
︶
に
帰
結
す
る
も
の
に
な

て

い
る
こ
と
が
ご
理
解
い
た
だ
け
る
の
で

は
な
い
で
し

う
か


　


得
ら
れ
た
情
報
を
基
軸
に
最
適

な
水
道
経
営
の
効
率
化
に
つ
な
げ
て
い

く
取
組
み
で
す
ね

　
そ
の
通
り
で
す

こ
れ
ま
で
運
転
維

持
管
理
と
言
え
ば

浄
水
場
や
下
水
処

理
場
な
ど
の
施
設
が
主
な
対
象
で
し
た

が

管
路
を
総
合
的
に
管
理
す
る
こ
と

で
﹁
作
る
フ


ズ
﹂
だ
け
で
な
く

﹁
使
う
フ


ズ
﹂
の
視
点
と
技
術
を

付
加
し

そ
の
地
域
に
見
合

た
管
路

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
提
供
す
る
と
い

た

概
念
の
転
換
を
推
進
し
て
い
ま
す


　﹁
使
う
フ


ズ
﹂の
管
理
情
報
は


そ
の
上
流
で
あ
る
﹁
作
る
フ


ズ
﹂

の
管
理
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
は
明

白
で
す

加
え
て

気
象
情

報
や
河
川
情
報
道
路
情
報


地
盤
情
報
イ
ベ
ン
ト
情
報


ガ
ス
・
電
気
使
用
量
な
ど
の

情
報
と
連
携
す
る
こ
と
で
さ

ら
に
高
度
な
管
理
が
可
能
に

な
り
ま
す


　
ま
た

こ
の
よ
う
な
他
分

野
と
の
情
報
連
携
が
生
み
出

す
シ
ナ
ジ

効
果
は
料
金
徴

収
の
一
元
化
と
い
う
狭
義
な

も
の
に
と
ど
ま
ら
ず

効
率

的
な
水
道
事
業
経
営
を
支
え

る
も
の
に
な
り
ま
す

情
報

を
﹁
体
系
的
に
蓄
積
す
る
﹂

﹁
連
携
す
る
﹂﹁
活
用
す
る
﹂

こ
と
を
行
い

情
報
か
ら
新
た
な
価
値

を
創
造
す
る
こ
と
が
Ｄ
Ｘ
へ
の
第
一
歩

と
考
え
て
い
ま
す


　　


Ｄ
Ｘ
へ
の
取
組
み
を

　
冒
頭

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
に
よ
る
点

群
デ

タ
な
ど
の
３
Ｄ
モ
デ
ル
の
活
用

に
注
力
し
て
い
る
と
申
し
ま
し
た
が


当
社
に
お
け
る
Ｄ
Ｘ
の
帰
結
は

施
設

の
老
朽
化

少
子
高
齢
化

人
口
及
び

料
金
収
入
減
少

水
道
事
業
体
職
員
の

減
少
と
い

た
水
イ
ン
フ
ラ
を
取
り
巻

く
諸
課
題
に
対
し
て

日
進
月
歩
に
て

磨
き
続
け
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し

情
報
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
体
系
的
に

蓄
積
す
る
こ
と
で
よ
り
効
果
的
な
ア
セ


ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
実
践
し

地
域

の
水
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
可
能
性
を
高
め

て
い
く
こ
と
と
位
置
付
け
て
お
り
ま

す


　
プ
ラ
ン
ト
工
事
に
お
け
る
課
題
解
決

手
法
の
一
例
と
し
て

３
Ｄ
モ
デ
ル
化

に
向
け
た
た
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
活
用

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

３
Ｄ
モ
デ
ル

化
し
た
現
場
と
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
組

み
合
わ
せ
に
よ
り

撤
去
前
の
現
場
に

更
新
後
の
将
来
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

が
容
易
と
な
り

計
画

維
持
管
理
ま

で
の
齟
齬
や
手
戻
り
が
軽
減
さ
れ
る
な

ど

効
率
的
な
プ
ラ
ン
ト
工
事
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ

Ｉ
Ｍ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
真
の
効
果

は

計
画

設
計
か
ら
施
工

維
持
管

理

修
繕
・
改
築
更
新
ま
で
を
一
気
通

貫
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る
こ
と
で
あ

り

こ
れ
を
追
求
し
た
の
が
フ
ソ
ウ
の

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
デ

タ
プ
ラ

ト
フ



ム
で
す


　
こ
の
プ
ラ

ト
フ


ム
は

関
係

者
間
の
コ
ミ

ニ
ケ

シ

ン
を
重
視

し
て
お
り

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
が
コ
ミ


ニ
ケ

シ

ン
ツ

ル
と
し
て
の
極

め
て
高
い
ポ
テ
ン
シ

ル
を
有
し
て
い

る
と
捉
え

こ
れ
に
点
群
デ

タ
や
Ｂ

Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
３
次
元
可
視
化
技
術

と
い

た
機
能
を
加
え
る
こ
と
に
よ


て

イ
メ

ジ
共
有
と
合
意
形
成
の
迅

速
化
が
図
ら
れ

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
運

転
維
持
施
設
管
理
に
お
い
て
も
施
設
の

作
り
手
や
使
い
手
の
業
務
の
平
易
化
が

実
現
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す


　
当
社
の
こ
の
取
組
み
は

令
和
２
年

度
︵
第

回
︶
国
土
交
通
大
臣
賞
﹁
循

環
の
み
ち
下
水
道
賞
﹂
イ
ノ
ベ

シ


ン
部
門
に
お
い
て

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ

等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
課
題
解

決
ソ
リ


シ

ン
と
し
て
評
価
頂

き

受
賞
い
た
し
ま
し
た


　　


フ
ソ
ウ
が
目
指
す
ア
セ

ト
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
に
影
響
を
与
え
る

要
素
の
一
つ
が
﹁
規
模
﹂
で
す

中
小

事
業
体
で
運
営
す
る
施
設
規
模
で
は


コ
ス
ト
縮
減
・
効
率
化
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す

こ
の
解
決
手
段
の
一
つ
と
し

て

水
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
単
体
で
捉
え

る
の
で
は
な
く
﹁
地
域
﹂
と
し
て
捉
え

る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す

そ

の
た
め
に
も
水
イ
ン
フ
ラ
の
情
報
を
あ

り
の
ま
ま
に
デ

タ
化
し

水
道
・
下

水
道
事
業
者
だ
け
で
は
な
く

受
益
者

や
電
力
や
通
信
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
関
連

事
業
者
な
ど
地
域
の
持
続
を
担
う
多
様

な
関
係
者
が
利
用
で
き
る
プ
ラ

ト
フ



ム
を
構
築
す
る
こ
と
は

今
後
の

中
小
事
業
体
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
の
持

続
に
欠
か
せ
な
い
と
考
え
て
い
ま
す


　
こ
れ
は

水
イ
ン
フ
ラ
の
デ

タ
ベ


ス
︵
工
事
完
成
図
書

設
備
台
帳


資
産
台
帳

運
転
維
持
管
理
情
報
等
︶

を
多
岐
に
わ
た
る
関
係
者
が
活
用
し
た

く
な
る
よ
う
な
プ
ラ

ト
フ


ム
に

す
る
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん

そ
の

際
に

Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の
﹁
わ
か
り

や
す
さ
﹂
は

水
の
専
門
知
識
を
持
た

な
い
新
た
な
関
係
者
間
の
コ
ミ

ニ
ケ


シ

ン
に
と

て
大
き
な
武
器
と
な

り
得
ま
す


　
一
方
で

プ
ラ

ト
フ


ム
化
の

Ｖ
Ｆ
Ｍ
︵
バ
リ


・
フ


・
マ
ネ


︶
を
地
域
全
体
で
創
出
す
る
仕
組
み

づ
く
り
が
重
要
と
な
り
ま
す

Ｂ
Ｉ
Ｍ

／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
デ

タ
プ
ラ

ト
フ


ム

を
水
イ
ン
フ
ラ
の
事
業
者
・
受
託
者
と

と
も
に
構
築
し

地
域
全
て
の
関
係
者

を
支
え
る
デ
ジ
タ
ル
サ

ビ
ス
を
提
供

す
る
こ
と
が

フ
ソ
ウ
が
目
指
す
ア
セ


ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
で
す



年
近
く

水
と
共
に
生
き
て
き
た
企

業
と
し
て
地
域
社
会
の
基
軸
と
な
る
水

イ
ン
フ
ラ
を
い
か
に
持
続
可
能
に
し
て

い
く
か

こ
れ
を
事
業
の
大
き
な
テ


マ
と
し
て
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す


　　


フ
ソ
ウ
の
ビ
ジ
ネ
ス
指
針
と
し

て
﹁
地
域
﹂
が
キ

ワ

ド
に
な

て

い
ま
す

　
当
社
は
こ
れ
ま
で
地
域
に
よ
る

地

域
の
た
め
の
企
業
で
あ
り
続
け
る
活
動

を
展
開
し
て
き
ま
し
た

﹁
地
域
に
寄

り
添
う
﹂
と
い
う
企
業
理
念
は
不
変
で

す


　
地
域
に
根
差
す
と
い
う
意
味
で
は


創
業
地
・
香
川
に
フ
ソ
ウ
四
国
物
流
セ

ン
タ

を
今
年
７
月
に
稼
働
し
ま
し

た


　
昨
今

自
然
災
害
が
多
発
し

断
水

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ

ス
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら

四
国
エ
リ
ア

の
ハ
ブ
拠
点
と
し
て

緊
急
時
に
も
製

品
の
安
定
供
給
を
可
能
と
し
た
体
制
を

構
築
し
ま
し
た

物
流
業
界
の
規
制
強

化
に
伴
う
環
境
変
化
に
対
応
し
て
い
く

と
と
も
に

大
規
模
災
害
発
生
時
な
ど

の
有
事
に
お
い
て
も
上
下
水
道
資
機
材

を
中
心
と
し
た
維
持
修
繕
製
品
の
ラ
イ

ン
ア

プ
を
充
実
さ
せ

物
流
の
安
定

化
を
図
る
こ
と
は
地
域
に
根
差
す
企
業

と
し
て
の
責
任
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す


　
ま
た

後
継
者
問
題
等
に
悩
む
地
元

企
業
等
に
対
し
て

現
場
指
導
や
配
管

研
修
な
ど
を
通
じ
て
技
術
者
育
成
支
援

も
展
開
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す

札
幌
市
に
本
社
を
置
く
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｏ

グ
ル

プ
企
業
の
ア
ク
ア
パ
イ
プ
テ


ク
㈱
で
は
今
年
３
月

オ
フ

ス

工

事
セ
ン
タ


物
流
セ
ン
タ

を
集
約

す
る
と
と
も
に

技
術
研
修
セ
ン
タ


を
併
設

当
社
に
お
い
て
も
高
松
市
に

研
修
施
設
を
建
設
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す


　
他
に
も
Ｆ
Ｕ
Ｓ
Ｏ
グ
ル

プ
は

再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

事
業
等
を
手
掛
け

る
日
本
エ
ネ
ル
ギ

総
合
シ
ス
テ
ム
㈱

及
び
Ｒ
Ｅ
１
０
０
電
力
㈱
や
水
力
発
電

を
手
掛
け
る
㈱
フ
ソ
ウ
ハ
イ
ド
ロ
パ
ワ


ソ
リ


シ

ン
ズ

建
材
販
売
や

住
宅
等
の
地
域
に
お
け
る
暮
ら
し
と
サ


ビ
ス
を
提
供
す
る
㈱
フ
ソ
ウ
リ
ブ
テ


ク
な
ど
﹁
水
﹂
・
﹁
住
ま
い
﹂
・

﹁
エ
ネ
ル
ギ

﹂
を
中
心
に
地
域
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す


　
上
下
水
道
事
業
体
だ
け
で
な
く

地

元
企
業

住
民
に
も
目
を
向
け

地
域

課
題
を
共
に
解
決
で
き
る
パ

ト
ナ


と
な
る
企
業
で
あ
り
続
け
た
い
と
思


て
い
ま
す




被災地の生活用水に（珠洲市）
アクアレスキューによって浄化した水を
自衛隊の給水車に供給（珠洲市）

珠洲市で応急給水に貢献したアクアレスキュー＋活性炭ユニット

輪島市の応急給水に貢献したアクアレスキュー

アクアレスキュー＋活性炭ユニット
移動できる浄水場

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
域

生
活
用
水
応
急
給
水
に
貢
献

極
め
る
課
題
解
決
型
の
技


清
水
合
金
製
作
所
　
神
戸
水
道
展
の
イ
チ
オ
シ
製
品

補修弁補強金具
水道用補修弁（ＪＷＷＡ　Ｂ　）用補強金具

マルチガスケットＰｌｕｓ
耐塩素性ＥＰＤＭを採用

異
種
金
属
配
管
の
腐
食
防
止

耐
候
性
で
屋
外
配
管
可
能
に

あらゆるフランジに対応

高い止水性を保持

絶縁ガスケットとして機能を確認

マルチガスケットＰｌｕｓ

補修弁補強金具

施工手順

タイロッドの締付け

製品仮置き

連結ボルトの挿入・仮締め

地
上
装
着

施
工
性
を
追
求

老
朽
補
修
弁
の
補
強
延
命
へ

補修弁に設置された補強金具

（　１０　）第５９３１号
昭和年２月９日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　　　） ２０２４年（令和６年）１０月１０日毎週月・木曜日発行（週２回）

　水道事業者や施工者など顧客の目線
に立った製品開発に注力する清水合金
製作所。９日に開幕した神戸水道展で
は顧客の課題解決型技術・製品を多く
出展する。そこで本紙では、同社が特
にイチオシする製品を紹介する。

　
□
常
設
も
仮
設
も

　
　
緊
急
時
も

　
山
間
地
に
あ
る
小
規
模
集

落
は

少
子
高
齢
化
や
過
疎

の
限
界
集
落
化
が
進
ん
で
い

る

こ
れ
ら
の
地
域
の
小
規

模
水
道
を
取
り
巻
く
環
境

は

施
設
の
老
朽
化
や
維
持

管
理
を
担
う
人
手
不
足
に
よ

り

不
安
定
な
運
営
を
余
儀

な
く
さ
れ

近
年
で
は
突
発

的
な
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
で
濁

度
が
急
上
昇
す
る
な
ど
原
水

水
質
の
悪
化
が
頻
発
し
て
お

り

安
全
で
安
心
な
水
の
供

給
が
危
ぶ
ま
れ
て
い
る


　
こ
れ
ら
に
対
し
小
規
模
集

落
や
専
用
水
道

さ
ら
に
は

災
害
時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

確
保
に
開
発
さ
れ
た
の
が
ア

ク
ア
レ
ス
キ


だ


　
ア
ク
ア
レ
ス
キ


は


自
然
水
は
も
と
よ
り

浄
水

場
原
水
や
防
火
水
槽
井
戸


プ

ル
な
ど
様
々
な
水
源
か

ら
取
水
し

膜
分
離
技
術
振

興
協
会
認
定
品
で
あ
る
膜
モ

ジ


ル
を
活
用
し
た
膜
ろ

過
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て


水
道
水
質
基
準
を
は
る
か
に

超
え
る
レ
ベ
ル
の
水
を
造
る

膜
ろ
過
浄
水
装
置
だ


　
□
軽
量
・
コ
ン
パ
ク
ト
・

　
　
可
搬
式

　
﹁
移
動
で
き
る
浄
水
場
﹂

と
し
て

軽
ト
ラ

ク
で
運

べ
る
ス
リ
ム
な
ボ
デ

で


一
般
的
な
建
物
の
片
扉
︵
幅

７
０
０

︶
か
ら
搬
入
で
き

る
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
で


統
合
が
困
難
な
小
規
模
分
散

施
設
や
既
設
水
道
施
設
へ
の

導
入
が
容
易
だ

可
搬
式
機

能
を
有
し
て
お
り

浄
水
場

の
常
設
だ
け
で
な
く

災
害

時
の
給
水
拠
点
や
浄
水
場
改

修
時
の
仮
設
設
備
な
ど

一

台
２
役
を
可
能
と
す
る
な
ど

柔
軟
さ
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

る


　
□
人
員
不
足
に
対
応

　
水
道
事
業
に
携
わ
る
職
員

数
は

団
塊
世
代
の
退
職
な

ど
で

ピ

ク
時
の
１
９
８

０
年
代
と
比
べ
３
割
程
度
減

少
し

特
に
中
小
規
模
の
水

道
事
業
体
に
お
い
て
は
職
員

の
高
齢
化
も
進
行
し

水
道

技
術
の
継
承
が
課
題
と
な


て
い
る


　
こ
れ
ら
人
員
不
足
に
対
し

て

ア
ク
ア
レ
ス
キ


は

自
動
運
転
シ
ス
テ
ム
を
導

入

流
量
一
定
制
御

膜
逆

洗
や
水
位
監
視
に
よ
る
Ｏ
Ｎ

｜
Ｏ
Ｆ
Ｆ
な
ど
運
転
制
御
の

オ

ル
自
動
化
を
実
現
し
た

シ
ス
テ
ム
を
開
発

タ

チ

パ
ネ
ル
で
簡
単
に
設
定
で

き

管
理
履
歴
や
異
常
内
容

を
確
認
可
能
と
し
て
い
る


　
ま
た

危
機
管
理
と
し
て

コ
ン
ト
ロ

ラ

で
処
理
量

を
一
定
に
制
御
し

警
報
接

点
出
力
機
能
も
搭
載
し

異

常
時
は
管
理
者
へ
通
知
さ
れ

る

オ
プ
シ

ン
で
残
留
塩

素

浄
水
濁
度
等
の
管
理
項

目
を
制
御
し

遠
方
監
視
す

る
こ
と
で
完
全
無
人
化
運
転

を
可
能
と
し
た


　
こ
れ
ら
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性

へ
の
追
求
を
図
る
と
と
も

に

設
置
の
簡
易
性
に
も
こ

だ
わ

た


　
ア
ク
ア
レ
ス
キ


の
大

き
な
特
長
と
し
て

電
源
は

家
庭
用
Ａ
Ｃ
１
０
０
Ｖ
コ
ン

セ
ン
ト
が
使
え

市
販
の
小

型
発
電
機
を
使
え
ば

電
源

の
な
い
場
所
で
も
運
転
を
可

能
と
し
た


　
ホ

ス
は
ワ
ン
タ

チ
継

手
で
簡
単
に
接
続
で
き

配

線
は
コ
ン
セ
ン
ト
や
コ
ネ
ク

タ
接
続
の
た
め
準
備
に
か
か

る
工
数
を
低
減
し
て
い
る


　
□
能
登
半
島
地
震
に

　
　
応
援
出
動

　
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
に
よ
る

機
動
力
を
発
揮
し
た
可
搬
式

膜
ろ
過
装
置
で
あ
る
こ
と
か

ら

今
年
元
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
で
被
害
の
大

き
か

た
珠
洲
市
の
応
急
給

水
に
ア
ク
ア
レ
ス
キ


を

出
動

文
字
通
り
﹁
移
動
で

き
る
浄
水
場
﹂
と
し
て
被
災

地
で
大
き
く
貢
献
し

医
療

支
援
拠
点
や
住
民
の
生
活
用

水
と
し
て
活
用
さ
れ

自
衛

隊
が
設
営
す
る
入
浴
施
設
に

も
活
用
さ
れ
た


　
キ

ツ
グ
ル

プ
と
一
般

社
団
法
人
災
害
時
緊
急
支
援

プ
ラ

ト
フ


ム
︵
Ｐ
Ｅ

Ａ
Ｄ
︶
と
の
災
害
時
の
緊
急

協
定
に
基
づ
き

特
定
非
営

利
活
動
法
人
ピ

ス
ウ
イ
ン

ズ
・
ジ

パ
ン
の
要
請
を
受

け
て
１
月
４
日

彦
根
本
社

か
ら
ア
ク
ア
レ
ス
キ


２

基
を
搬
送

翌
日
１
月
５
日

に
は
珠
洲
市
の
健
康
増
進
セ

ン
タ

に
到
着
し

当
日
中

に
は
日
量

立
方

の
ペ


ス
で
給
水
を
開
始

１
月


日
に
は
輪
島
市
へ
も
ア
ク
ア

レ
ス
キ


１
台
を
出
動

し

日
量

立
方

の
生
活

用
水
を
供
給
し
続
け
た


　
今
回
の
応
急
給
水
支
援
で

は

近
く
の
河
川
の
表
流
水

か
ら
取
水
す
る
こ
と
と
な


た
が

色
度
が
著
し
く
高
い

水
源
水
質
で
あ

た
こ
と
か

ら

前
処
理
装
置
と
し
て
ユ

ニ

ト
式
の
活
性
炭
装
置
を

装
着

活
性
炭
は
多
孔
質
で

吸
着
性
の
高
い
素
材
で
あ
る

こ
と
か
ら

汚
染
物
質
や
有

機
化
合
物

臭
気
を
吸
収
し

て
水
の
安
全
性
を
確
保
し


こ
れ
に
膜
処
理
工
程
を
繋
げ

る
こ
と
で
よ
り
水
の
安
全
性

を
確
保
し
た

一
般
的
に
は

活
性
炭
プ
ラ
ン
ト
と
な
る
と

本
体
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
る

が

ユ
ニ

ト
式
で
あ
る
た

め
ア
ク
ア
レ
ス
キ


本
体

と
の
接
続
も
簡
単
で
シ
ン
プ

ル
構
造
と
な

て
い
る


　
同
社
で
は

さ
ま
ざ
ま
な

原
水
水
質
に
対
応
す
る
た

め

活
性
炭
だ
け
で
な
く


除
濁
・
Ｒ
Ｏ
膜
・
除
鉄
・
除

マ
ン
ガ
ン
・
ｐ
Ｈ
調
整
・
自

動
逆
洗
洗
浄
ス
ト
レ

ナ
な

ど
浄
水
設
備
と
し
て
必
要
な

多
様
な
オ
プ
シ

ン
を
ラ
イ

ン
ア

プ

地
域
ニ

ズ
に

合
わ
せ
た
個
別
の
カ
ス
タ
ム

メ
イ
ド
を
可
能
と
し
て
お

り

水
源
状
態
や
要
求
水
質

な
ど
必
要
に
応
じ
て
こ
れ
ら

ユ
ニ

ト
に
組
み
込
む
こ
と

で
安
定
的
な
浄
水
処
理
を
実

現
し
て
い
る


　
□
現
在
も
被
災
地
で
稼
働

　
可
搬
機
能
を
持
ち
合
わ

せ

配
管
類
も
ワ
ン
タ

チ

で
簡
単
に
接
続
で
き
る
こ
と

か
ら
緊
急
時
で
も
迅
速
に
対

応
可
能

被
災
地
の
要
望
に

応
じ
て
給
水
場
所
を
変
更
し

な
が
ら
９
月
の
能
登
半
島
豪

雨
災
害
後
も
珠
洲
市
で
稼
働

し
て
い
る


　
□
マ
ル
チ
ガ
ス
ケ

ト

　
　
と
は

　
マ
ル
チ
ガ
ス
ケ

ト
は


ス
テ
ン
レ
ス
製
芯
金
に
ゴ
ム

ラ
イ
ニ
ン
グ
し

ガ
ス
ケ


ト
面
に
環
状
の
突
起
と
溝
を

設
け
る
こ
と
で
シ

ル
面
の

面
圧
が
上
が
り

止
水
性
を

向
上
さ
せ
た
耐
震
補
強
部
材

だ


　
ガ
ス
ケ

ト
と
は

配
管

フ
ラ
ン
ジ
な
ど
の
接
合
部
に

用
い
ら
れ

接
合
部
か
ら
の

流
体
の
漏
れ
を
防
止
す
る
固

定
用
シ

ル
材

管
を
フ
ラ

ン
ジ
接
合
し
て
い
く
際
に


止
水
性
を
確
保
す
る
た
め
フ

ラ
ン
ジ
間
に
ガ
ス
ケ

ト
を

挟
み
込
む


　
こ
れ
ま
で
震
災
時
な
ど
一

時
的
に
高
圧
状
態
と
な
れ

ば

管
継
手
の
フ
ラ
ン
ジ
部

分
に
水
圧
が
直
撃
し
て
漏
水

す
る
こ
と
も
あ
り

ま
た
漏

水
発
見
の
遅
れ
な
ど
で
ガ
ス

ケ

ト
形
状
が
変
形
し
て
し

ま

た
後
で
は
ボ
ル
ト
や
ナ


ト
を
締
め
付
け
て
も
止
水

で
き
な
い
ケ

ス
が
発
生
し

て
い
た


　
こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
製
品

が
マ
ル
チ
ガ
ス
ケ

ト
だ


あ
ら
ゆ
る
フ
ラ
ン
ジ
に
対
応

し

高
い
止
水
性
を
保
持


配
管
曲
げ
応
力
発
生
時
で
も

変
形
を
抑
制
さ
せ
飛
び
出
し

や
破
損
を
防
ぐ

１
枚
で
Ｇ

Ｆ
フ
ラ
ン
ジ
と
Ｒ
Ｆ
フ
ラ
ン

ジ
を
兼
用
で
き
る
特
殊
な
ボ

ル
ト
穴
を
設
け

Ｇ
Ｆ
形


Ｇ
Ｆ
形
Ｇ
Ｆ
形

Ｒ
Ｆ
形


Ｒ
Ｆ
形

Ｒ
Ｆ
形
の
い
ず
れ

の
接
続
に
も
対
応

セ
ン
タ

リ
ン
グ
機
能
も
兼
ね
備
え
て

お
り
接
合
に
よ
る
ズ
レ
は
な

く

圧
力
仕
様
も
７
・
５
Ｋ



Ｋ
と
小
口
径
か
ら
大
口

径
管
路
の
接
続
に
対
応
で
き

る


　
□
機
能
を
さ
ら
に
進
化

　
こ
れ
ら
の
機
能
を
さ
ら
に

進
化
さ
せ
た
の
が

﹁
マ
ル

チ
ガ
ス
ケ

ト
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
﹂

だ

従
来
の
マ
ル
チ
ガ
ス
ケ


ト
は
ゴ
ム
材
の
Ｓ
Ｂ
Ｒ
を

素
材
と
し
て
い
た
が

絶
縁

仕
様
に
は
対
応
で
き
て
い
な

か

た


　
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
と
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
と
い

た
異

種
金
属
で
の
配
管
で
は
金
属

同
士
の
接
触
で
腐
食
進
行
が

懸
念
さ
れ
て
い
た

こ
れ
ら

に
対
し

マ
ル
チ
ガ
ス
ケ


ト
の
構
造
と
形
状
は
そ
の
ま

ま
に

ゴ
ム
材
料
を
耐
塩
素

性
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
と
い
う
全
く
新

し
い
素
材
を
使
用
し
て
製
造

し
た
の
が
﹁
マ
ル
チ
ガ
ス
ケ


ト
Ｐ
ｌ
ｕ

ｓ
﹂
だ


　
耐
塩
素
性
Ｅ

Ｐ
Ｄ
Ｍ
は
耐
候

性

耐
オ
ゾ
ン

性
耐
薬
品
性


耐
水
性

耐
老

化
性

耐
寒
性

な
ど
に
優
れ
た

合
成
ゴ
ム

合

成
ゴ
ム
は
絶
縁

体
だ
が

添
加

物
の
関
係
上
わ

ず
か
に
導
電
性

を
有
し
て
い
る
た
め

絶
縁

ガ
ス
ケ

ト
ま
で
に
な
る
と

Ｐ
Ｔ
Ｆ
Ｅ
な
ど
の
高
価
な
材

料
が
用
い
ら
れ
る


　
開
発
し
た
耐
塩
素
性
Ｅ
Ｐ

Ｄ
Ｍ
は
そ
の
特
長
の
あ
る
配

合
に
よ
り
合
成
ゴ
ム
の
絶
縁

性
を
大
幅
に
向
上
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た


　
□
優
れ
た
性
能
の
素
材

　
耐
塩
素
性
Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
の
性

能
は
各
種
試
験
で
実
証
済
み

だ

Ｊ
Ｗ
Ｗ
Ａ
　
Ｂ
　
１
２

０
に
基
づ
く
弁
体
ゴ
ム
の
耐

塩
素
性
試
験
は

塩
素
濃
度

２
０
０
±

㎎
／
Ｌ

ｐ
Ｈ

値
６
・
５
±
０
・
５
で

日

間
の
浸
漬
処
理
で
レ
ベ
ル
３

以
下
で
あ
れ
ば
合
格
と
し
て

い
る
が

Ｅ
Ｐ
Ｄ
Ｍ
は
規
定

の
３
倍
以
上
と
な
る

日
間

の
浸
漬
処
理
で
レ
ベ
ル
１
を

確
保

Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｋ
　
６
２

５
９
｜
１
の
静
的
オ
ゾ
ン
劣

化
試
験
で
は

オ
ゾ
ン
濃
度


±
５
ｐ
ｐ
ｈ
ｍ
曝
露
で


時
間
後
に
劣
化
状
態
を
確
認

し
た
と
こ
ろ

亀
裂
が
発
生

す
る
こ
と
な
く

優
れ
た
耐

候
性
を
確
認
し
た


　
□
電
気
絶
縁
性
も

　
配
管
時
の
絶
縁
抵
抗
値
を

比
較
し
た
と
こ
ろ

配
管
状

態
で
１
Ｍ
Ω
以
上
あ
れ
ば
合

格
と
さ
れ
て
い
る
中

マ
ル

チ
ガ
ス
ケ

ト
Ｐ
ｌ
ｕ
ｓ
は

４
０
０
０
Ｍ
Ω
以
上
を
計

測

工
業
用
水
道
や
塩
素
消

毒
を
使
用
す
る
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
や

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
管
と

ダ
ク
タ
イ
ル
鋳
鉄
管
と
の
接

続
な
ど
異
種
金
属
配
管
の
腐

食
を
防
止
す
る
絶
縁
ガ
ス
ケ


ト
と
し
て
活
用
幅
は
広
が


た

耐
候
性
や
耐
久
性
も

兼
ね
備
え
た
こ
と
か
ら
屋
外

配
管
に
も
採
用
可
能
と
な
る

な
ど

様
々
な
配
管
仕
様
に

対
応
可
能
と
な

た


　
□
変
わ
ら
ぬ
構
造
と

　
　
施
工
性

　
形
状
や
構
造
は
従
来
の
マ

ル
チ
ガ
ス
ケ

ト
と
変
わ
ら

な
い


　
高
圧
時
に
は
内
蔵
さ
れ
た

ス
テ
ン
レ
ス
製
の
芯
金
に
ゴ

ム
材
が
強
く
押
さ
れ
る
こ
と

で
面
圧
が
向
上
し
止
水
性
を

確
保

地
震
に
よ
り
フ
ラ
ン

ジ
接
合
部
が
開
い
て
も
芯
金

が
ガ
ス
ケ

ト
の
変
形
を
抑

え
る
こ
と
で

ガ
ス
ケ

ト

の
破
損
・
飛
び
出
し
・
漏
水

を
防
止
す
る


　
施
工
性
に
つ
い
て
も
Ｇ
Ｆ

フ
ラ
ン
ジ
へ
の
接
続
時
に

は

ガ
ス
ケ

ト
上
の
突
起

が
溝
に
嵌
ま
り
込
む
こ
と
で

セ
ン
タ
リ
ン
グ
を
実
現

ま

た

呼
び
径
１
２
５
以
上
は

２
カ
所
の
﹁
基
準
穴
﹂
を
フ

ラ
ン
ジ
の
ボ
ル
ト
穴
に
合
わ

せ
る
こ
と
で
全
て
の
ボ
ル
ト

穴
位
置
が
一
致
す
る
構
造
と

な

て
い
る

施
工
時
間
の

短
縮
化
を
実
現
で
き
る


　
□
弁
箱
接
合
部
の
劣
化
を

　
　
補
強

　
補
修
弁
補
強
金
具
は

老

朽
化
し
た
補
修
弁
の
補
強
・

延
命
さ
せ
る
装
着
器
具

補

修
弁
上
下
の
フ
ラ
ン
ジ
部
を

挟
み
込
む
よ
う
に
固
定
し


弁
箱
接
合
部
の
ボ
ル
ト
が
破

断
し
た
際
の
漏
水
を
防
ぐ


弁
室
内
に
入
る
こ
と
な
く


地
上
か
ら
専
用
工
具
で
施
工

可
能
を
実
現
し
た


　
補
修
弁
は
主
に
水
道
管
路

に
据
え
付
け
ら
れ
空
気
弁
や

地
下
式
消
火
栓
な
ど
点
検
・

修
理
に
使
用
さ
れ
る
バ
ル

ブ

上
部
弁
箱
と
下
部
弁
箱

を
接
続
さ
せ
た
２
ピ

ス
構

造
と
な

て
お
り

上
部
弁

箱
は
消
火
栓
や
空
気
弁
に


下
部
弁
箱
は
異
形
管
に
接
続

さ
れ
る
構
造
と
な

て
い

る

上
部
と
下
部
の
弁
箱
を

接
合
す
る
ボ
ル
ト
や
ナ

ト

は
現
在

ス
テ
ン
レ
ス
製
の

も
の
が
使
わ
れ
て
い
る
が


古
い
補
修
弁
に
は
鉄
製
の
も

の
が
使
わ
れ
て
お
り

経
年

劣
化
に
よ
る
腐
食
で
本
来
の

強
度
が
保
持
で
き
な
く
な

り

水
圧
で
破
断
や
漏
水
す

る
と
い

た
事
故
が
増
え
て

き
て
い
る


　
□
施
工
性
を
追
求

　
補
強
金
具
の
対
象
は

こ

れ
ら
水
道
用
補
修
弁
２
種
で

あ
る
Ｊ
Ｗ
Ｗ
Ａ
　
Ｂ
　
１
２

６
︵
７
・
５
Ｋ
フ
ラ
ン
ジ
︶

を
対
象
と
し

フ
ラ
ン
ジ
部

へ
の
取
り
付
け
に
よ
り

経

年
劣
化
に
よ
り
弁
箱
接
合
部

の
ボ
ル
ト
が
破
断
し
た
際
の

漏
水
を
防
ぐ


　
同
社
製
は

補
修
弁
の
上

下
フ
ラ
ン
ジ
部
分
を
固
定
す

る
構
造
で

あ
ら
ゆ
る
メ


カ

の
補
修
弁
に
対
応

上

下
部
の
弁
箱
を
つ
な
ぐ
タ
イ

ロ

ド
を
一
体
化
さ
せ
た
状

態
で
補
修
弁
の
周
囲
か
ら
装

着
し
て
挟
み
込
む
構
造
に
し

た
こ
と
で

工
具
や
作
業
工

数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き


施
工
性
を
高
め
た

専
用
工

具
を
使
用
す
る
こ
と
で

弁

室
に
入
る
こ
と
な
く
通
水
施

工
を
実
現

こ
れ
に
よ
り
作

業
効
率
の
向
上
と
と
も
に
工

事
費
の
低
コ
ス
ト
化

事
故

リ
ス
ク
の
低
減
と
い

た
工

事
の
安
全
性
も
高
め
た


　
補
修
弁
と
接
続
す
る
消
火

栓
・
空
気
弁
や
Ｔ
字
管
な
ど

の
縦
配
管
の
補
強
と
し
て
も

活
用
で
き
る


　
施
工
は

専
用
の
仮
置
き

工
具
で
補
修
弁
補
強
金
具
を

吊
り
下
ろ
し

補
修
弁
上
部

の
フ
ラ
ン
ジ
面
を
横
か
ら
挟

み
込
む
よ
う
に
仮
置
き
装

着

連
結
ボ
ル
ト
締
付
工
具

で
仮
締
め
し
た
後

仮
置
き

工
具
を
取
り
外
し

タ
イ
ロ


ド
を
締
付
け
ト
ル
ク
︵


Ｎ
・
ｍ
︶
で
均
等
に
締
め
付

け
た
ら
完
了
だ

こ
れ
ら
全

て
の
工
程
を
地
上
作
業
で
行

う
こ
と
が
で
き

施
工
時
間

は
１
基
で



分
で
装
着

可
能
だ


　
標
準
仕
様
は

呼
び
径
で



と
１
０
０

で

面
間

は
１
０
０

か
ら
４
０
０


ま
で
対
応
可
能
と
し
て
い

る

補
修
弁
の
上
下
フ
ラ
ン

ジ
部
分
を
固
定
す
る
構
造
に

よ
り

あ
ら
ゆ
る
メ

カ


の
補
修
弁
に
対
応
で
き
る


　
補
修
弁
の
構
造
が
標
準
形

で
な
い
も
の
や

古
い
型
式

の
消
火
栓
や
空
気
弁
に
対
し

て
は

同
社
エ
ン
ジ
ニ
ア
が

現
場
に
駆
け
付
け

施
工
の

技
術
指
導
を
す
る
な
ど

あ

ら
ゆ
る
補
修
弁
に
対
応
し
て

い
く
事
と
し
て
い
る




内野　一尋
ヴェオリア・ジェネッツ

代表取締役
上級副社長・ＣＯＯ

鼎　談
アントワーヌ・アラニャ

フジ地中情報
代表取締役社長

西原　幸志
西原環境

代表取締役社長

ヴ

オ
リ
ア
の
パ

パ
ス

上下水道に関わる幅広い業務を網羅する
ヴェオリア・ジャパン　グループの事業　

全
体
最
適
を
重
視
す
る
文
化

持
続
可
能
な
未
来
へ
と
も
に

今
後
の
事
業
戦
略

〝全体最適〟　実現するパートナーに
ヴェオリア・ジャパン　グループ 持続可能な未来へ
（　１１　） 第５９３１号

昭和年２月９日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　　　） ２０２４年（令和６年）１０月１０日毎週月・木曜日発行（週２回）

　日本の上下水道事業は大きな分岐点に立つ。「普及整備から維持管理の時代」と言われて久しいが、急激な人口減少と施設の
老朽化、ＤＸ技術の進化、脱炭素化等の社会要請の中で、従来モデルの延長から持続可能な事業、持続可能な地域の実現を見通
すことは困難になりつつある。ヴェオリア・ジャパン　グループ（以下、ＶＪグループ）は日本における法人設立から年にわ
たり、日本の上下水道事業の現場でニーズに寄り添いながら、来たる変化を見据え、持続への挑戦を続けてきた。本紙では、水
道事業を担うグループ会社を代表して、ヴェオリア・ジェネッツの内野一尋上級副社長、西原環境の西原幸志社長、フジ地中情
報のアントワーヌ・アラニャ社長に、グループの歩みと実績、そして今後の事業戦略について語り合ってもらった。

　
内
野
　
人
口
減
少
下
に
お
い
て


耐
震
化
や
施
設
の
老
朽
化
と
い
う
課

題
を
抱
え
な
が
ら
料
金
収
入
を
増
や

す
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
い
う
状
況

が

日
本
の
水
道
事
業
の
現
状
と
し

て
総
じ
て
言
え
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す

そ
う
し
た
中
で

ウ



タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
い
う
政
策
を
国

が
打
ち
出
し

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
用
し
た
上
下
水
道
一
体
の
シ
ナ
ジ


の
創
出

持
続
的
な
地
域
づ
く
り

へ
の
貢
献
と
い
う
考
え
方
が
重
要
視

さ
れ
る
よ
う
に
な

て
い
ま
す

Ｄ

Ｘ
が
一
般
化
さ
れ
て
き
た
中
で

水

イ
ン
フ
ラ
事
業
の
高
度
化

効
率
化

を
実
現
で
き
る
た
め
の
技
術
開
発
が

急
速
に
進
ん
で
い
ま
す


　
こ
う
し
た
大
き
な
変
化
の
中
で
大

切
な
こ
と
は

新
し
い
価
値
を
創
出

し
て
い
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す


　
ア
ン
ト
ワ

ヌ
　
ヴ

オ
リ
ア
が

２
０
０
２
年
に
日
本
法
人
を
設
立
し

て
以
降


年
に
わ
た
り

日
本
国

内
で
事
業
を
展
開
し

水
道
・
下
水

道
の
双
方
で
数
多
く
の
実
績
を
積
み

上
げ
ヴ

オ
リ
ア
・
ジ

ネ

ツ


西
原
環
境

フ
ジ
地
中
情
報
を
は
じ

め

グ
ル

プ
会
社
全
体
と
し
て


数
多
く
の
業
務
を
委
託
す
る
ま
で
に

成
長
し
て
き
ま
し
た

私
は
日
本
法

人
の
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ

て
き
ま

し
た
が
こ
の
間
の
歩
み
に
お
い
て


日
本
市
場
へ
の
参
入
は
本
当
に
難
し

い
も
の
と
感
じ

ゆ

く
り
時
間
を

掛
け
な
が
ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た


　
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
日
本
国

内
で
の
経
験
と
実
績

そ
し
て
今
後

の
日
本
が
直
面
し
て
い
く
課
題
か
ら

私
が
感
じ
る
の
は

今
あ
る
イ
ン
フ

ラ
を
い
か
に
効
率
化
し
て
い
く
か
が

重
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す


　
西
原
　
国
内
市
場
で
古
く
か
ら
実

績
を
重
ね
て
き
た
プ
ラ
ン
ト
メ

カ


の
立
場
と
し
て
は

近
年
の
日
本

の
市
場
の
変
化

そ
し
て
今
後
の
日

本
が
置
か
れ
る
状
況
に
向
か

て
い

く
こ
と
は

本
当
に
大
き
な
チ

レ

ン
ジ
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す

維
持

管
理
の
領
域
を
含
め
て

人
材
確
保

は
本
当
に
死
活
問
題
に
な

て
く
る

で
し

う

ま
た

イ
ン
フ
ラ
の
ダ

ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
の
必
要
性
が
言
わ

れ
ま
す
が

そ
の
た
め
の
投
資
が
必

要
と
な
り
ま
す
し

そ
ん
な
に
簡
単

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん


　
一
昔
前
の
日
本
の
メ

カ

の
発

想
だ
け
で
は

解
決
が
困
難
な
状
況

に
な

て
い
る
と
感
じ
ま
す

こ
の

よ
う
な
状
況
に
お
い
て

当
社
が
２

０
０
６
年
か
ら
Ｖ
Ｊ
グ
ル

プ
の
一

員
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
領
域
と
融
合

し

水
・
環
境
・
地
域
を
一
体
で
捉

え

多
様
な
発
注
形
態
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
認
識
し
た
こ
と
で
感
じ
ら

れ
る
問
題
意
識
は
非
常
に
大
き
い
も

の
と
感
じ
て
い
ま
す


　
内
野
　
Ｖ
Ｊ
グ
ル

プ
全
体
の
従

業
員
数
は
約
９
３
０
０
人
に
達
し
ま

し
た


　
そ
う
し
た
中

２
０
１
９
年
４
月

に
表
明
し
た
ヴ

オ
リ
ア
の
パ

パ

ス
﹁
国
連
が
掲
げ
る
持
続
可
能
な
開

発
目
標
︵
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
︶
の
達
成
に
全

力
で
取
り
組
み

よ
り
良
く
よ
り
持

続
可
能
な
未
来
を
実
現
し
て

人
類

の
進
歩
に
貢
献
す
る
﹂
は

グ
ル


プ
の
創
業
以
来
の
信
念
に
基
づ
く
も

の
で
す


　
パ

パ
ス
は
五
つ
の
ス
テ

ク
ホ

ル
ダ

﹁
地
球
環
境

地
域
社
会


顧
客
株
主
従
業
員
﹂の
た
め
に
行

動
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
ま
す
が


各
ス
テ

ク
ホ
ル
ダ

の
全
体
最
適

の
実
現
を
定
量
的
に
目
指
す
も
の
で

す

五
つ
の
ス
テ

ク
ホ
ル
ダ

が

相
互
に
ト
レ

ド
オ
フ
に
な
る
従
来

型
の
考
え
方
が
変
化
し
て
き
た
と
も

感
じ
て
い
ま
す


　
２
０
０
２
年
の
日
本
法
人
設
立
当

初
か
ら

今
後
の
日
本
市
場
に
求
め

ら
れ
る
も
の
と
し
て
唱
え
て
き
た
の

は

長
期
契
約

包
括
委
託

性
能

発
注
と
い
う
事
業
の
姿
で
し
た

こ

の
姿
と
い
う
の
は
パ

パ
ス
を
実
現

し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
基
盤
で
あ

ろ
う
か
と
思
い
ま
す


　
ウ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
の
流
れ

が
今
後
本
格
化
し
て
い
く
中
で

わ

れ
わ
れ
が
目
指
し
て
き
た
事
業
の
姿

が
制
度
的
な
フ
レ

ム
ワ

ク
と
し

て
も
構
築
さ
れ

持
続
可
能
性
を
全

体
最
適
で
捉
え
る
考
え
方
が

社
会

的
に
も
急
速
に
波
及
し
て
く
も
の
と

思
い
ま
す


　
ア
ン
ト
ワ

ヌ
　
浜
松
市
や
宮
城

県
で
の
コ
ン
セ

シ

ン
は
象
徴
的

な
事
例
で
す
が

石
川
県
か
ほ
く
市

で
は
水
道
・
下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
を
一
体
と
し
た
施
設
管
理
と
カ
ス

タ
マ

サ

ビ
ス
を
含
む
包
括
委

託

神
奈
川
県
箱
根
地
区
で
は
４
条

予
算
を
含
め
た
水
道
事
業
包
括
委
託

な
ど

地
域
事
情
に
応
じ
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ

の
実
績
が
数
多
く
確
実
に
形
成
さ
れ

て
い
ま
す

そ
れ
ら
の
成
果
を
た
く

さ
ん
の
方
に
知

て
も
ら
え
れ
ば
と

思
い
ま
す
し

そ
の
次
の
ス
テ

プ

へ
の
挑
戦
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す


　
フ
ジ
地
中
情
報
で
は

岩
手
中
部

水
道
企
業
団
な
ど
で

漏
水
調
査
の

性
能
発
注
お
よ
び
複
数
年
契
約
に
お

い
て
確
実
な
成
果
を
上
げ
て
い
る
事

例
も
出
て
き
ま
し
た

岡
山
県
井
原

市
で
は
施
設
管
理
・
水
質
検
査
・
漏

水
調
査
の
包
括
委
託
を
担
う
な
ど
中

小
自
治
体
の
先
進
的
な
モ
デ
ル
も
形

成
さ
れ
て
い
ま
す


　
技
術
開
発
に
お
い
て
も
マ

ピ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
と
連
携
し

全
国
の
蓄

積
デ

タ
か
ら
学
習
す
る
管
路
の
Ａ

Ｉ
劣
化
診
断
ツ

ル
﹁
Ｆ
ｍ
ａ
ｐ
Ｍ

Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
﹂
が
長
期
的
な
ス
ト

ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ツ

ル
と
し
て
の

成
果
を
期
待
さ
れ
て
い
ま
す

Ｆ
ｍ

ａ
ｐ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
は

急
速
に
高
ま

る
Ｄ
Ｘ
ニ

ズ
に
対
応
で
き
る
デ


タ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
機
能

デ

タ
の

蓄
積
と
と
も
に
劣
化
診
断
や
漏
水
発

生
シ
ミ

レ

シ

ン
の
分
析
精
度

を
上
げ
て
い
く
学
習
機
能
を
備
え


管
路
管
理
の
領
域
に
お
い
て
デ

タ

に
基
づ
く
事
業
運
営
の
基
盤
構
築
に

お
役
に
立
て
る
も
の
と
確
信
し
て
い

ま
す

す
で
に
多
く
の
自
治
体
か
ら

問
い
合
わ
せ
を
い
た
だ
い
て
お
り


導
入
実
績
も
あ
り
ま
す


　
西
原
　
今
後

わ
れ
わ
れ
の
実
績

や
ソ
リ


シ

ン
ツ

ル
へ
の
認

知
度
を
広
げ
な
が
ら

お
客
さ
ま
を

見
つ
け
て
い
く

魅
力
を
感
じ
て
も

ら
う
こ
と
が
地
道
な
が
ら
大
切
で
あ

ろ
う
と
思

て
い
ま
す

そ
れ
は


当
社
の
考
え

強
み
に
共
感
し
て
い

た
だ
け
る
お
客
さ
ま
を
増
や
す
と
い

う
こ
と
で
す


　
共
感
し
て
い
た
だ
け
る
自
治
体
へ

積
極
的
に
提
案
し

仕
事
を
作

て

い
く
こ
と
で

ア
ン
ト
ワ

ヌ
さ
ん

が
言
わ
れ
る
次
の
ス
テ

プ
へ
と
挑

戦
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す


　
Ｖ
Ｊ
グ
ル

プ
が
積
み
上
げ
て
き

た
実
績
と
し
て

宮
城
県
や
浜
松
市

を
は
じ
め
と
す
る
大
型
の
官
民
連
携

事
業
も
あ
り
ま
す
が

併
せ
て
中
小

自
治
体
の
案
件
を
地
域
の
ニ

ズ
に

寄
り
添

て
形
成
し
て
き
ま
し
た


　
西
原
環
境
の
歴
史
を
振
り
返

て

も

中
小
自
治
体
に
育
て
て
い
た
だ

い
た
と
い
う
感
謝
の
思
い
が
強
く
あ

り
ま
す

中
小
自
治
体
は

広
域
化

や
共
同
化
と
い

た
検
討
を
進
め
な

が
ら
も
急
速
な
人
口
減
や
地
理
的


歴
史
的
な
要
因
な
ど
も
あ
り

さ
ま

ざ
ま
な
障
壁
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
グ
ル

プ
の
総
力
を
挙
げ
て


持
続
可
能
な
全
体
最
適
を
全
国
の
中

小
自
治
体
に
提
案
し

恩
返
し
が
で

き
れ
ば
と
い
う
思
い
を
持

て
い
ま

す


　
内
野
　
改
め
て

ヴ

オ
リ
ア
の

強
み
を
挙
げ
る
と
三
つ
だ
と
思

て

い
ま
す


　
一
つ
目
は
﹁
人
﹂
で
す

グ
ル


プ
従
業
員
約
９
３
０
０
人
の
一
人
ひ

と
り
が
財
産
で
す

共
感
者
を
増
や

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
ま
さ
に
そ

う
で
す
し

人
が
ま
た
人
と
の
繋
が

り
を
呼
び
込
ん
で
い
く
こ
と
が
こ
れ

か
ら
一
層
重
要
に
な

て
く
る
と
思

い
ま
す

さ
ら
に
世
界
規
模
で
見
れ

ば
約

万
人
の
従
業
員
が
い
ま
す


﹁
人
﹂
の
強
み
を
生
か
し
て
い
く
こ

と
を
よ
り
一
層
重
視
し
て
い
き
た
い

と
思

て
い
ま
す


　
二
つ
目
は
﹁
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ


ス
﹂
で
す

日
本
国
内
で
築
き
上
げ

て
き
た
実
績
が
こ
れ
ま
で
の
話
の
中

で
も
出
ま
し
た
が

全
国

そ
し
て

幅
広
い
分
野
領
域
の
技
術

経
験


知
見
を
共
有
で
き
る
こ
と
は
大
き
な

強
み
で
す
そ
し
て
海
外
に
も
こ
れ

を
求
め
に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す


デ
ジ
タ
ル
技
術
が
急
速
に
進
ん
だ
こ

と
で

今
は
仕
組
み
と
し
て
も
ボ


ダ
レ
ス
に
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ

ス
を

共
有
で
き
る
環
境
が
整

て
い
ま

す

今
後

よ
り
一
層
こ
の
強
み
は

生
か
し
て
い
け
る
も
の
と
捉
え
て
い

ま
す


　
そ
し
て
三
つ
目
は
﹁
価
値
観
﹂
で

す

パ

パ
ス
に
つ
い
て
繰
り
返
し

触
れ
て
き
ま
し
た
が

こ
の
パ

パ

ス
は
グ
ル

プ
内
だ
け
で
は
な
く

て

自
治
体

一
緒
に
仕
事
を
す
る

企
業

そ
し
て
市
民
な
ど
大
勢
の
方

に
共
感
し
て
も
ら
え
る
も
の
だ
と
思


て
い
ま
す

グ
ル

プ
と
し
て
水

道
・
下
水
道
分
野
の
技
術

経
験


知
見
を
幅
広
く
持

て
い
る
と
い
う

自
負
は
あ
り
ま
す
が

足
り
て
い
な

い
も
の
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

共

通
の
価
値
観
を
共
有
し

さ
ま
ざ
ま

な
ス
テ

ク
ホ
ル
ダ

の
方
と
手
を

携
え
て

持
続
可
能
な
未
来
を
実
現

し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す


　
西
原
　
西
原
環
境
は

大
都
市
よ

り
も
比
較
的
小
さ
い
規
模
の
自
治
体

を
得
意
領
域
と
し
て
事
業
を
展
開
し

て
き
ま
し
た

当
社
が
有
す
る
現
場

で
蓄
積
さ
れ
た
経
験
を

地
域
全
体

の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
最
適
化
さ
せ
て

い
く
こ
と
は
得
意
で
あ
る
と
思
い
ま

す


　
近
年
の
若
手
社
員
の
声
を
聞
く

と

地
域
の
た
め
に

地
球
環
境
の

た
め
に
と
い
う
思
い
は
非
常
に
強
い

と
感
じ
ま
す


　
か
つ
て
の
普
及
整
備
期
の
プ
ラ
ン

ト
メ

カ

か
ら
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
企
業
へ
の
変
化
が
求
め
ら
れ
て
き

た
中
で
﹁
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
は

何
か
﹂
と
い
う
の
を
社
内
で
も
議
論

し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

そ
の
一
つ

の
答
え
は
﹁
最
適
化
﹂
で
し
た

で

は

そ
の
最
適
と
は
誰
に
と

て
の

価
値
な
の
か
と
い
う
こ
と
が
大
切
で

す

こ
れ
は
内
野
さ
ん
が
言
わ
れ
た

パ

パ
ス
に
基
づ
く
各
ス
テ

ク
ホ

ル
ダ

の
最
適
で
あ
り

そ
れ
が

﹁
新
し
い
価
値
﹂
と
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
す


　
最
適
な
提
案

新
し
い
価
値
を
提

案
し
て
い
る
と
い
う
実
感
を
持
ち
な

が
ら
従
業
員
が
働
く
こ
と
の
で
き
る

環
境
を
作
り
上
げ
て
い
く
こ
と
も
大

切
に
な

て
い
く
で
し

う


　
ア
ン
ト
ワ

ヌ
　
人
口
が
減
り


収
入
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
よ
り

困
難
と
な

て
い
く
中
で

こ
れ
ま

で
と
同
じ
や
り
方
で
は

よ
り
複
雑

さ
を
増
し
て
い
く
課
題
の
解
決
を
図

る
こ
と
は
で
き
な
い
で
し

う


　
自
治
体
の
方
々
が
実
現
し
た
い
こ

と
を
形
に
し
て

そ
の
姿
を
定
量
的

に
目
指
す
性
能
発
注
を
行
え
る
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す

そ
の
う
え

で

性
能
発
注
に
お
け
る
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の

重
要
性
と
い
う
の
は

フ
ジ
地
中
情

報
が
担
う
漏
水
調
査
な
ど
管
路
分
野

の
維
持
管
理
業
務
に
お
い
て
は
今
後

一
層
重
要
に
な
る
も
の
と
捉
え
て
い

ま
す


　
フ
ジ
地
中
情
報
と
し
て
は

そ
う

し
た
ニ

ズ
を
汲
み
取
り

実
践
で

き
る
ソ
リ


シ

ン
の
メ
ニ



を
増
や
し

実
績
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す


　
内
野
　
日
本
の
水
道
・
下
水
道
事

業
が
ウ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
シ
フ
ト

し
て
い
く
こ
と
は

Ｖ
Ｊ
グ
ル

プ

が
長
年
思
い
描
い
て
き
た
こ
と

そ

し
て

ま
さ
に
お
二
人
が
言
わ
れ
た

事
業
の
展
開
を
図
る
フ
レ

ム
ワ


ク
が
整

て
き
た
と
い
う
こ
と
だ
と

思
い
ま
す


　
Ｖ
Ｊ
グ
ル

プ
が
代
表
企
業
を
務

め

上
下
水
道
分
野
で
国
内
初
の
コ

ン
セ

シ

ン
の
事
例
と
な

た
静

岡
県
浜
松
市
の
公
共
下
水
道
終
末
処

理
場
︵
西
遠
処
理
区
︶
運
営
事
業
を

は
じ
め

わ
れ
わ
れ
は
長
期
契
約


包
括
委
託

性
能
発
注
と
い
う
フ
レ


ム
ワ

ク
の
中
で
創
出
で
き
る
メ

リ

ト
を
確
実
に
形
に
で
き
て
い
る

と
思
い
ま
す


　
浜
松
の
事
例
で
は

長
期
契
約
に

お
い
て
改
築
と
運
転
維
持
管
理
を
一

体
で
事
業
展
開
す
る
中
で

当
社
グ

ル

プ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
駆
使
し

ト

ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ

を
繰
り
返
し
な

が
ら
﹁
最
適
化
﹂
を
実
現
で
き
て
い

る
と
思
い
ま
す

中
で
も
中
央
監
視

施
設
の
オ

プ
ン
イ
ン
タ

フ



ス
化
な
ど
は

浜
松
の
契
約
期
間
で

あ
る

年
以
降
も
確
実
に
引
き
継
い

で
い
け
る
事
業
を
象
徴
す
る
取
り
組

み
だ
と
思
い
ま
す


　
検
針
・
料
金
徴
収
業
務
等
の
カ
ス

タ
マ

サ

ビ
ス
部
門
に
つ
い
て
も

大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
い
ま
す


ス
マ

ト
メ

タ

の
導
入
が
進
ん

で
い
く
中
で

検
針

窓
口

料
金

徴
収
業
務
の
形
態
が
今
の
や
り
方
の

ま
ま
続
い
て
い
く
こ
と
は
な
い
と
思

い
ま
す


　
検
針
員
等
の
人
材
の
確
保
も
難
し

く
な

て
き
ま
す
し

Ｄ
Ｘ
社
会
の

進
展
の
中
で

人
が
カ
バ

す
る
領

域
が
減

て
い
く
こ
と
は
十
分
に
考

え
ら
れ
ま
す


　
こ
う
し
た
こ
と
は
人
口
が
減

て

い
く
日
本
社
会
の
中
で
は
自
然
な
流

れ
で
す
し

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
の
中

で

最
適
化
を
図

て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す


　
大
切
な
の
は

や
は
り
新
た
な
価

値
を
い
か
に
生
み
出
し
て
い
く
か
だ

と
思
い
ま
す

ス
マ

ト
メ

タ


か
ら
得
ら
れ
る
デ

タ
を
は
じ
め


カ
ス
タ
マ

サ

ビ
ス
を
通
じ
て
収

集
す
る
情
報
か
ら
い
か
に
新
し
い
価

値
を
生
み
出
し
て
い
け
る
か
を

グ

ル

プ
全
体
で
も
そ
う
で
す
し

自

治
体
の
お
客
さ
ま
も
交
え
な
が
ら
議

論
し

形
に
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す


　
西
原
　
急
速
な
上
下
水
道
イ
ン
フ

ラ
の
普
及
整
備
期
の
中
で

西
原
環

境
は
下
水
道
や
汚
水
処
理
施
設
が
中

心
で
は
あ
り
ま
す
が

数
多
く
の
技

術
を
蓄
積
し

着
実
に
実
績
を
重
ね

て
き
ま
し
た
し
か
し
こ
れ
ま
で
は


プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
い

う
領
域
の
外
側
に
目
を
向
け
ず
に
来

た
こ
と
は
否
定
で
き
ま
せ
ん

本
来

は
密
接
に
関
連
す
る
維
持
管
理
分
野

で
す
ら
も
意
識
と
し
て
は
薄
か

た

と
思
い
ま
す


　
し
か
し

Ｖ
Ｊ
グ
ル

プ
の
一
員

と
な
り

維
持
管
理
面
を
意
識
し
て

プ
ラ
ン
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業

を
行
う
よ
う
に
な

て
き
ま
し
た


　
例
え
ば

最
近
の
実
績
と
し
て


岡
山
県
瀬
戸
内
市
・
福
山
浄
水
場
の

Ｄ
Ｂ
方
式
の
全
面
更
新
工
事
に
お
い

て

超
高
速
凝
集
沈
殿
を
前
処
理
と

し
た
除
マ
ン
ガ
ン
処
理
・
膜
ろ
過
処

理
方
式
を
提
案

導
入
し
ま
し
た


　
ヴ

オ
リ
ア
の
技
術
で
あ
る
省
ス

ペ

ス
型
の
超
高
速
凝
集
沈
殿
処
理

装
置
﹁
ア
ク
テ

フ
ロ
﹂
を
前
処
理

技
術
と
し
て
採
用
し
た
の
で
す
が


限
ら
れ
た
敷
地
の
中
で
維
持
管
理
性

が
高
く

膜
の
延
命
化
に
よ
り
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
最
小
化
す
る

提
案
が
で
き
た
こ
と
は

西
原
環
境

が
国
内
で
磨
い
て
き
た
技
術
と
ヴ


オ
リ
ア
の
技
術
が
融
合
し

さ
ら
に

維
持
管
理
を
意
識
し
た
プ
ラ
ン
ト
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
提
案
の
好
事
例
で

あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す


　
ア
ン
ト
ワ

ヌ
　
ヴ

オ
リ
ア
が

日
本
法
人
を
設
立
し
た
背
景
の
一
つ

は

２
０
０
２
年
の
水
道
法
改
正
に

よ
り
第
三
者
委
託
が
可
能
と
な

た

こ
と
で
し
た

そ
の
際
に

浄
水


管
路

蛇
口
か
ら
料
金
徴
収

そ
し

て
下
水
道
も
含
め
て

ト

タ
ル
で

民
間
が
一
社
で
担
え
る
ビ
ジ

ン
を

持

て
西
原
環
境
ジ

ネ

ツ


フ
ジ
地
中
情
報
等
の
企
業
を
グ
ル


プ
会
社
に
迎
え
ま
し
た


　
グ
ル

プ
形
成
と
並
行
し
て
独
自

の
実
績
作
り
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た

コ
ン
セ

シ

ン
と
い
う
枠

組
み
が
象
徴
的
に
言
わ
れ
ま
す
が


コ
ン
セ

シ

ン
あ
り
き
で
は
な

く

自
治
体
の
地
域
事
情
や
ニ

ズ

に
応
え
な
が
ら
多
様
な
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
事

例
を
着
実
に
作
り
上
げ
て
き
ま
し

た


　
フ
ジ
地
中
情
報
も
こ
の
間
に

漏

水
調
査
会
社
と
い
う
フ
レ

ム
か
ら

抜
け
出
し

さ
ま
ざ
ま
な
水
運
用
に

係
る
流
量
・
水
圧
調
査

分
析
解
析

調
査

そ
し
て
料
金
徴
収
や
マ

ピ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
た
ア
セ


ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ま
で
事
業
領
域
を

広
げ
て
き
ま
し
た

今
で
は
全
国
に

１
５
０
０
の
現
場
を
有
し


時
間

３
６
５
日

全
国
の
現
場
を
守
る
体

制
と
ネ

ト
ワ

ク
を
構
築
し
て
い

ま
す


　
内
野
　
お
二
人
が
言
わ
れ
た
よ
う

に

現
在
の
当
社
グ
ル

プ
の
強
み

は

ま
さ
に
積
み
上
げ
て
き
た
実
績

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す

カ
ス
タ
マ


サ

ビ
ス
の
分
野
に
お
い
て
も


時
代
の
ニ

ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ

う

業
務
領
域
を
確
実
に
広
げ
て
き

ま
し
た


　
千
葉
県
内
の
検
針
・
料
金
徴
収
業

務
を
担
う
前
身
の
会
社
︵
ジ

ネ


ツ
︶
か
ら
ス
タ

ト
し

現
在

ヴ


オ
リ
ア
・
ジ

ネ

ツ
と
し
て
１

２
８
の
自
治
体
と
契
約
を
結
び

全

国
に
現
場
を
持

て
い
ま
す


　
ジ

ネ

ツ
が
積
み
上
げ
て
き
た

検
針
・
料
金
徴
収
業
務
の
実
績
と
信

頼
が

こ
れ
ま
で
の
当
社
グ
ル

プ

の
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
で
す
し
そ
の
背
景
に
は


お
客
さ
ま
の
ニ

ズ
に
応
え
て
い
く

と
い
う
確
か
な
思
い
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す


　
ア
ン
ト
ワ

ヌ
　
お
客
さ
ま
の
ニ


ズ
に
応
え
る
こ
と
を
意
識
し
な
が

ら
も

ニ

ズ
を
う
ま
く
説
明
で
き

な
い
事
業
体
が
多
い
と
い
う
の
も
日

本
の
特
性
と
し
て
感
じ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す

水
道
・
下
水
道
事
業
者
に

寄
り
添
い

現
場
が
抱
え
て
い
た
潜

在
的
な
ニ

ズ
を
く
み
取

て
真
の

官
民
連
携
に
す
る
べ
く
事
業
を
展
開

し
て
き
た
こ
と
が

こ
れ
ま
で
の
実

績
に
お
い
て
大
き
か

た
の
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す


　
フ
ジ
地
中
情
報
は

全
国
で
仕
事

が
で
き
る
唯
一
の
漏
水
調
査
会
社
で

あ
る
と
自
負
し
て
い
ま
す
し

先
程

も
申
し
上
げ
た
通
り

現
在
は
幅
広

い
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す

全
国

的
な
ネ

ト
ワ

ク
と
幅
広
い
事
業

領
域
の
中
で

全
国
の
ノ
ウ
ハ
ウ


経
験
が
共
有
さ
れ

管
路
に
関
す
る

幅
広
い
課
題
を
ニ

ズ
と
し
て
引
き

出
し

解
決
で
き
る
力
が
確
実
に
備

わ

て
き
て
い
ま
す


　
西
原
　
グ
ル

プ
会
社
そ
れ
ぞ
れ

の
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
し

専
門
分

野
の
中
だ
け
で
閉
じ
て
い
た
視
野


事
業
領
域
が
グ
ル

プ
と
な

た
こ

と
で
広
が

て
い

た
こ
と
は
間
違

い
な
い
と
思
い
ま
す

西
原
環
境
に

お
い
て
も
Ｖ
Ｊ
グ
ル

プ
の
一
員
と

な

た
こ
と
に
よ
る
変
化
が
確
実
に

生
ま
れ
ま
し
た


　
日
本
固
有
の
プ
ラ
ン
ト
メ

カ


の
営
業
と
い
う
の
は

プ
ラ
ン
ト
エ

ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
案
件
を
受
注
す
る

こ
と
に
特
化
し
た
考
え
方
に
な

て

し
ま
い
ま
す
が

グ
ル

プ
と
し
て

の
動
き
の
中
で

お
客
さ
ま
の
話
の

聴
き
方
が
確
実
に
変
化
し
て
い
き
ま

し
た

事
業
全
体
を
捉
え
る
視
野


グ
ル

プ
会
社
が
有
す
る
ソ
リ



シ

ン
が
役
に
立
つ
の
で
は
な
い
か

と
い
う
考
え
方
が
従
業
員
の
中
に
広

が

て
い
き
ま
し
た


　
２
０
１
８
年
か
ら
は

日
本
各
地

で
グ
ル

プ
会
社
が
集
う
地
域
会
議

が
始
ま
り

こ
う
し
た
考
え
方
が
一

層
強
ま

た
と
感
じ
ま
す

昔
は
地

域
ご
と
の
事
業
所
も
バ
ラ
バ
ラ
で
し

た
が

今
は
可
能
な
限
り
同
じ
建
物

に
集
約
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た


物
理
的
に
も
同
じ
場
所
に
い
る
こ
と

で

グ
ル

プ
会
社
間
の
情
報
共
有

の
量

質
も
明
ら
か
に
変
化
し
ま
し

た


　
ア
ン
ト
ワ

ヌ
　
ト

タ
ル
で
事

業
を
考
え
る
視
点
は
と
て
も
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま
す

地
域
に

応
じ
た
︵
地
元
企
業
も
含
む
︶
企
業

間
の
連
携
も
重
要
で
す
が

水
道
・

下
水
道
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
Ｖ
Ｊ
グ
ル


プ
で
す
べ
て
包
含
し
て
対
応
で
き
る

体
制
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
一
つ
の

強
み
で
す


　
グ
ル

プ
会
社
が
単
独
で
考
え
て

い
た
ら

価
値
判
断
は
個
別
の
会
社

の
メ
リ

ト
が
優
先
さ
れ
ま
す

ト


タ
ル
で
事
業
を
考
え
る
こ
と
を
通

じ
て
導
か
れ
る
の
は

お
客
さ
ま
に

と

て
の
メ
リ

ト
の
最
大
化
で
あ

り

プ
ロ
ジ

ク
ト
の
ベ
ス
ト
な
形

で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す


　
グ
ル

プ
と
し
て
の
シ
ナ
ジ

を

真
に
実
現
し
て
い
く
エ
ネ
ル
ギ

を

注
ぎ
続
け
る
こ
と
が

Ｖ
Ｊ
グ
ル


プ
全
体
の
取
り
組
み
と
し
て
大
切
で

あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
す


　
内
野
　
こ
う
し
た
考
え
を
実
現
し

や
す
い
仕
組
み
に
具
体
化
し
て
い
く

こ
と
が
本
当
に
大
切
だ
と
思

て
い

ま
す

ま
ず
は

事
業
を
全
体
最
適

の
視
点
で
俯
瞰
し

個
々
の
契
約
か

ら
い
か
に
広
が
り
が
あ
る
の
か
を
捉

え
て
﹁
最
大
の
メ
リ

ト
﹂
を
考
え

る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す


　
近
年

日
本
で
も
パ

パ
ス
経
営

の
必
要
性
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
が

そ
れ
を
定
量
化
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す

パ

パ
ス
に
従
い

ス
テ


ク
ホ
ル
ダ

の
全
体
最
適
の
実
現

を
目
指
す
姿
を
定
量
的
に
コ
ミ

ト

し

公
開
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す


　
ど
の
契
約
で
あ

て
も

バ
ラ
ン

ス
よ
く

各
ス
テ

ク
ホ
ル
ダ

の

期
待
に
応
え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う

視
点
を
持

て
精
査
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す


　
西
原
　
プ
ラ
ン
ト
分
野
に
お
い
て

は

お
客
さ
ま
の
関
心
も
変
わ

て

き
て
い
る
と
感
じ
ま
す

か
つ
て
は

﹁
技
術
﹂
に
興
味
が
集
中
し
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
が

今
は
そ
の
先

に
実
現
さ
れ
る
社
会

地
域
の
姿
に

関
心
が
移

て
い
ま
す

脱
炭
素
や

下
水
道
分
野
の
汚
泥
利
用
な
ど
の
取

り
組
み
は
ま
さ
に
そ
れ
を
象
徴
す
る

も
の
で
は
な
い
で
し

う
か


　
そ
う
し
た
社
会

地
域
の
姿
を
描

く
こ
と
は

自
治
体
の
み
の
力
で
は

限
界
が
あ
り

そ
の
姿
を
と
も
に
描

く
パ

ト
ナ

と
し
て
の
民
間
企
業

の
価
値
が
一
層
高
ま

て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す

ア
ン
ト
ワ

ヌ
さ
ん

が
言
わ
れ
た
潜
在
的
な
ニ

ズ
を
形

に
し
て
い
く
べ
き
領
域
の
一
つ
で
は

な
い
で
し

う
か


　
こ
こ
ま
で
の
話
で
は﹁
お
客
さ
ま
﹂

を

相
手
先
の
自
治
体
と
い
う
意
味

で
使

て
き
ま
し
た
が

そ
の
先
に

い
る
市
民
の
皆
さ
ん
が
お
客
さ
ま
で

は
な
い
か
と
い
う
議
論
が
当
然
有
る

わ
け
で
す

そ
の
中
で

ヴ

オ
リ

ア
の
パ

パ
ス
で
打
ち
出
し
て
い
る

﹁
地
球
環
境

地
域
社
会

顧
客


株
主

従
業
員
﹂
の
全
体
最
適
と
い

う
の
が
一
つ
の
解
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
し

そ
う
し
た
企
業
で
働
け
る

と
い
う
こ
と
は

今
後

一
層
困
難

に
な

て
い
く
人
材
確
保
の
面
で
も

重
要
に
な

て
く
る
と
感
じ
ま
す




供
給
の
安
定
化
と
高
品
質
を
実
現

Ｊ
Ｗ
Ｗ
Ａ
初
の
ろ
過
材
認
証
工
場
に

対
談

西戸崎興産
取締役相談役

坂本　博志

西戸崎興産
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西
戸
崎
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カ
ル
チ
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西
戸
崎
興
産
の
歩
み

を


　
坂
本
　
当
社
は
昭
和
１
９

６
０
年
創
業
で

来
年

周

年
を
迎
え
ま
す

も
と
も
と

は
炭
鉱
開
発
企
業
の
運
輸
部

門
と
し
て
ス
タ

ト
い
た
し

ま
し
た
が

海
岸
線
に
き
れ

い
な
砂
が
豊
富
に
あ

た
西

戸
崎
の
地
の
利
を
活
か
し

て

砂
州
で
採
取
さ
れ
る
ろ

過
材
に
適
し
た
豊
富
な
砂

と

恵
ま
れ
た
地
下
水
を
利

用
し
て
ろ
過
材
専
門
メ

カ


と
し
て

１
９
６
５
年
に

現
在
の
業
態
に
移
行
し
ま
し

た

ろ
過
材
専
門
メ

カ


と
し
て
新
た
な
船
出
を
切


た
こ
ろ
は

門
外
漢
で
し
た

の
で

そ
れ
こ
そ
営
業

現

場
工
事

運
送
な
ど
分
業
制

を
敷
い
て
い
た
も
の
の
一
人

３
役
は
当
た
り
前
で
し
た


当
社
は
顧
客
第
一
主
義
を
経

営
方
針
と
し
て
掲
げ
て
い
ま

す
が

お
客
様
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と

社
員
や
家
族

そ

し
て
仕
事
で
使
用
す
る
道
具

に
お
い
て
も
魂
が
宿

て
い

る
と
鉛
筆
一
つ
思
い
や
り
精

神
を
も
つ
こ
と
を
徹
底
的
に

教
育
さ
れ
て
き
た
の
で
す


で
す
の
で

お
客
様
か
ら
の

要
求
に
対
し
て
も
﹁
で
き
な

い
﹂と
い
う
言
葉
は
禁
句
で


﹁
で
き
な
い
と
言
う
な

で

き
な
い
と
い

て
お
断
り
す

る
よ
り
も

で
き
る
こ
と
を

ま
ず
考
え
て
か
ら
返
事
を
し

な
さ
い
﹂
と
教
育
さ
れ
て
い

ま
し
た


　
永
田
　
当
社
の
経
営
理
念

は
初
代
社
長
の
立
石
氏
が
提

唱
さ
れ
た
﹁
小
さ
く
て
も
ダ

イ
ヤ
モ
ン
ド
の
よ
う
に
キ
ラ

リ
と
光
る
会
社
に
﹂
と
い
う

言
葉
に
す
べ
て
が
集
約
さ
れ

て
い
ま
す

具
体
的
に
は


﹁
お
客
様
の
必
要
に
こ
た

え

お
役
に
た
ち

信
用
を

積
み
重
ね
る
こ
と
﹂﹁
社
員

が
仕
事
に
誇
り
を
持
ち

生

き
甲
斐
を
感
じ
る
会
社
で
あ

る
こ
と
﹂﹁
社
員
と
そ
の
家

族
が
不
安
の
な
い
安
定
し
た

生
活
を
営
め
る
こ
と
﹂﹁
会

社
所
在
の
地
域
社
会
に

貢

献
で
き
る
会
社
で
あ
る
こ

と
﹂
で
す

ま
さ
に
全
て
の

事
業
活
動
に
﹃
思
い
や
り
精

神
﹄
を
備
え
た
企
業
で
あ
る

と
い
う
こ
と
は
自
信
を
持


て
言
え
ま
す


　
坂
本
　
お
客
様
に
ご
提
供

す
る
ろ
過
砂
に
つ
い
て
は


も
の
す
ご
い
思
い
や
り
精
神

で
製
品
化
し
て
い
ま
す

水

道
用
の
ろ
過
砂
で
一
番
の
問

題
は
汚
れ
で
す

こ
の
汚
れ

を
落
と
す
に
は
豊
富
な
水
が

必
要
な
の
で
す

製
造
拠
点

は
福
岡
市
西
戸
崎
エ
リ
ア
の

福
岡
本
社
工
場
と
島
根
県
江

津
市
の
島
根
事
業
所
の
２
拠

点
で
製
造
し
て
い
ま
す
が


ど
ち
ら
も
豊
富
な
水
資
源
を

有
し
て
お
り

福
岡
本
社
工

場
で
は
全
て
の
設
備
が
稼
働

し
た
場
合

一
日
２
０
０
０


の
水
を
使

て
徹
底
的
に

洗
浄
し
ま
す

本
社
工
場
の

あ
る
地
域
は
豊
富
な
地
下
水

に
恵
ま
れ
て
お
り

福
岡
市

は
昭
和

年
や
平
成
６
年
な

ど
大
渇
水
に
度
々
見
舞
わ
れ

ま
し
た
が

こ
の
地
域
に
お

い
て
は
一
度
も
枯
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た


　
永
田
　
坂
本
相
談
役
が
お


し

る
よ
う
に

ろ
過
砂

の
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
水

は
必
要
不
可
欠
な
資
源
で

す

当
社
は
福
岡
市
と
島
根

県
の
生
産
拠
点
に
豊
富
な
水

資
源
を
有
し
て
お
り

当
社

の
大
き
な
強
み
の
一
つ
で
あ

り
ま
す


　
さ
ら
に
原
材
料
で
あ
る
砂

を
島
根
県
の
河
口
砂
を
軸
と

し
て
確
保
し
て
い
ま
す

砂

の
採
取
規
制
な
ど
に
よ
り
全

国
的
に
ろ
過
砂
が
枯
渇
し
て

い
る
中
で

当
社
は
昭
和


年
に
島
根
県
の
江
の
川
で
砂

の
採
取
権
を
取
得
し
て
お

り

水
道
用
ろ
過
砂
に
適
し

た
原
材
料
を
安
定
確
保
し
て

い
ま
す

さ
ら
に
そ
の
原
砂

を
備
蓄
す
る
敷
地
も

福
岡

本
社
事
業
所
は
６
万
６
０
０

０
平
方


島
根
事
業
所
は

４
万
５
０
０
０
平
方

と
広

大
な
土
地
を
有
し
て
お
り
ま

す

ま
た

ろ
過
砂
設
備
５

基
ろ
過
砂
利
設
備
２
基
移

動
式
洗
浄
設
備
３
セ

ト
な

ど
豊
富
な
機
械
設
備
を
取
り

揃
え
て
お
り
﹁
原
材
料
﹂﹁
土

地
﹂﹁
水
﹂﹁
機
械
設
備
﹂と


水
道
用
ろ
過
砂
の
高
品
質
化

と
安
定
供
給
へ
十
分
な
経
営

資
源
を
備
え
て
い
ま
す


　
坂
本
　
こ
れ
ら
の
強
み

が

本
社
工
場
と
島
根
工
場

が
ろ
過
材
生
産
工
場
と
し
て

日
本
水
道
協
会
認
証
工
場
の

国
内
初
登
録
に
繋
が

た
の

で
す

こ
の
認
証
工
場
の
登

録
に
よ

て

当
社
で
製
造

す
る
製
品
を
水
道
事
業
体
が

安
心
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け

る
こ
と
を
認
め
て
い
た
だ
い

た
も
の
で
あ
る
と
し
て

国

内
第
一
号
の
認
証
工
場
の
責

任
と
し
て
高
品
質
な
ろ
過
材

生
産
を
続
け
て
い
く
所
存
で

す


　


商
品
に
対
す
る
こ
だ

わ
り
は


　
坂
本
　
豊
富
な
水
源
で
惜

し
み
な
く
洗
浄
し
ま
す
の
で

非
常
に
き
れ
い
な
砂
に
な


て
い
る
と
自
負
し
て
い
ま

す

濁
度

度
以
下
で
仕
上

が

て
い
ま
す

当
社
の
洗

浄
方
法
は

円
筒
形
の
ド
ラ

ム
に
砂
を
入
れ

大
量
の
水

を
投
入
し
て
ド
ラ
ム
を
回
転

さ
せ

砂
を
持
ち
上
げ
た
り

落
下
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
洗

う
﹁
た
た
き
洗
い
﹂
と

ド

ラ
ム
を
急
速
反
転
さ
せ
な
が

ら
小
刻
み
に
砂
を
動
か
す

﹁
も
み
洗
い
﹂
を
組
み
合
わ

せ
た
ド
ラ
ム
洗
浄
方
式
を
採

用
し
て
い
ま
す

こ
れ
に
よ

り
砂
の
傷
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き

大
量
の
水
を
使
う
こ

と
に
よ

て
濁
度
の
低
い
高

品
質
な
ろ
過
砂
を
製
造
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
で
す


　
永
田
　
当
社
は
ろ
過
材
専

門
メ

カ

と
し
て
緩
速
・

急
速
ろ
過
砂
及
び
玉
砂
利
の

生
産

運
搬
か
ら
そ
の
浄
水

場
の
ろ
過
池
工
事
及
び
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
に
至
る
ま
で
一
貫

し
て
行

て
い
ま
す


　
原
材
料
へ
の
こ
だ
わ
り
は

特
に
強
く
あ
り
ま
す

島
根

県
の
江
の
川
で
砂
の
採
取
権

を
取
得
し
て
い
ま
す
が

海

外
か
ら
の
輸
入
も
あ
り
ま

す

日
本
水
道
協
会
認
証
工

場
と
し
て

社
会
的
責
任
を

果
た
し
て
い
く
た
め
本
社
・

島
根
工
場
と
も
に
広
大
な
敷

地
に
豊
富
な
原
材
料
を
備
蓄

す
る
こ
と
で
有
事
の
際
も
浄

水
場
等
の
お
客
様
に
ご
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
が
無
い
よ
う

に
努
め
て
お
り

約
３
年
分

の
原
材
料
を
備
え
て
お
り
ま

す
た
だ
海
外
調
達
も
厳
し

く
な

て
き
て
い
る
こ
と
か

ら

再
資
源
化
に
も
注
力
し

て
い
ま
す
現
在
ろ
材
再
資

源
化
協
会
に
加
盟
し

使
用

済
み
ろ
材
を
有
価
買
取
し


副
産
物
と
し
て
再
利
用
を
進

め
る
と
と
も
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

活
動
に
寄
与
し
て
い
ま
す


　
坂
本
　
原
料
の
確
保
は
こ

れ
か
ら
大
き
な
課
題
と
な


て
き
ま
す

こ
れ
ら
を
背
景

に
再
資
源
化
の
取
り
組
み
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
活
動
と
相
ま


て

こ
れ
か
ら
重
要
な
取
り

組
み
の
一
つ
に
な

て
き
ま

す

当
社
は
使
用
済
み
の
砂

を
新
品
と
同
等
レ
ベ
ル
に
再

生
で
き
る
自
信
は
あ
り
ま

す

当
社
は
豊
富
な
水
資
源

を
軸
に
洗
浄
し
て
い
く
技
術

は
当
社
の
得
意
分
野
で
す


こ
の
洗
浄
技
術
を
駆
使
し

て

使
用
済
み
ろ
材
を
資
源

循
環
さ
せ
持
続
可
能
な
社
会

に
向
け
た
活
動
を
行

て
ま

い
る
所
存
で
す


　


こ
れ
か
ら
の
展
望
を

　
永
田
　
今
年
の
４
月

国

の
水
道
行
政
が
国
土
交
通
省

と
環
境
省
に
移
管
さ
れ
ま
し

た

水
の
安
心
・
安
全
を
担

保
し
て
い
く
上
で
歴
史
的
な

出
来
事
と
な
り
ま
し
た
が


水
道
事
業
史
の
一
部
に
携
わ


て
き
た
ろ
過
材
メ

カ


と
し
て

し

か
り
と
高
品

質
な
水
道
水
の
実
現
に
こ
れ

か
ら
も
寄
与
し
て
い
き
ま

す

国
の
上
下
水
道
行
政
一

元
化
に
よ

て

予
想
さ
れ

る
大
規
模
災
害
に
対
す
る
復

旧
ス
ピ

ド
や
求
め
ら
れ
て

い
る
施
設
の
耐
震
化
・
強
靱

化
が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す

一
方
で
人

口
減
少
に
よ
る
水
需
要
の
減

少
に
よ

て
施
設
の
ダ
ウ
ン

サ
イ
ジ
ン
グ
が
進
ん
で
い
く

こ
と
で
し

う
し

維
持
管

理
業
務
の
民
営
化
も
進
ん
で

く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す

安
全
安
心
で
お
い
し
い

水
の
実
現
の
一
端
を
担

て

き
た
ろ
過
材
専
門
メ

カ


と
し
て

こ
れ
ら
水
道
事
業

を
取
り
巻
く
情
勢
に
つ
い
て

し

か
り
注
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
が

第
一
義
的
に
は

日
本
水
道
協
会
の
認
証
工
場

と
し
て
の
自
覚
と
責
任
感
を

も

て
ろ
過
材
の
製
造
責
任

を
全
う
す
る
覚
悟
で
す


　
坂
本
　
来
年
で

年
の
歴

史
を
積
み
上
げ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
が

こ
れ
ま
で
ろ
過

材
専
門
メ

カ

と
し
て
企

業
活
動
を
展
開
し
て
こ
れ
た

の
は

ひ
と
え
に
お
客
様
と

社
員
の
熱
意
の
賜
物
で
す


　
お
客
様
か
ら
は
様
々
な
ご

提
案
を
い
た
だ
き
ま
し
た


当
社
は
ろ
過
材
の
製
造
を
主

体
と
す
る
専
業
メ

カ

で

す
が

内
面
防
水
や
配
水
池

内
の
ロ
ボ

ト
清
掃
を
行
う

な
ど

安
全
で
安
心
な
水
の

提
供
を
し
て
い
く
た
め
の
業

容
を
広
げ
て
き
ま
し
た

す

べ
て
お
客
様
か
ら
の
御
助
言

か
ら
事
業
化
し
て
き
た
も
の

で
す

地
域
に
よ

て
浄
水

処
理
に
対
す
る
考
え
方
は
様

々
で

水
質
を
重
視
す
る
事

業
体
も
い
れ
ば

流
速
を
重

視
さ
れ
る
事
業
体
も
あ
り
ま

す

当
社
は
こ
れ
ら
様
々
な

お
客
様
の
声
に
全
て
お
応
え

し
て
い
く
た
め

お
客
様
の

ご
要
望
に
よ

て

砂
の
粒

形
を
変
え
た
り

砂
の
配
合

を
変
え
た
り
し
て

顧
客
満

足
度
の
追
求
に
努
め
て
き
ま

し
た

こ
れ
ら
を
実
現
で
き

た
の
も

顧
客
を
第
一
に
考

え
る
社
員
の
思
い
や
り
精
神

に
よ
る
も
の
で
す


　
当
社
は
施
工
後
の
完
了
検

査
の
評
点
は

点
以
下
を
取


た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん


こ
れ
は
当
社
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
す

が

仕
様
書
ど
お
り
に
事
業

行
う
こ
と
は
当
然
で
す
が


当
社
は
ろ
過
に
関
わ
る
こ
と

で
あ
る
な
ら
ば
仕
様
書
に
記

載
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ

い
て
も
行
う
こ
と
は
当
然
で

あ
る
と
思

て
い
ま
す

配

水
池
の
清
掃
を
受
託
す
れ

ば

配
水
池
ま
で
の
道
の
草

取
り
を
行

た
り

工
事
着

手
前
に
機
器
類
が
粒
形
ご
と

に
な

て
い
る
か
検
査
し
た

り
と

お
客
様
の
た
め
に
な

る
こ
と
に
取
組
む
と
い
う
当

社
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
評
点
に
繋
が


て
い
る
と
思
う
の
で
す


　
当
社
は
ろ
過
砂
を
製
造
・

販
売
す
る
単
な
る
砂
屋
で
は

あ
り
ま
せ
ん

﹁
水
の
衛
生

を
導
く
企
業
﹂
で
す

社
員

も

国
民
生
活
に
不
可
欠
な

﹁
水
﹂
の
供
給
に
携
わ
る
誇

り
を
も

て

地
域
の
た
め

の
衛
生
的
な
水
の
実
現
に
貢

献
す
る
企
業
と
し
て
前
進
し

て
い

て
ほ
し
い
と
願

て

お
り
ま
す


　
永
田
　
ろ
過
池
工
事
に
お

い
て
も
浄
水
場
で
現
在
高
い

評
価
を
頂
い
て
い
ま
す

あ

り
が
た
い
こ
と
で
す

こ
れ

ま
で
浄
水
場
用
の
ろ
過
材
を

製
造
そ
し
て
そ
の
ろ
過
池
工

事
を
主
力
と
し
て
き
ま
し
た

が

併
せ
て
ス
ポ

ツ
施
設

向
け
の
焼
き
砂
や
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
用
の
流
動
床
砂
な
ど

砂
の
専
門
家
と
し
て

お
客

様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
砂

の
供
給
に
も
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た

こ
れ
か
ら
業
容
拡

大
に
対
応
す
る
た
め

工
場

の
設
備
更
新
を
す
す
め

こ

れ
ま
で
製
品
化
が
難
し
か


た
製
品
に
つ
い
て
も
挑
戦
す

る
予
定
で
す

事
業
展
開
の

拡
大
に
向
け
て
は
こ
れ
ま
で

営
業
エ
リ
ア
外
で
あ

た
地

域
に
も
目
を
向
け
る
こ
と
を

考
え
て
お
り
ま
す


　
西
戸
崎
興
産
の
最
大
の
経

営
資
源
は﹁
人
﹂で
す

こ
れ

か
ら
更
に
高
み
を
目
指
す
う

え
で

技
術
者
の
教
育
と
自

社
社
員
の
資
格
取
得
に
力
を

入
れ

社
員
の﹁
自
発
力
﹂を

磨
き
﹁
水
の
衛
生
を
導
く
企

業
﹂と
し
て
の
成
長
と
社
員

の
家
族
の
幸
せ
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思

て
い
ま

す


　
西
戸
崎
興
産
は
今
後
と
も

社
員
と
供
に
成
長
し
続
け
る

会
社
で
あ
り
た
い
と
願

て

お
り
ま
す


　当社は昭和年の創業以来、ろ材専門メーカーとして水道用ろ過材の製
造販売を行ってきました。生産拠点は、九州・沖縄地域を所管する福岡本
社工場（福岡市東区）と本州地域を所管する島根工場（島根県江津市）の
２カ所に構えています。福岡工場は敷地面積６万平方㍍、島根工場は
４万平方㍍と広大な敷地と豊富な水を有しており、なかでも島根工場
においては中国地方最大河川である江の川で砂の採取権を所有していま
す。採取権を自社単独で所有していることは、他社はあまりなく原材料を
安定的に確保できるという点で当社の大きな強みであると言えます。
　これら原材料の安定確保に加え、品質についても、「業界№１の製品品
質を維持し、お客様の要求と期待に応える」と品質方針を掲げており、豊
富な原材料に、広大な貯蔵スペース、多様な機械設備、豊富な洗浄水を駆
使して、良質なろ過材を実現しており、品質には絶対の自信をもっていま
す。これもお客様からのいただいた多くの声から技術改良に努めてきた歴
史があるからこそでありますが、私自身、前社長の坂本相談役から「われ
われに作れないものは無い。お客様の要望をお断りしない」との指導を受
け、簡単にあきらめず、工夫に工夫を重ねて成し遂げる精神、お客様が一
番と考える精神は、将来に引き継いでいきたいと思っています。
　これまで現場中心でお客様の声に真摯に向き合ってきましたが、本年６
月に管理本部長兼社長室長に就任し、企業のガバナンス向上に努めていく
所存です。当社は、ろ過材生産工場として国内で初めて日本水道協会認証
工場として登録されています。国民の水インフラを支える企業として不正
・不祥事・隠蔽等モラルに反することを絶対にしてはならないことを企業
内の共通認識としてこれまで以上に意識付けさせていくことは重要であ
り、高品質なろ過材生産を続けていくためには、避けられない課題である
と考えております。

　全国的には砂の採取規制や海外からの輸入高騰により、ろ過砂が枯渇し
ているのが現状です。その中で当社は、島根県の江の川で川砂の採取権を
取得しており、水道用ろ過砂に適した原材料を確保しています。福岡工場
には海外から良質な輸入砂も数カ国から取り寄せており、水道用ろ過砂に
適した高品質の原材料を常時５万㌧保有しています。製造拠点となる福岡
事業所は６万平方㍍、島根事業所は４万平方㍍と広大な敷地を有
しており、これら原材料の備蓄場所として利用しており、有事への備えとし
て最低でも３年間分を同じ原材料で製品提供できる体制を保持している。
　当社は昭和年創業以来、ろ過材を製造・供給し続ける老舗ろ材メーカ
ーでありますが、これまで蓄積した製造技術を踏まえ、平成年４月１日、
ろ過材の生産工場として日本で初めて日本水道協会の認証工場として本社
工場と島根工場が登録されました。安心・安全な水のために、これからも
高品質なろ過材の生産を続けてまいる所存です。
　水道事業を取り巻く昨今の情勢を見ますと、浄水場を長年維持管理され
ていたベテランのお客様は年々少なくなっているように感じます。技術の
伝承の観点からご苦労されているお客様のために当社としては、お客様の
立場に立って、長寿命化など一緒に解決策を考えていこうと心掛けていま
す。当社の基本的な考えは顧客第一主義です。安全安心な水道水を供給さ
れている水道事業者の利益を最優先に考え、顧客満足度を向上させ、お客
様の信頼を得て当社の発展に繋げてまいりたいと思います。
　昨今、世の中が厳しく生活し辛い時代が続いているように感じます。こ
ういう時代こそ私は我が社の基本である「愛と思いやりの精神」を大事に
しなければならないと考えます。人の心を大切に、少しでも生き甲斐のあ
る人生を実現するためには、人生の多くを占める仕事を通じて求めていき
たい。仕事は自分で考えて取り組むものであり、自分自身で効率的な仕事
のやり方、楽しくやれる方法を工夫し、その中に「愛と思いやり」の精神
を取り入れて行きたいと思っております。「愛と思いやり」は、人に対す
るものだけではなく、私達が日常愛用している車や機械、道具や衣類にい
たるまで、すべての物に思いやりを持つことが大切です。これらは、私が
入社し諸先輩方からいつも教わってきたことです。これからもこの精神を
大事にして働きやすい環境を作ってまいる所存です。

　水道用のろ過材といっても様々です。「緩速ろ過砂」「急速ろ過砂」「ろ
過砂利」「有孔煉瓦」「アンスラサイト」「マンガン砂」「活性炭」など多岐
にわたります。
　当社はお客様のニーズに的確に対応できるよう、これら様々なろ過材を
製造しております。
　当社はこのろ過材の製造をはじめ、原材料の採取、工事・メンテナンス、
ろ材の再資源化といった、ろ過材を取り巻く事業フローを確立しており、
安心安全な浄水処理の実現に貢献していると自負しています。機械設備も
油漏れのないろ過池内専用のバックホーや浄水専用吸引車など自社開発し
たものがほとんどで、離島に対して貨物利用運送事業も展開しており、原
材料採取から製造、運送、施工、リサイクルに至るまで自社で完結できる
ろ過材専業のメーカーです。
　なかでもろ過材品質については特にこだわっています。ろ過材の品質は
洗浄工程にあり、当社は、自社開発した独自の機械設備や大量の洗浄水を
用います。福岡工場においては、全設備を稼働させると日量㌧の地下
水を使用し、徹底した洗浄を行います。洗浄と砂質を選別する設備はトロ
ンメル方式を活用しています。同方式の基本的な構造は、回転するドラム
とその周囲に設置されたふるい金網で構成されており、素材や大きさを効
率的に分離する機能を持ちます。これに豊富な水量で洗浄し、選別される
製品は全ての洗浄濁度は度以下に仕上げます。
　地域が抱える課題は様々です。これらの多様な課題を真摯に受け止め、
お客様のために絶対にあきらめない精神で取り組んできました。営業部門
であろうと製造部門であろうとこの姿勢は今後とも変わることはなく、わ
が社の良きＤＮＡとして継承していきたいと思っております。当社は来年
創業年を迎えます。これからも高品質のろ過材を製造・供給し地域の安
全安心の水道水の実現に努めてまいる所存です。

　ろ過材・ろ過池工事の専門メーカーである
西戸崎興産。「水の安心・安全を守る」経営
理念のもと、浄水プロセスの支柱となるろ過
材の高品質化や再資源化、安定供給に取り組
んできた。検査や基準など水道水質環境をめ
ぐる新たな検討が行われている中、浄水処理
の担い手としての役割や脈々と語り続けられ
てきた企業哲学などについて坂本相談役や永
田社長ら経営陣に語ってもらった。



東亜グラウトなど４社　世界初実証！　ＡＩ技術活用による管路状態評価・劣化予測・管路更新計画策定

デジタル基盤構築　半年で実現へ
久留米市企業局とＡＩ、ＧＩＳ駆使し管路管理

﹁
質
の
高
い
デ

タ
﹂か
ら
意
思
決
定
を
可
視
化
高
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化

久留米市で実装される最新技術・ソリューション
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　　　　　　情報活用に最適なデータプラットフォームを整備　　　　　　

ア
セ

ト
ア
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バ
ン
ス

　　　　　　配管一本ごとにモデル化、選択肢広げる高度解析　　　　　　

ア
ス
テ
ラ

　　　　　　最適な実地調査と組み合わせ、漏水検出効率向上　　　　　　

久留米市における東亜グラウトなど４社の事業イメージ
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　東亜グラウト工業は、久留米市企業局か
ら、「人工衛星とＡＩを活用した漏水調査
・管路劣化予測・更新計画策定支援業務委
託」を受託した。業務を通じて、水道管路
の調査、評価、そして最適化された更新計画
の策定について半年間での実現を目指す。
従来手法では長期間を要していた、管路管
理のデータ基盤の整備と将来計画の策定に
ついて、ＡＩ技術とＧＩＳデータを用いる
ことで、大幅な効率化と高度化を同時に実
現する。

　
Ｄ
Ｘ
は

デ

タ
を
つ

な
げ

生
か
す
こ
と
で
価

値
に
な
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デ

タ
を
生
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こ
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き
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マ
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浄
水
場
・
下
水
処
理
場
等

の
遠
隔
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向
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き
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れ
る


　
久
留
米
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の
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に
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シ

ン
を
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供
す
る

　
多
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の
水
道
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業
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水
道
施
設
デ

タ
の
整

理

活
用
に
お
い
て
大
き

な
ハ

ド
ル
と
な
る
基
礎

デ

タ
の
収
集
と
デ

タ

ベ

ス
化
の
簡
易
性
が
ま

ず
そ
の
一
つ
の
特
長
と
な

る

デ

タ
項
目
に
つ
い

て
事
前
に
定
義
設
定
が
な

さ
れ

定
義
に
基
づ
き
デ


タ
ベ

ス
化
が
容
易
に

行
わ
れ

情
報
利
用
に
適

切
な
デ

タ
プ
ラ

ト
フ



ム
が
整
備
さ
れ
る


　
そ
の
デ

タ
に
基
づ

き

施
設
の
重
要
度

劣

化
度
等
を
総
合
的
に
評
価

し
た
上
で

対
策
の
意
思

決
定
を
支
援
す
る
こ
と
が

で
き
る


　
各
事
業
体
の
判
断
基
準

に
沿

た
評
価
指
標
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ

そ
の
意
思

決
定
の
選
択
肢
が
﹁
な
ぜ

か
﹂
を
導
き
出
せ
る
こ
と

も
特
長
だ


　
国
内
外
で
共
通
す
る
汎

用
的
な
デ

タ
解
析
機
能

を
備
え
る
だ
け
で
な
く


個
々
の
事
業
者
の
ニ

ズ

に
応
じ
た
多
様
な
分
析
に

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
対
応
で

き

新
技
術
導
入
時
に
必

要
と
な
る
各
種
デ

タ
ベ


ス
を
集
約
す
る
プ
ラ


ト
フ


ム
と
し
て
活
用

で
き
る
こ
と
も
大
き
な
特

長
と
な
る


　
Ｇ
Ｉ
Ｓ
上
で
の
状
況
の

可
視
化
だ
け
で
な
く

デ


タ
の
ダ

シ

ボ

ド

化
な
ど

状
況
把
握
・
分

析
に
お
い
て
も
あ
ら
ゆ
る

形
で
状
況
を
可
視
化
す
る

こ
と
が
で
き
る


　
今
後

日
進
月
歩
で
真

価
が
進
む
Ａ
Ｉ
活
用
の
基

礎
と
も
な
る


　
水
道
管
路
に
関
す
る
劣

化
予
測
・
更
新
計
画
策
定

を
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用
い

て
高
度
化
さ
せ
る
技
術
が

ス
エ
ズ
グ
ル

プ
・
オ
プ

テ

マ
テ

ク
ス
社
が
開

発
し
た
ソ
フ
ト
ウ

ア

﹁
ア
セ

ト
ア
ド
バ
ン

ス
﹂
と
な
る


　
ア
セ

ト
ア
ド
バ
ン
ス

は

世
界
各
地
の
上
下
水

道
技
術
で
活
用
さ
れ

最

適
な
管
路
更
新
計
画
の
策

定
に
貢
献
し
た
実
績
を
有

す
る

特
長
は

Ａ
Ｉ
機

械
学
習
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
を

使
い

配
管
一
本
ご
と
の

漏
水
発
生
回
数
予
測
︵
Ｌ

Ｏ
Ｆ

Ｌ
ｉ
ｋ
ｌ
ｉ
ｈ
ｏ

ｏ
ｄ
　
ｏ
ｆ
　
Ｆ
ａ
ｉ
ｌ

ｕ
ｒ
ｅ
︶の
モ
デ
ル
化
・
予

測
が
で
き
る
こ
と
加
え

て
そ
の
検
討
プ
ロ
セ
ス

が
ブ
ラ

ク
ボ

ク
ス


で
は
な
く

透
明
性
を
持


て
提
供
で
き
る
こ
と
で

あ
る


　
こ
の
解
析
は
ア
ス
テ
ラ

の
デ

タ
と
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で
劣
化
予
測
の
精

度
を
一
層
高
め
る
こ
と
が

で
き
る

ア
セ

ト
ア
ド

バ
ン
ス
は

質
の
高
い
劣

化
予
測
・
更
新
計
画
策
定

を
実
現
す
る
ソ
リ


シ


ン
と
言
え
よ
う


　
ア
セ

ト
ア
ド
バ
ン
ス

に
は
そ
れ
を
裏
付
け
る
確

実
な
実
績
が
あ
る

欧
米

を
中
心
に
成
果
を
上
げ


近
年
は
南
米

ア
ジ
ア
で

も
導
入
実
績
を
広
げ
る


シ
ン
ガ
ポ

ル
公
益
事
業

庁
で
は
同
社
の
技
術
を
活

用
す
る
こ
と
で

年
間
で

約

億
円
の
費
用
縮
減
効

果
を
も
た
ら
し
た
と
の
試

算
も
あ
る


　
こ
れ
ら
の
実
績
は
ア
セ


ト
ア
ド
バ
ン
ス
の
質
の

向
上
に
直
結
し
て
い
る


デ

タ
解
析
は
ス
エ
ズ
グ

ル

プ
の
水
道
事
業
運
営

の
経
験
を
も
と
に
検
討
さ

れ

そ
の
検
討
プ
ロ
セ
ス

は
透
明
性
を
持

て
提
供

さ
れ
る


　
劣
化
予
測
を
実
行
的
な

対
策
に
つ
な
げ
て
い
く
う

え
で
は

い
か
に
予
測
結

果
を
更
新
計
画
に
反
映
し

て
い
く
か
が
問
わ
れ
る


ア
セ

ト
ア
ド
バ
ン
ス
は

﹁
更
新
計
画
の
最
適
化
﹂

を
一
括
で
効
率
的
に

か

つ
透
明
性
を
持

て
検
討

す
る
こ
と
が
で
き
る


　
最
適
化
と
は

選
択
肢

の
提
供
で
あ
る

資
産
管

理
に
投
資
す
る
費
用
と
リ

ス
ク
は
ト
レ

ド
オ
フ
の

関
係
に
あ
る
が

ア
セ


ト
ア
ド
バ
ン
ス
は

考
え

う
る
数
億
以
上
の
リ
ス
ク

と
コ
ス
ト
を
組
み
合
わ
せ

て
条
件
を
算
出
し

実
現

可
能
性
を
考
慮
し
た
計
画

を
提
供
す
る


　
生
じ
る
リ
ス
ク
の
可
視

化
す
ら
も
可
能
だ

Ｅ
Ｐ

Ａ
︵
米
国
環
境
保
護
庁
︶

が
開
発
し
た
水
理
管
網
モ

デ
ル
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ

︵
Ｅ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
︶
を
使

い

事
故
発
生
時
の
影
響

度
を
自
動
評
価
す
る
機
能

も
備
え
る


　
更
新
計
画
案
を
立
案
す

る
た
め
の
ツ

ル
と
し
て

だ
け
で
な
く

日
常
的
な

事
故
管
理
や
維
持
管
理
の

サ
ポ

ト
ツ

ル
と
し

て

点
検
計
画
の
策
定
に

も
活
用
で
き
る


　
日
本
の
水
道
事
業
体
の

多
く
が

デ

タ
整
備


デ

タ
活
用

リ
ス
ク
管

理

技
術
継
承

将
来
の

持
続
的
な
経
営
に
向
け
た

計
画
策
定
と
い
う
課
題
に

直
面
す
る
中

ア
セ

ト

ア
ド
バ
ン
ス
は

ま
さ
に

日
本
の
水
道
事
業
の
現
場

が
今

求
め
て
い
る
ソ
リ



シ

ン
を
提
供
す
る

こ
と
が
で
き
る


　
衛
星
画
像
を
用
い
た
漏

水
調
査
技
術
が
日
本
に
定

着
し
つ
つ
あ
る

多
く
の

水
道
事
業
体
が
採
用
し


そ
の
成
果
を
実
感
し
つ

つ

今
や

そ
の
デ

タ

を
活
用
し
た
管
路
の
維
持

管
理
の
高
度
化
に
つ
な
げ

る
基
礎
デ

タ
に
使
わ
れ

て
い
る


　
こ
の
技
術
は
イ
ス
ラ
エ

ル
の
ベ
ン
チ


企
業
・

ユ

テ

リ
ス
社
に
よ


て
日
本
に
も
た
ら
さ
れ

た

現
在

そ
の
技
術
は

﹁
ア
ス
テ
ラ
・
リ
カ
バ

﹂

と
の
名
称
で
全
国
に
広
が

り

更
新
計
画
の
補
助
的

知
見
と
し
て
の
活
用
を
想

定
し
た
﹁
ア
ス
テ
ラ
・
マ

ス
タ

プ
ラ
ン
﹂
な
ど
と

と
も
に

ユ

テ

リ
ス

社
の
﹁
ア
ス
テ
ラ
﹂
ブ
ラ

ン
ド
の
製
品
と
し
て
展
開

さ
れ
て
い
る


　
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
で

は
２
０
２
１
年
に
同
社
と

パ

ト
ナ

契
約
を
締

結

同
社
の
日
本
の
正
規

代
理
店
と
し
て

﹁
ア
ス

テ
ラ
﹂
ブ
ラ
ン
ド
の
製
品

を
提
供
す
る

２
０
２
４

年
に
は
ユ

テ

リ
ス
社

か
ら
世
界
で
最
も
躍
進
し

た
パ

ト
ナ

と
し
て

﹁
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ
ト
ア
ワ


ド
２
０
２
３
﹂
を
受
賞

し
た


　
ア
ス
テ
ラ
・
リ
カ
バ


は

２
０
１
６
年
の
提
供

開
始
さ
れ
た
そ
れ
以
来



カ
国
で
実
績
が
あ
り


２
０
２
４
年
８
月
末
時
点

で


万
カ
所
の
漏
水
発

見
に
貢
献
し
て
き
た


　
そ
の
仕
組
み
は

衛
星

か
ら
レ

ダ

を
発
信
し

て
撮
影
さ
れ
る
画
像
を
解

析
し

地
中
に
含
ま
れ
る

水
道
水
特
有
の
反
射
特
性

を
検
出
す
る
も
の


　
衛
星
画
像
デ

タ
は


Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
だ
い
ち
２
号

Ａ
Ｌ
Ｏ
Ｓ
２
な
ど
Ｌ
｜
Ｂ

ａ
ｎ
ｄ
レ

ダ

を
搭
載

す
る
衛
星
が
撮
影
す
る
画

像
デ

タ
を
ベ

ス
に
使

用

樹
木
や
舗
装
面
を
透

過
し
て
地
中
に
侵
入
す
る

波
長
の
長
い
Ｌ
バ
ン
ド
の

電
波
を
使
い

地
下
に
存

在
す
る
水
の
位
置
を
見
つ

け

水
道
水
特
有
の
反
射

特
性
か
ら
﹁
漏
水
が
起
こ


て
い
る
疑
い
の
あ
る
場

所
﹂
を
特
定
す
る


　
半
径
１
０
０

に
絞
り

込
ま
れ
た
漏
水
疑
い
箇
所

︵
Ｐ
Ｏ
Ｉ
︶
は

位
置
座

標
デ

タ
に
紐
づ
い
た
Ｓ

Ｈ
Ｐ
フ

イ
ル
形
式
で
も

提
供
さ
れ

マ

ピ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
に
落
と
し
込
む

こ
と
も
可
能
と
な
る


　
契
約
か
ら
画
像
撮
影


解
析
デ

タ
の
提
供
を
早

け
れ
ば
１

２
カ
月
程
度

で
提
供
で
き
る
こ
と
も
特

長
の
一
つ
だ


　
ア
ス
テ
ラ
・
リ
カ
バ


が
真
の
効
果
を
発
揮
す
る

の
は
こ
こ
か
ら
と
な
る


　
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
の
ノ
ウ

ハ
ウ
で
は

Ｐ
Ｏ
Ｉ
の
特

定
ま
で
を
一
次
調
査
と

し

実
地
で
の
漏
水
調
査

を
二
次
調
査
と
位
置
づ

け

最
重
要
視
す
る


　
推
奨
す
る
ベ
ス
ト
プ
ラ

ク
テ

ス
が
順
守
さ
れ
た

中
で
行
う

実
地
の
漏
水

調
査
に
お
け
る
漏
水
発
見

の
効
率
は
各
段
に
向
上
す

る


　
こ
れ
ま
で
の
実
績
で
も

確
実
に
そ
の
効
果
が
現

れ

多
く
の
事
業
体
で
成

果
を
上
げ
て
い
る


　
多
く
の
水
道
事
業
体

が

感
覚
的
に
漏
水
多
発

箇
所
を
絞
り
込
み

定
例

的
な
漏
水
調
査
に
取
り
組

ん
で
い
る
が

ア
ス
テ
ラ

・
リ
カ
バ

は
そ
の
手
法

に
イ
ノ
ベ

シ

ン
を
起

こ
し
て
い
る


　
国
際
的
に
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
基

軸
と
し
た
水
道
管
路
管
理
の

デ

タ
基
盤
の
構
築
と
Ａ
Ｉ

技
術
の
活
用
が
ト
レ
ン
ド
と

な

て
い
る

汎
用
Ｇ
Ｉ
Ｓ

ソ
フ
ト
に
管
路
の
属
性
情
報

が
入
力
さ
れ

漏
水
履
歴
や

建
設
・
修
繕
履
歴
な
ど
も
水

道
事
業
体
が
ソ
フ
ト
を
活
用

し
て
統
合
的
に
管
理
さ
れ
て

い
る

こ
れ
ら
の
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ


タ
を
も
と
に
日
進
月
歩
で

開
発
が
進
む
Ａ
Ｉ
や
ソ
フ
ト

ウ

ア
を
活
用
し
業
務
の
効

率
化
を
図
り

成
果
を
上
げ

て
い
く
こ
と
が
ス
タ
ン
ダ


ド
に
な
り
つ
つ
あ
る


　
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
で
は

プ

ロ
ジ

ク
ト
を
担
え
る
体
制

を
４
社
︵
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工

業
・
ユ

テ

リ
ス
・
オ
プ

テ

マ
テ

ク
ス
・
応
用
技

術
︶
で
構
築
し

久
留
米
市

に
て

実
装
を
図
る


　
同
市
の
プ
ロ
ジ

ク
ト
で

は

各
段
階
に
お
い
て
Ａ
Ｉ

技
術
を
連
帯
し
て
活
用

人

工
衛
星
を
用
い
た
市
内
全
域

の
漏
水
箇
所
の
特
定

Ａ
Ｉ

管
路
劣
化
予
測
精
度
の
向

上

よ
り
精
緻
な
更
新
計
画

策
定
を
一
気
通
貫
で
行
う
取

組
み
は
世
界
初
と
な
り

世

界
の
水
道
関
係
者
か
ら
注
目

を
集
め
そ
う
だ


　
■
デ

タ
ク
レ
ン
ジ
ン
グ

　
久
留
米
市
の
事
業
環
境
に

お
い
て
は

デ

タ
基
盤
を

構
築
す
る
た
め
の
デ

タ
整

備
の
取
り
組
み
が
フ


ス

ト
ス
テ

プ
と
な
る


　
具
体
的
に
は
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ


タ
の
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
作
業
が

そ
れ
に
あ
た
る

ク
レ
ン
ジ

ン
グ
作
業
に
よ
り

管
路
属

性
や
漏
水
履
歴

建
設
・
修

繕
履
歴
な
ど
の
情
報
の
最
適

化
が
行
わ
れ

後
に
利
活
用

で
き
る
デ

タ
基
盤
︵
デ


タ
ベ

ス
︶が
構
築
さ
れ
る


同
市
の
事
業
で
は
過
去
の
漏

水
履
歴
等
も
Ｇ
Ｉ
Ｓ
デ

タ

と
し
て
整
備
さ
れ
て
お
り


管
路
の
布
設
年
度
等
の
台
帳

デ

タ
の
欠
損
も
少
な
く


後
述
の
各
種
技
術
に
お
い
て

高
い
精
度
で
の
成
果
が
期
待

さ
れ
る


　
■
簡
易
評
価

　
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
さ
れ
た
Ｇ

Ｉ
Ｓ
デ

タ
は

オ

ト
デ

ス
ク
社
の
管
路
の
状
態
監
視

ツ

ル
で
あ
る
﹁
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ

３
６
０
Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｔ
﹂
を
用

い
て
評
価
す
る

Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ

３
６
０
Ａ
ｓ
ｓ
ｅ
ｔ
は

評

価
項
目
ご
と
の
重
み
付
け
設

定
に
よ
り

劣
化
度
や
重
要

度
を
点
数
評
価
す
る


　
今
回
の
事
業
で
は
久
留
米

市
の
関
係
者
か
ら
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
い

地
域
特
有
の
ニ


ズ
や
過
去
の
計

画
に
基
づ
い
た
評

価
基
準
を
反
映
さ
せ
る
こ
と

で

現
在
の
評
価
手
法
を
点

数
化
と
い
う
形
で
再
現
す

る


　
こ
の
段
階
で

従
来
の
更

新
計
画
と
の
関
係
や
課
題
が

浮
き
彫
り
に
な
る
他

整
理

さ
れ
た
管
路
デ

タ
は
Ａ
Ｉ

解
析
等
の
新
技
術
の
分
析
に

活
用
さ
れ
る


　
■
衛
星
漏
水
調
査
の
実
施

　
並
行
し
て

人
工
衛
星
を

用
い
た
漏
水
調
査
技
術
﹁
ア

ス
テ
ラ
・
リ
カ
バ

﹂
を
導

入
し

漏
水
の
可
能
性
が
あ

る
箇
所
を
特
定
し
た
上
で


現
地
で
の
漏
水
調
査
を
行

う

こ
の
技
術
を
提
供
す
る

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ユ

テ

リ

ス
社
の
最
新
の
解
析
技
術
で

あ
る
﹁
時
間
的
・
空
間
的
解

析
﹂︵
Ｔ
Ｓ
Ａ
︶も
用
い
て


複
数
の
衛
星
画
像
か
ら
漏
水

の
可
能
性
が
高
い
箇
所
の
優

先
順
位
を
付
け
る
サ

ビ
ス

の
実
証
も
同
時
に
行
い

漏

水
調
査
の
更
な
る
効
率
化
を

目
指
す

現
地
漏
水
調
査
は

今
年
度
末
ま
で
に
完
了
予
定

で

短
期
間
で
漏
水
位
置
を

明
確
化
し
た
う
え
で

こ
れ

ら
の
漏
水
位
置
デ

タ
を
管

路
劣
化
予
測
に
活
用
し
て
予

測
精
度
の
さ
ら
な
る
向
上
を

図
る
ほ
か

老
朽
度
の
指
標

と
し
て
管
路
更
新
計
画
の
策

定
に
も
活
用
す
る
計
画
だ


さ
ら
に

同
社
の
取
り
組
み

と
し
て

複
数
の
衛
星
画
像

の
高
度
解
析
に
よ
る
管
路
劣

化
度
評
価
マ

プ
﹁
マ
ス
タ


プ
ラ
ン
﹂の
提
供
も
行
い


今
回
の
管
路
評
価
技
術
と
比

較
す
る
こ
と
で

事
業
体
が

よ
り
使
い
や
す
い
製
品
の
開

発
を
目
指
す


　
■
Ａ
Ｉ
管
路
劣
化
予
測
と

　
　
更
新
計
画
策
定
支
援

　
ス
エ
ズ
グ
ル

プ
・
オ
プ

テ

マ
テ

ク
ス
社
が
開
発

し
た
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
管
路

の
劣
化
予
測
・
更
新
計
画
策

定
支
援
ソ
フ
ト
ウ

ア
﹁
ア

セ

ト
ア
ド
バ
ン
ス
﹂
を
用

い
た
劣
化
管
路
の
予
測

最

適
な
更
新
計
画
の
策
定
が
本

事
業
の
要
点
と
な
る


　
具
体
的
に
は

漏
水
情
報

を
も
と
に
し
た
劣
化
予
測
を

行
い

配
管
一
本
ご
と
の
漏

水
発
生
回
数
を
Ａ
Ｉ
機
械
学

習
の
ラ
ン
ダ
ム
フ

レ
ス
ト

を
用
い
て
モ
デ
ル
化
・
予
測

す
る
技
術
に
よ
り

管
路
の

状
態
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
し

効

率
的
に
更
新
が
必
要
な
箇
所

の
特
定
を
行
う


　
さ
ら
に

ア
セ

ト
ア
ド

バ
ン
ス
は
Ａ
Ｉ
遺
伝
的
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
と
い
う
手
法
を
用

い
て

膨
大
な
管
路
デ

タ

の
中
か
ら
最
適
な
更
新
計
画

の
候
補
を
自
動
的
に
立
案
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る

こ

れ
ら
の
技
術
を
組
み
合
わ
せ

る
こ
と
で

従
来
型
の
人
の

手
に
よ
る
限
ら
れ
た
候
補
か

ら
選
び
出
さ
れ
る
更
新
計
画

を
超
え
た
新
た
な
管
路
管
理

の
実
現
を
目
指
す


　
■
デ

タ
活
用
の
一
般
化

　
東
亜
グ
ラ
ウ
ト
工
業
で

は

Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た

施
工
の
効
率
化

高
度
化
を

推
進

さ
ら
に

精
度
の
高

い
デ

タ
分
析
か
ら
長
期
的

な
更
新
計
画
の
策
定

投
資

の
最
適
化
へ
の
貢
献
を
目
指

す

そ
の
う
え
で
重
視
す
る

の
が

デ

タ
の
量
と
質


蓄
積

解
析
の
高
度
化

可

視
化
で
あ
る


　
気
象
予
測
の
よ
う
に

蓄

積
さ
れ
た
過
去
の
デ

タ


多
く
の
観
測
点

リ
ア
ル
タ

イ
ム
の
情
報
が
反
映
さ
れ
る

こ
と
で

解
析
は
よ
り
高
精

度
と
な
る

ま
た

漏
水
情

報
を
は
じ
め
と
す
る
﹁
質
の

高
い
デ

タ
﹂
を
さ
ら
に
収

集
す
る
こ
と
で
そ
の
技
術

は

そ
の
精
度
は
一
層
進
化

す
る
も
の
と
捉
え
て
い
る


　
そ
し
て

Ａ
Ｉ
解
析
の
判

断
基
準
を
﹁
ブ
ラ

ク
ボ


ク
ス
﹂
と
し
な
い
こ
と
が
水

道
事
業
体
の
意
思
決
定
に
お

い
て
重
要
と
な
る

同
社
の

デ
ジ
タ
ル
基
盤

デ

タ
活

用
技
術
の
特
長
は

Ａ
Ｉ
の

判
断
理
由
を
可
視
化
し
て
い

る
点
に
あ
る


　
同
社
で
は

世
界
各
国
の

水
道
管
路
に
関
わ
る
Ａ
Ｉ
・

ソ
フ
ト
ウ

ア
分
野
と
交
流

し

ソ
リ


シ

ン
の
高

度
化
に
関
す
る
目
覚
ま
し
い

ス
ピ

ト
を
認
識
し
て
お

り

久
留
米
市
の
事
業
を
契

機
に

国
内
に
お
い
て
も


Ａ
Ｉ
技
術
と
ソ
フ
ト
ウ

ア

開
発
の
積
極
的
な
導
入

技

術
開
発
の
サ
イ
ク
ル
を
汎
用

化

一
般
化
し
て
い
く
こ
と

を
狙
う




施工情報システム　活用の現場

札幌市水道局豊田市上下水道局出水市水道部

　給水部給水課
課長　畠　　雄吾さん

給水管理係　白石　航希さん

現
場
の
声
を
踏
ま
え
利
便
性
を
向
上

　総務課技術担当
副主幹　瀧澤　　究さん
担当長　金子　卓矢さん

業
務
効
率
化
を
実
感
で
き
る
技
術
進
化

　上下水道課水道工務係
主任技術主査　石橋　和幸さん

技術主査　原田　晃征さん

正
確
な
施
工
手
順
か
ら
施
工
品
質
確
保

︵
左
か
ら
︶瀧
澤
さ
ん
金
子
さ
ん

︵
左
か
ら
︶白
石
さ
ん
畠
さ
ん

︵
左
か
ら
︶原
田
さ
ん
石
橋
さ
ん

施
工
品
質
確
保
業
務
効
率
化
技
術
継
承
　
管
工
事
現
場
の
イ
ノ
ベ

シ

ン

　「担い手確保」「働き方改革」に不可欠なツール　技術の進化を　

施工情報システムへの期待　全国管工事業協同組合連合会 粕谷　明博　専務理事に聞く

（　１４　）第５９３１号
昭和年２月９日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　　　） ２０２４年（令和６年）１０月１０日毎週月・木曜日発行（週２回）

　全国の水道事業では、従来から指摘されてきた、大量更新期の到来、担い手不足、技術継承といった課題が真に迫るものとなっている。そうした課題を解決する手法としてＤＸ技術の活用が注目を
集める。水道事業の髄とも言うべき管工事のＤＸソリューションの一つである施工情報システムの実装が全国で進む。管工事の現場の働き方に変化をもたらす施工管理システムの導入プロセスと導入
効果、展望について、札幌市、豊田市、出水市の現場の声を取材するとともに、全国管工事業協同組合連合会の粕谷明博専務理事に施工情報システムの開発、普及に対する考えを聞いた。

　
鹿
児
島
県
出
水
市
は

令
和

４
年
度
か
ら
２
カ
年
に
わ
た

り

施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
を
試

行
導
入

令
和
６
年
度
か
ら
本

採
用
し
た


　
施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

検
討
の
き

か
け
は

ダ
ク
タ

イ
ル
鉄
管
接
合
の
確
認
作
業
を

ア
シ
ス
ト
す
る
﹁
サ
イ
ト
チ



カ

﹂
の
利
便
性
を
感
じ
た

こ
と
だ

た


　
同
市
に
お
い
て

ダ
ク
タ
イ

ル
鉄
管
の
配
管
工
事
の
発
注
数

は

多
く
て
も
年
間
で
３
件
程

度
と
な
る

施
工
業
者
と
し
て

も
施
工
頻
度
が
決
し
て
高
い
わ

け
で
な
く

発
注
者
と
受
注
者

の
双
方
が

施
工
管
理

書
類

作
成
に
不
安
が
あ

た


　
上
下
水
道
課
と
し
て
も

業

者
に
よ

て
上
が

て
く
る
施

工
確
認
資
料
の
質
に
ば
ら
つ
き

が
有
る
こ
と
に
不
安
を
持

て

い
た
こ
と
か
ら

サ
イ
ト
チ



カ

と
連
動
し
て
施
工
管
理

が
行
え
る

施
工
情
報
シ
ス
テ

ム
の
試
行
を
決
め
た


　
試
行
は

当
初
か
ら
手
応
え

を
感
じ
る
も
の
だ

た

施
工

業
者
に
と

て
最
大
の
メ
リ


ト
は
施
工
手
順
確
認
の
利
便
性

で
あ

た

施
工
情
報
シ
ス
テ

ム
で
は

配
管
の
各
手
順
に
応

じ
て
施
工
要
領
が
確
認
で
き


チ


ク
項
目
が
自
動
で
表
示

さ
れ
る

加
え
て
施
工
書
類
作

成
の
手
間
が
確
実
に
省
力
化
さ

れ
た

施
工
業
者
か
ら
は
﹁
間

違
い
よ
う
が
な
い
﹂
と

高
い

評
価
を
得
た


　
一
点
課
題
と
な

た
の
が


着
工
時
に
施
工
図
面
を
作
成
す

る
手
間
で
あ

た

上
下
水
道

課
が
従
来
か
ら
使
用
す
る
設
計

ソ
フ
ト
は

施
工
情
報
シ
ス
テ

ム
に
そ
の
ま
ま
デ

タ
を
利
用

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
か

ら

施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
上
で

の
施
工
図
面
の
作
成
が
必
須
と

な
る


　
当
初
の
施
工
情
報
シ
ス
テ
ム

の
操
作
法
で
は

施
工
図
面
作

成
の
工
程
に
煩
雑
さ
が
あ
り


施
工
業
者
が
対
応
に
苦
慮
し
て

い
た


　
施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
に
連
動

し
た
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
利
用
す
れ
ば
そ

の
ま
ま
図
面
を
利
用
で
き
る

が

同
市
の
年
間
の
設
計
本
数

と
の
費
用
対
効
果
を
考
え
る
と

導
入
は
難
し
い

試
行
に
使


て
い
た
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て

い
た
ク
ボ
タ
に
改
良
を
要
望


他
事
業
体
の
状
況
も
踏
ま
え
た

シ
ス
テ
ム
開
発
が
進
め
ら
れ
る

中
で

図
面
作
成
の
作
業
性
が

大
き
く
向
上

簡
単
に
操
作
可

能
と
な
り

施
工
業
者
の
苦
労

は
軽
減
さ
れ
た


　
若
い
職
人
が

施
工
情
報
シ

ス
テ
ム
に
す
ん
な
り
馴
染
む
こ

と
が
想
像
で
き
た
が

実
際
使

い
始
め
る
と

高
齢
の
職
人
が

タ
ブ
レ

ト
を
用
い
た
作
業
に

慣
れ

利
便
性
を
実
感
し
て
い

る
こ
と
も
感
じ
取
れ
た


　
令
和
６
年
度
か
ら
は

ダ
ク

タ
イ
ル
鉄
管
の
配
管
工
事
の
特

記
仕
様
書
に
施
工
管
理
に
お
い

て
デ
ジ
タ
ル
ツ

ル
を
用
い
た

効
率
化
に
関
す
る
内
容
を
定

め

施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利

用
に
つ
い
て
事
実
上

義
務
化

し
た


　
同
市
の
特
徴
は

義
務
化
に

当
た
り

工
事
単
価
に
施
工
情

報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
に
関
す
る

経
費
を
計
上
し
た
こ
と
だ

Ｄ

Ｘ
ツ

ル
の
進
展
等
を
受
け


行
政
内
に
お
い
て
新
技
術
の
採

用
推
奨
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
こ

の
判
断
を
後
押
し
し
た

将
来

的
に
は

配
管
の
施
工
情
報
シ

ス
テ
ム
が
汎
用
化
さ
れ

ど
の

施
工
業
者
も
自
社
で
用
意
で
き

る
環
境
と
な
る
こ
と
を
想
定
し

て
い
る


　
施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入

時
の
担
当
だ

た
石
橋
さ
ん

は

か
つ
て
施
工
資
料
確
認
に

か
か
る
作
業
負
担
が
非
常
に
大

き
か

た
と
語
る

働
き
方
の

変
化
を
実
感
す
る
形
で

今
年

か
ら
担
当
す
る
原
田
さ
ん
に
引

き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
た


　
出
水
市
で
は

施
工
業
者


発
注
者
の
双
方
が
施
工
情
報
シ

ス
テ
ム
の
導
入
メ
リ

ト
を
実

感
し
て
い
る


　
愛
知
県
豊
田
市
で
は

令
和

３
年

月
か
ら
施
工
情
報
シ
ス

テ
ム
の
試
行
を
行
い

２
年
間

の
試
工
期
間
を
経
て

令
和
５

年

月
か
ら
本
採
用
し
た


　
導
入
の
き

か
け
は
業
務
改

善
の
検
討
で
あ

た

技
術
情

報
誌
で
施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
の

開
発
動
向
を
目
に
し

管
工
事

業
者
の
業
務
負
担
軽
減
を
念
頭

に

導
入
検
討
に
着
手
し
た


　
か
ね
て
よ
り
管
工
事
の
施
工

を
行
う
工
事
業
者
か
ら
は

竣

工
図
面
の
提
出
に
至
る
作
業
が

時
間
外
労
働
の
要
因
と
な

て

い
る
と
の
声
が
あ

た

合
わ

せ
て

局
側
と
し
て
も
施
工
品

質
の
管
理
を
図
る
ツ

ル
と
し

て
施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
へ
の
期

待
も
大
き
か

た


　
管
工
事
業
の
現
場
を
見
る

と

若
年
層
の
雇
用
課
題
等
も

顕
在
化
し
て
い
る
中
で

管
路

工
事
の
日
進
量
を
増
や
し
て
い

く
と
い
う
観
点
で
は
な
く

日

々
の
業
務
の
効
率
化
を
図
り
現

状
の
働
き
方
を
改
善
し

魅
力

あ
る
業
界
へ
の
転
換
の
必
要
性

も
実
感
し
て
い
た


　
試
行
に
当
た

て
は
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
業
務
効
率

化
の
工
夫
を
工
事
成
績
評
定
の

加
点
項
目
に
加
え

幅
広
い
シ

ス
テ
ム
を
対
象
に
管
工
事
業
者

に
導
入
を
促
す
取
組
み
を
始
め

た


　
試
行
期
間
中
に
は
課
題
や
メ

リ

ト
を
整
理
す
る
だ
け
で
な

く

ト
ラ
イ
ア
ン
ド
エ
ラ

を

重
ね
る
中
で
の
シ
ス
テ
ム
の
進

化
が
見
ら
れ
た

工
事
書
類
作

成
等
の
内
業
の
手
間
は
確
実
に

減
り

ク
ボ
タ
の
施
工
情
報
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
は
サ
イ
ト
チ



カ

に
よ
る
施
工
記
録
の

自
動
化
な
ど
確
実
に
効
率
化
が

進
む
進
歩
が
見
ら
れ
た


　
同
局
で
は
年
間

件
程
度
の

管
工
事
の
発
注
を
行
う

施
工

段
階
で
は

施
工
情
報
シ
ス
テ

ム
の
採
用
に
前
向
き
な
業
者

は

企
業
体
力
や
企
業
全
体
の

ワ

ク
ル

ル
の
整
備
が
進
ん

で
い
る
こ
と
も
背
景
と
な
り


ど
う
し
て
も
大
規
模
事
業
者
に

偏
る
傾
向
が
あ

た


　
本
格
採
用
が
始
ま
り

地
元

の
管
工
事
組
合
の
業
者
に
も
採

用
が
徐
々
に
広
が
り
つ
つ
あ
る

が

今
後
の
普
及
が
一
つ
の
課

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る


同
局
と
し
て
は

中
小
事
業
者

に
お
い
て
こ
そ
大
き
な
メ
リ


ト
が
あ
る
取
組
み
で
あ
る
と
考

え
て
お
り

今
後

一
般
化
さ

れ
て
い
く
中
で
の
普
及
を
期
待

し
て
い
る


　
現
在

施
工
情
報
シ
ス
テ
ム

の
導
入
費
用
は
業
者
負
担
と
な


て
い
る


　
愛
知
県
下
で
は

県
発
注
の

建
設
工
事
に
お
い
て
受
発
注
者

間
の
工
事
書
類
の
処
理
を
効
率

化
す
る
﹁
Ａ
Ｓ
Ｐ
︵
建
設
情
報

共
有
シ
ス
テ
ム
︶﹂
の
普
及
が

進
み

土
木
工
事
関
連
業
務
に

お
け
る
デ
ジ
タ
ル
活
用
が
広
が

る

そ
う
し
た
中

国
や
県
に

お
け
る
配
管
工
事
に
お
い
て
施

工
情
報
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
設

計
時
の
費
用
積
算
に
盛
り
込
む

よ
う
な
動
き
が
広
が
れ
ば

普

及
を
後
押
し
す
る
と
見
て
い

る


　
豊
田
市
の
上
下
水
道
事
業

は

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を

積
極
的
に
推
進

７
月
に
は
岸

田
文
雄
首
相
︵
当
時
︶
が
視
察

し

全
国
的
に
も
先
進
地
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
一
方


さ
ま
ざ
ま
な
先
進
的
な
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
触
れ
て
き
た
か
ら
こ

そ

基
幹
シ
ス
テ
ム
と
の
連
動

な
ど

大
き
な
枠
組
み
で
取
り

組
む
こ
と
の
費
用

労
力

技

術
の
ハ

ド
ル
の
高
さ
も
実
感

し
て
い
る


　
将
来
の
発
展
性
を
見
据
え
な

が
ら
も

﹁
ま
ず
は
で
き
る
こ

と
か
ら
﹂
管
工
事
の
現
場
も

一
体
で

一
つ
ひ
と
つ
の
デ
ジ

タ
ル
技
術
活
用
を
積
み
重
ね
る

こ
と
に
よ
る
成
果
を
実
感
し
な

が
ら

社
会
変
化
へ
の
適
応
を

図
る


　
札
幌
市
水
道
局
が
発
注
す
る

管
工
事
で
は

数
年
前
に
配
管

工
不
足
等
を
理
由
と
し
た
入
札

不
調
や
工
期
変
更
が
多
く
発
生

し
た


　
現
在
で
こ
そ
改
善
が
見
ら
れ

る
が

担
い
手
不
足

物
価
上

昇
等
の
社
会
環
境
の
変
化
の
中

で

将
来
を
見
据
え
た
管
工
事

現
場
の
実
務

働
き
方
の
改
善

が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
問
題
意

識
か
ら

同
局
で
は

施
工
管

理
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
技
術
活

用
の
検
討
に
着
手
し
た


　
管
工
事
に
お
い
て
は

配
管

日
報
継
手
チ


ク
シ

ト


竣
工
図
等
の
書
類
作
成
に
時
間

が
取
ら
れ

一
現
場
の
負
担
が

大
き
い

書
類
の
自
動
作
成
等

を
行
い
生
産
性

作
業
効
率
が

向
上
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
と
し
て

施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
に
着
目

し

導
入
可
能
性
の
検
討
を
行


た


　
多
く
の
民
間
企
業
が
シ
ス
テ

ム
開
発
に
取
り
組
む
中

同
局

で
は
令
和
５
年
度
か
ら

シ
ス

テ
ム

機
器

サ
ポ

ト
の
無

償
提
供
を
条
件
に
同
局
の
現
場

を
フ


ル
ド
と
し
て
提
供


受
注
者
希
望
型
で
発
注
し

導

入
業
者
に
は
工
事
成
績
評
定
を

加
点
す
る
な
ど
イ
ン
セ
ン
テ


ブ
を
与
え
る
方
法
で
試
行
を
行


た


　
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は

令

和
５
年
度
か
ら
２
社
が
提
供


６
年
度
か
ら
１
社
が
加
わ
り
試

行
を
実
施

導
入
業
者
に
ア
ン

ケ

ト
を
取
り
な
が
ら
進
め
て

い
る


　
シ
ス
テ
ム
の
内
容
や
操
作
方

法
に
つ
い
て
は

受
発
注
者
向

け
の
説
明
会
を
行

た
う
え

で

工
事
業
者
に
対
し
て
管
布

設
の
初
日
に
現
場
説
明
と
合
わ

せ
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
行
い

そ
の
後

の
実
運
用
は

工
事
業
者
が
シ

ス
テ
ム
を
提
供
す
る
企
業
の
サ

ポ

ト
を
活
用
し
て
進
め
て
も

ら
う
流
れ
と
し
た


　
令
和
５
年
度
は
５
工
事
で
事

業
を
実
施

従
来
で
あ
れ
ば
竣

工
時
に
確
認
す
る
書
類
を
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
共
有
で
き
る
こ
と

は

官
民
双
方
の
メ
リ

ト
と

な

て
い
る


　
工
事
業
者
側
に
お
い
て
は


１
日
当
た
り
の
接
合
数
が
少
な

い
大
口
径
管
路
の
作
業
効
率
化

の
効
果
が
特
に
顕
著
に
出
た
と

の
声
が
聞
か
れ
た

一
方

小

口
径
管
路
に
つ
い
て
は

１
日

当
た
り
の
接
合
箇
所
が
多
い
場

合
の
従
来
作
業
と
比
較
し

端

末
操
作
が
多
く
な
る
こ
と
の
煩

雑
さ
を
指
摘
す
る
声
も
あ

た

が

配
管
日
報

継
手
チ



ク
シ

ト
竣
工
図
の
自
動
作
成

機
能
に
つ
い
て
は

施
工
・
書

類
作
成
の
双
方
で
品
質
向
上
が

図
ら
れ
た
と
の
評
価
が
聞
か
れ

た

ま
た

夜
間
工
事
に
お
け

る
シ
ス
テ
ム
会
社
の
サ
ポ

ト

を
望
む
要
望
も
あ

た


　
令
和
６
年
度
は

計
７
件
で

試
行

工
事
業
者
の
中
に
は


自
社
業
務
の
効
率
化
を
図
る
た

め

自
ら
有
償
で
施
工
管
理
シ

ス
テ
ム
の
導
入
を
検
討
す
る
企

業
も
出
て
お
り

試
行
を
き


か
け
に

導
入
の
機
運
が
高
ま

り
を
見
せ
て
い
る


　
施
工
管
理
シ
ス
テ
ム
は

将

来
的
に

自
動
配
管
設
計
や
設

計
変
更
へ
の
即
時
対
応
な
ど
技

術
的
な
発
展
が
大
い
に
期
待
さ

れ
る
分
野
で
あ
る

同
局
に
お

い
て
も
水
道
工
事
の
効
率
化
を

図

て
い
く
う
え
で
﹁
極
め
て

価
値
が
高
い
﹂
ソ
リ


シ


ン
と
考
え
て
い
る


　
こ
れ
ま
で
の
試
行
で
実
感
し

て
い
る
の
は

現
場
の
声
を
改

良
し
て
い
く
重
要
性
だ

施
工

業
者
が
﹁
使
い
た
い
﹂
と
感
じ

る
動
機
は

現
場
で
揉
ま
れ
た

技
術
ほ
ど
高
い
と
い
う


　
こ
れ
ま
で
の
試
行
の
状
況
を

見
て
も

現
場
の
声
へ
の
改
良

の
柔
軟
性
と
ス
ピ

ド
が

施

工
業
者
の
高
評
価
と
連
動
す
る

傾
向
が
あ
る


　
札
幌
市
で
は

施
工
現
場
の

声
を
重
視
し
な
が
ら

管
工
事

業
務
の
効
率
化

高
度
化
を
目

指
す


　
■
生
産
性
向
上
の
ツ

ル
と
し
て

　
管
工
事
業
を
取
り
巻
く
課
題
へ
の
対
応

に
お
い
て

最
も
大
切
に
し
て
い
る
視
点

の
一
つ
が
生
産
性
向
上
で
す

労
働
時
間

単
価
を
上
げ
る
た
め
に
は
作
業
の
効
率
性

を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
す


　
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は

そ
う
し
た

方
向
性
を
実
現
す
る
ツ

ル
と
し
て
大
い

に
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

技
術
委
員

会
や
昨
年
度
設
置
し
た
未
来
創
造
検
討
委

員
会
等
で
も
意
見
交
換
を
行

て
き
ま
し

た


　
中
で
も
施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

は

私
も
施
工
現
場
で
の
運
用
状
況
を
視

察
さ
せ
て
い
た
だ
き

利
便
性
と
と
も
に

将
来
を
見
据
え
た
発
展
の
可
能
性
を
強
く

感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す


　
効
率
性
に
加
え

施
工
品
質
が
高
い
業

者
が
活
躍
で
き
る
環
境
を
作

て
い
く
う

え
で
も
有
効
な
ツ

ル
に
な
る
と
期
待
し

て
い
ま
す


　
水
道
事
業
体
側
に
お
い
て
も

施
工
業

者
と
の
情
報
共
有

耐
震
管
路
の
施
工
品

質
の
担
保
と
い

た
メ
リ

ト
が
享
受
で

き
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す

し

官
民
双
方
で
担
い
手
の
確
保

技
術

継
承
が
困
難
と
な

て
い
く
中
で

期
待

が
大
き
い
ツ

ル
で
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す


　
一
方
導
入
に
か
か
る
コ
ス
ト︵
金
額


手
間
︶
労
力
に
つ
い
て
は

全
国
的
な

従
事
者
の
減
少

高
齢
化
の
進
展

中
小

事
業
者
の
事
業
体
力
の
低
下
等
の
課
題
を

加
味
し
た
発
注
者
側
の
対
応
が
不
可
欠
で

あ
る
と
の
認
識
を
持

て
い
ま
す


　
全
管
連
と
し
て
も

水
道
事
業
体
の
検

討
の
動
き
を
加
速
さ
せ
る
べ
く

標
準
歩

掛
へ
の
反
映
を
国
に
対
し
て
要
望
し

管

工
事
業
の
﹁
働
き
方
改
革
﹂
に
不
可
欠
な

ツ

ル
と
し
て
導
入
推
進
を
図
り
ま
し
た

が
現
時
点
で
は
時
期
尚
早
と
の
こ
と
で


見
送
ら
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま
す


　
現
在

試
行
す
る
事
業
体
も
全
国
で
増

加
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
し

民
間

側
の
技
術
開
発
も
さ
ま
ざ
ま
な
Ｄ
Ｘ
技
術

の
進
展
に
合
わ
せ
て

日
進
月
歩
で
進
化

し
て
い
ま
す


　
当
初
は

施
工
業
者
側
の
メ
リ

ト
が

感
じ
に
く
い
面
も
あ
り
ま
し
た
が

全
国

の
モ
デ
ル
事
業
の
運
用
の
中
で

ノ
ウ
ハ

ウ
も
積
み
重
な
り

使
え
る
技
術
へ
と
一

層
進
化
を
遂
げ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し


う
か


　
■
手
間
の
削
減
と
発
展
性
へ
の
期
待

　
今
後
の
普
及
促
進
と
技
術
向
上
に
お
い

て
注
目
し
て
い
る
視
点
の
一
つ
が
手
間
の

削
減
で
す


　
前
提
と
し
て

導
入
費
用
の
課
題
へ
の

対
応
と
と
も
に
業
務
の
実
感
が
得
ら
れ
る

こ
と
が
重
要
で
す


　
水
道
事
業
体

管
工
事
業
者
の
双
方
の

立
場
に
お
い
て
も
合
理
化
と
確
実
な
施
工

が
で
き
れ
ば
よ
い
と
い
う
認
識
は
共
通
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
し

従
来
手
法
を
続

け
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
は
考
え
て

い
な
い
も
の
と
思
い
ま
す


　
資
料
作
成
時
間
の
短
縮
等

現
場
の
手

間
の
削
減
に
関
す
る
実
感
が
高
ま
れ
ば
導

入
の
機
運
は
よ
り
一
層
高
ま

て
い
く
も

の
と
思
い
ま
す


　
も
う
一
点

技
術
発
展
の
余
地
が
大
き

い
こ
と
に
も
注
目
し
て
い
ま
す


　
管
工
事
の
現
場
で
は

事
前
の
図
面
と

掘
削
後
の
現
況
が
異
な
り

設
計
変
更
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
ケ

ス
は
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん


　
設
計
変
更
に
関
す
る
現
場
確
認
の
迅
速

化

自
動
変
更
設
計
機
能
の
搭
載
な
ど


施
工
情
報
シ
ス
テ
ム
を
基
礎
と
し
た
技
術

進
化
の
可
能
性
は
非
常
に
大
き
い
と
感
じ

ま
す

こ
れ
が
実
現
す
る
と
工
事
業
者
は

助
か
り
ま
す

工
期
が
短
縮
さ
れ
る
こ
と

は

工
事
業
者
に
と

て
は
大
き
な
メ
リ


ト
で
す


　
施
工
管
理
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も

官

民
双
方
の
人
材
の
効
率
配
置
に
も
寄
与

し

将
来
的
に
は

Ａ
Ｉ
を
用
い
た
動
画

判
断
な
ど
も
実
現
し
う
る
よ
う
に
思
い
ま

す


　
■
導
入
機
運
を
高
め
て

　
国
交
省
で
は
ｉ
｜
ｃ
ｏ
ｎ
ｓ
ｔ
ｒ
ｕ
ｃ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
等
の
政
策
を
推
進
す
る
中
で


直
轄
部
門
を
中
心
に
土
木
・
建
築
の
分
野

で

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
が
急
速
に
進

ん
で
き
ま
し
た

一
方

管
工
事
の
現
場

は

民
間
の
技
術
開
発
が
進
ん
で
い
な
が

ら
も

発
注
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の

意
識
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り

官
民
双
方
が

足
並
み
を
揃
え
て
ス
ピ

ド
感
を
持

た

展
開
が
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
部

分
が
あ
り
ま
す

こ
の
ま
ま
で
は

管
工

事
分
野
の
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
が
遅
れ

て
い
く
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す


　
大
規
模
水
道
事
業
体
で
は

施
工
情
報

シ
ス
テ
ム
の
活
用
を
業
者
の
施
工
評
価
の

加
点
対
象
に
す
る
動
き
も
見
ら
れ
ま
す

が

導
入
費
用
を
工
事
業
者
の
単
純
持
ち

出
し
で
の
普
及
加
速
は
困
難
で
あ
る
と
思

い
ま
す
し

中
小
事
業
体
で
は

工
事
加

点
等
の
イ
ン
セ
ン
テ

ブ
は
導
入
の
動
機

と
し
て
は
働
か
な
い
で
し

う


　
水
道
行
政
を
国
土
交
通
省

環
境
省
が

所
掌
す
る
よ
う
に
な
り

デ
ジ
タ
ル
関
連

の
技
術
開
発
や
上
下
水
道
一
体
の
Ｄ
Ｘ
推

進
の
機
運
が
高
ま
る
中
で

現
在
の
機
能

を
さ
ら
に
高
め
た
も
の
を
モ
デ
ル
事
業
で

試
行
し
て
み
る
な
ど
国
の
主
導
に
よ
る
取

組
み
も
期
待
さ
れ
ま
す


　
導
入
機
運
の
高
ま
り
を
醸
成
し
て
い
く

こ
と
と
あ
わ
せ

ど
う
い
う
追
加
機
能
を

期
待
す
る
か

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
こ
と
が

で
き
る
か
を
皆
で
議
論
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
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面
に
続
く

　これからの水循環施策のあり方は　

計
画
で
掲
げ
た
理
念
の
具
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瀬
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切
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面
︼
■
対
談
・
こ
れ
か
ら
の
水
循
環
施
策
の
あ
り
方
は
　
廣
瀬
昌
由
国
土
交
通
省
技
監
×
沖
大
幹
東
京
大
学
大
学
院
工
学

系
研
究
科
教
授
︻



面
︼
■
事
例
・
健
全
な
水
循
環
へ
国

地
方
の
動
き
　
国
土
交
通
省
　

能
登
地
震
踏
ま
え
上
下
一
体
の
耐

震
化
推
進
／
守
谷
市
　

３
事
業
一
体
で
レ
ベ
ル
３
・
５
導
入
／
糸
魚
川
市
　

イ
ン
フ
ラ
包
括
へ
官
民
共
同
出
資
会
社
設
立
／
妙
高
市
　

ガ
ス
水
道
下
水
道
一
体
の
民
間
活
用
／
内
閣
府
　

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
／
豊
田
市
　

人
工
衛
星
と
Ａ
Ｉ
に
よ

る
水
道
管
の

健
康
診
断

／
愛
知
県
　

矢
作
川
・
豊
川
に
お
け
る
Ｃ
Ｎ
プ
ロ
ジ

ク
ト
︻

面
︼
■
イ
ン
タ
ビ


・
新
た
な
水

循
環
基
本
計
画
の
全
容
　
齋
藤
博
之
　

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部
事
務
局
長︵
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
水
資
源
部
長
︶

　
水
循
環
基
本
法
に
基
づ
く
政
府
の
新
た
な
﹁
水
循
環
基
本
計
画
﹂
が
８
月

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

過
去
の
改
定

と
比
較
し
て
上
下
水
道
に
関
わ
る
項
目
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
い
る

令
和
６
年
４
月
に
開
催
さ
れ
た
政
府
の
水
循

環
政
策
本
部
会
合
に
お
い
て

岸
田
前
首
相
が
そ
の
改
定
を
指
示
し
て
以
降

こ
れ
ま
で
多
く
の
議
論
が
重
ね
ら
れ
て

き
た

特
に
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
上
下
水
道
の
耐
震
化

さ
ら
に
は
水
道
行
政
の
国
土
交
通
省
へ
の
移
管
を
踏

ま
え
た
上
下
一
体
で
の
施
策
推
進
に
つ
い
て
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
さ
れ

新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
で
は

こ

れ
ら
に
関
わ
る
施
策
を
重
点
事
項
と
し
て
打
ち
出
し
て
い
る

水
行
政
が
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
る
中

新
た
な
水
循

環
基
本
計
画
は

今
後
の
水
政
策
の
羅
針
盤
と
な
る

国
・
自
治
体
・
民
間
企
業
・
学
識
者
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
上
下

一
体
で
の
施
策
推
進
が
大
き
く
期
待
さ
れ
る

今
回

水
循
環
施
策
の
推
進
に
関
す
る
有
識
者
会
議
座
長
を
務
め

水

循
環
政
策
に
深
く
関
わ

て
き
た
沖
大
幹
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
教
授
と
国
土
交
通
省
の
廣
瀬
昌
由
技
監
の

対
談
を
軸
に

新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
の
指
し
示
す
姿
を
報
道
す
る


　


能
登
半
島
地
震
で
は
水
に
対

す
る
社
会
的
な
関
心
が
高
ま
り
ま
し

た


　
廣
瀬
　
能
登
半
島
地
震
で
は

多

く
の
道
路
が
被
災
し
た
こ
と
で

集

落
の
孤
立
が
発
生
し

ま
た
電
気
・

通
信

そ
し
て
水
の
供
給
が
途
絶
え

た
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
り
ま
し

た

能
登
半
島
地
震
で
の
こ
う
し
た

事
象
が
新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
の

策
定
に
つ
な
が

た
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん


　
そ
し
て

能
登
半
島
を
記
録
的
な

豪
雨
が
襲
い
ま
し
た

大
規
模
な
地

震
災
害
に
よ
り
被
災
し
た
地
域
が
再

び
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ

上
下
水

道
施
設
も
含
め
て
多
く
の
被
害
が
発

生
し
て
い
ま
す

最
大
５
０
０
０
戸

超
の
断
水
が
発
生
し
て
お
り

国
土

交
通
省
で
は

現
地
に
Ｔ
Ｅ
Ｃ
｜
Ｆ

Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ︵
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
︶

を
派
遣
す
る
な
ど
そ
の
被
害
の
詳
細

の
把
握
を
進
め

復
旧
に
全
力
を
上

げ
て
い
ま
す
︵
編
集
部
注

９
月


日

収
録
時
点
︶

　
能
登
半
島
地
震

そ
し
て
今
回
の

豪
雨
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に

わ

が
国
は
自
然
災
害
に
対
し
て

残
念

な
が
ら
非
常
に
脆
弱
な
国
土
で
あ
る

こ
と

そ
し
て
こ
れ
に
い
か
に
備
え

て
い
く
べ
き
か
を
考
え
て
い
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん


　
沖
　
近
い
将
来

こ
の
よ
う
な
豪

雨
は
日
本
各
地
ど
こ
で
も
起
き
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す

こ
う
し
た
懸
念

に
対
し
て
私
た
ち
は
一
体
何
が
で
き

る
の
か
と
い
う
記
述
も

新
た
な
水

循
環
基
本
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す


　


沖
先
生
は
水
循
環
基
本
計
画

を
法
的
に
位
置
付
け
る
水
循
環
基
本

法
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
関
わ
ら
れ
て

き
ま
し
た

立
法
当
初
に
感
じ
ら
れ

た
こ
と
は


　
沖
　
水
循
環
基
本
法
フ

ロ

ア


プ
委
員
会
の
設
立
時
に
委
員
と
し

て
呼
ん
で
い
た
だ
い
た
の
が
水
循
環

基
本
法
と
の
関
わ
り
の
ス
タ

ト
で

し
た


　
立
法
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ

ん
の
思
い
の
強
さ
と
と
も
に

立
法

時

日
本
の
水
源
地
が
外
資
に
よ


て
買
い
占
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
い
う
懸
念
に
対
す
る
社
会
的
な
機

運
が
高
ま
り

立
法
の
ム

ド
を
盛

り
上
げ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し

た


　
一
方

水
の
関
係
者
の
間
で
は


水
は
こ
ん
な
に
も
大
事
で
世
の
中
を

支
え
て
い
る
の
に

水
で
困
ら
な
い

よ
う
に
頑
張
れ
ば
頑
張
る
ほ
ど

皆

さ
ん
の
水
へ
の
関
心
が
遠
の
い
て
し

ま
う
の
は
残
念
だ

と
い
う
思
い
が

根
底
に
あ

た
よ
う
に
思
い
ま
す


不
断
の
努
力
な
し
に
今
の
状
態
は
維

持
で
き
な
い
の
に
関
心
が
薄
れ
て
い

く
状
況
へ
の
危
機
感
も
あ

た
の
で

し

う


　


水
循
環
基
本
法
の
制
定
か
ら


年
を
経
て

水
循
環
基
本
計
画
も

さ
ま
ざ
ま
な
変
化
を
遂
げ
て
き
ま
し

た

新
た
な
計
画
で
は

災
害
に
関

し
て
大
き
く
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い

ま
す


　
沖
　
平
成

年
に
初
め
て
策
定
さ

れ
た
水
循
環
基
本
計
画
で
は

直
接

的
に
は
災
害
に
触
れ
ら
れ
て
い
ま
せ

ん


　
や
は
り
水
行
政
の
仕
切
り
が
あ

り

治
水
と
利
水

健
全
な
水
循
環

と
水
環
境
は
別
だ
ろ
う
と
い
う
仕
分

け
が
あ

た
の
だ
と
想
像
し
ま
す


令
和
２
年
の
改
定
で
は

流
域
の
水

循
環
を
考
え
る
に
当
た

て

健
全

性
は
も
ち
ろ
ん

水
の
災
い
の
抑
制

も
当
然
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

と
い
う
風
に
考
え
方
が
柔
軟
に
な

り

災
害
に
関
す
る
記
述
が
重
点
的

に
取
り
組
む
３
本
柱
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た


　
そ
し
て
今
回
の
改
定
で
は

流
域

の
水
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い
う
観
点
か

ら
見
れ
ば
治
水
は
非
常
に
重
要
な
要

素
で
は
あ
る
け
れ
ど
も

治
水
だ
け

が
独
立
し
て
重
要
な
施
策
で
は
な
い

と
い
う
立
場
を
鮮
明
に
さ
れ
て
お

り

大
改
定
と
言

て
差
し
支
え
の

な
い
内
容
と
な

て
い
ま
す


　
廣
瀬
　
平
成

年
３
月
に
河
川
審

議
会
が
出
し
た
﹁
新
た
な
水
循
環
・

国
土
管
理
に
向
け
た
総
合
行
政
の
あ

り
方
に
つ
い
て
﹂
と
い
う
答
申
が


今
に
続
く
水
循
環
政
策
の
礎
に
な


た
と
考
え
て
い
ま
す


　
答
申
の
策
定
に
当
た

て
は

全

体
を
取
り
ま
と
め
た
﹁
総
合
政
策
委

員
会
﹂
に
加
え

流
域
に
お
け
る
水

循
環
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
﹁
水
循

環
小
委
員
会
﹂
土
砂
の
運
動
領
域

の
総
合
管
理
を
検
討
す
る
﹁
総
合
土

砂
管
理
小
委
員
会
﹂
河
川
と
人
間

の
関
わ
り
を
検
討
す
る
﹁
川
に
学
ぶ

小
委
員
会
﹂
都
市
内
河
川
の
整
備

方
策
を
検
討
す
る
﹁
都
市
内
河
川
小

委
員
会
﹂
ハ
ザ

ド
マ

プ
を
検

討
す
る
﹁
危
機
管
理
小
委
員
会
﹂
と

い
う
五
つ
の
小
委
員
会
で
並
行
的
に

議
論
さ
れ
ま
し
た


　
当
時
﹁
健
全
な
水
循
環
と
は
何

か
﹂
と
い
う
あ
る
意
味
哲
学
的
な
問

い
に
対
し
て

先
輩
方
が
議
論
を
さ

れ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た

私

は
係
長
ク
ラ
ス
だ

た
の
で

そ
の

内
容
に
深
く
関
わ

て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が

何
と
な
く
流
域
単
位
で
の

国
土
管
理
が
政
策
方
針
と
な

て
い

く
の
だ
と
意
識
し
始
め
る
タ
イ
ミ
ン

グ
で
も
あ
り
ま
し
た


　
こ
れ
ま
で
の
水
循
環
基
本
計
画
に

お
い
て
も

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

概
念
は
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
た
だ

い
て
い
て

こ
れ
と
水
管
理
・
国
土

保
全
局
の
政
策
も
一
体
で
進
め
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
議
論
が
局

内
で
も
あ
り
ま
し
た
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流
域
治
水
の
施
策
の
象
徴
に
な


た
の
は
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
あ

り

土
木
学
会
の
提
言
も
あ
り

流

域
治
水
と
い
う
言
葉
が
そ
の
施
策
と

と
も
に
改
め
て
明
確
化
さ
れ
ま
し

た

こ
れ
と
並
行
し
て
水
循
環
政
策

本
部
事
務
局
に
お
い
て

流
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
概
念
を
含
め
た
水
循
環

基
本
計
画
の
議
論
が
進
ん
で
お
り


政
策
方
針
を
一
致
さ
せ
な
け
れ
ば
お

か
し
な
こ
と
に
な
る
と
い
う
認
識
が

あ
り
ま
し
た


　
こ
の
た
び
新
た
な
水
循
環
基
本
計

画
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
が

こ

の
中
で
掲
げ
ら
れ
た
理
念
を
ど
う
具

体
化
さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
点
に
お

い
て
大
変
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
す


　
そ
う
あ
る
べ
き
と
い
う
方
向
性
で

は
あ
り
ま
す
が

地
域
の
方
々
の
知

恵
・
ア
イ
デ
ア
や

水
系
に
よ

て

異
な
る
特
性
も
考
慮
し
て
進
め
て
い

く
も
の
と
な
る
は
ず
で

現
場
の
役

割
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
で
し


う


　
沖
　
流
域
治
水
の
概
念

言
葉
が

出
て
き
た
時
点
で

縦
割
り
行
政
の

時
代
は
終
わ

た
の
で
は
な
い
か
と

思
う
の
で
す

予
算
面
も

人
員
的

な
面
も

な
に
よ
り
も
施
設
管
理
の

面
で
も
で
す

流
域
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
水
イ
ン
フ
ラ
が
あ
り

そ
れ
ぞ
れ

当
初
の
目
的
は
別
だ

た
か
も
し
れ

な
い
け
れ
ど
も

こ
れ
ら
を
上
手
く

使

て
い
こ
う
と
い
う
発
想
が
流
域

治
水
で
あ
り

そ
う
な
る
と
治
水


利
水

環
境
の
境
が
曖
昧
に
な
り
ま

す

健
全
な
水
循
環
を
考
え
れ
ば


あ
る
意
味
当
た
り
前
な
の
で
し

う

が

そ
の
当
た
り
前
が
こ
ん
な
に
も

早
く
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
は
思

て
い
ま
せ
ん
で

し
た


　
廣
瀬
　
ご
指
摘
の
通
り

河
川
審

議
会
が
先
の
答
申
を
出
し
た
平
成


年
代
は

治
水
と
利
水
に
は
明
確
な

境
目
が
あ
り
ま
し
た

今
で
は
一
般

的
に
な

た
﹁
田
ん
ぼ
ダ
ム
﹂
と
い

う
言
葉
も
﹁
田
ん
ぼ
に
洪
水
調
節
機

能
が
あ
る
と
言

て
も
ら

て
は
困

る
﹂
と
反
発
さ
れ
る
の
が
当
た
り
前

の
時
代
で
し
た


　
し
か
し
な
が
ら

自
然
災
害
が
こ

れ
ほ
ど
激
甚
化
・
頻
発
化
し
て
い
る

時
代
に
入

た
一
方
で

被
害
を
防

ぐ
た
め
の
投
資
余
力
は
十
分
で
は
あ

り
ま
せ
ん

追
加
で
施
設
整
備
を
行

う
た
め
の
場
所
を
新
た
に
確
保
す
る

こ
と
自
体
難
し
い
で
し

う

だ
か

ら
こ
そ
既
存
の
イ
ン
フ
ラ
を

新
技

術
を
上
手
く
導
入
し
な
が
ら
ど
れ
だ

け
活
用
す
る
か

新
し
い
時
代
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
挑
戦
す
る
時
期
に
き

た
と
考
え
て
い
ま
す


　
そ
う
い
う
意
味
で

水
循
環
施
策

に
総
合
的
に
取
り
組
む
こ
と
は
意
味

が
あ
る
と
思
い
ま
す
し

治
水
一
つ

と

て
も

対
策
を
施
し
た
と
こ
ろ

で
そ
こ
に
人
の
営
み
が
な
け
れ
ば
意

味
が
あ
り
ま
せ
ん


　
流
域
治
水
で
は

防
災
集
団
移
転

も
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
が

わ
れ

わ
れ
国
土
交
通
省
は
治
水
の
た
め
だ

け
に
こ
の
政
策
を
打
ち
出
し
た
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん

地
域
の
住
民
の

方
々
が

安
全
に
営
み
を
継
続
す
る

た
め
の
手
段
と
し
て
防
災
集
団
移
転

を
選
択
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
が
重

要
で
あ
り

目
的
を
見
失

て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す


　


新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
の

策
定
は

当
初
の
計
画
期
間
か
ら
１

年
前
倒
し
さ
れ

急
加
速
的
に
進
ん

だ
印
象
を
持

て
い
ま
す


　
廣
瀬
　
外
部
か
ら
は
急
に
見
え
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

内
部
で
は

政
策
議
論
を
積
み
重
ね
て
お
り

能

登
半
島
地
震
で
加
速
化
し
た
の
は
事

実
で
す
の
で

結
果
と
し
て
そ
の
よ

う
に
進
ん
だ
と
見
え
る
と
考
え
て
い

ま
す


　
沖
　
専
門
的
な
施
策
に
つ
い
て

は

国
土
交
通
省
を
は
じ
め
各
省
が

さ
ま
ざ
ま
な
案
を
準
備
し
て
お
い

て

政
府
全
体
と
し
て
時
宜
を
得
て

採
用
で
き
る
よ
う
な
良
い
選
択
肢
を

あ
ら
か
じ
め
準
備
し
て
い
た
の
だ
と

受
け
止
め
て
い
ま
す


　
各
省
に
お
い
て
は

自
ら
の
組
織

の
た
め
と
い
う
視
点
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が

そ
れ
だ
け
で
は
政
策

は
実
現
し
ま
せ
ん

国
民
の
福
祉
を

向
上
さ
せ
る
に
当
た

て
ど
の
よ
う

な
策
が
あ
り
得
る
か

さ
ま
ざ
ま
な

資
源
の
制
約
が
あ
る
中
で

何
が
で

き
る
か
を
考
え
に
考
え
て
い
ろ
い
ろ

な
案
を
出
し

そ
れ
が
政
府
全
体
の

政
策
と
し
て
進
ん
で
い
る
の
だ
ろ
う

と
思

て
い
ま
す


　
福
祉
と
申
し
ま
し
た
が

最
近


政
府
で
も
ウ

ル
ビ

イ
ン
グ
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た

安
く
で
き
る
と
か

安
全
度

が
上
が
る
だ
け
で
は
な
く

環
境
に

も
良
い

未
来
が
開
け
る
な
ど

政

策
が
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
軸
を
統
合
し

て

一
つ
の
軸
に
す
る
と
ウ

ル
ビ


イ
ン
グ
と
い
う
言
葉
に
な
る
の
で

は
な
い
で
し

う
か


　
水
循
環
に
限
ら
ず

政
策
は
時
と

し
て
相
互
に
ト
レ

ド
オ
フ
の
関
係

に
あ
り
ま
す
が

全
体
で
見
た
時
に

﹁
も

と
も
良
い
よ
ね
﹂
と
い
う
感

覚
を
一
つ
の
軸
に
ま
と
め
る
考
え
方

が
必
要
で
す

ト
レ

ド
オ
フ
と
い

う
の
は
特
に
利
水
と
治
水
の
間
で
は

生
じ
ま
す
し

人
工
構
造
物
を
造
れ

ば

自
然
生
態
系
へ
の
ダ
メ

ジ
も

多
か
れ
少
な
か
れ
生
じ
ま
す

そ
う

し
た
中
で

社
会
全
体
の
あ
る
い
は

未
来
世
代
も
含
め
て
国
民
の
福
祉
を

向
上
さ
せ
る
に
は
こ
の
方
向
し
か
な

い

と
い
う
判
断
を
す
る
と
き
の
軸

が
ウ

ル
ビ

イ
ン
グ
な
の
で
し


う


　


水
道
行
政
が
国
土
交
通
省
等

に
移
管
さ
れ
た
こ
と
へ
の
受
け
止
め

は


　
廣
瀬
　
水
資
源
機
構
に
所
属
し
て

い
た
頃

水
道
水
源
を
含
む
多
目
的

ダ
ム
の
開
発
に
携
わ
り
ま
し
た

人

口
減
少
が
進
み
水
使
用
量
の
原
単
位

も
減

て
い
く

投
資
も
新
規
整
備

よ
り
老
朽
化
が
進
む
既
存
施
設
の
対

策
に
回
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
水

源
の
た
め
の
予
算
を
確
保
す
る
の
に

苦
労
し
た
な
ど
水
道
行
政
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
こ
と
を
肌
で
感
じ
て
い

ま
し
た


　
そ
の
中
で
水
道
行
政
の
国
土
交
通

省
等
へ
の
移
管
の
方
針
が
固
ま
り


関
連
法
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
準
備
が

着
々
と
進
む
中

国
土
交
通
省
と
し

て
ど
う
上
手
く
水
道
行
政
を
進
め
て

い
く
か
を
考
え
て
き
ま
し
た


　
水
道
行
政
そ
の
も
の
に
係
る
課
題

で
広
域
化
や
民
間
連
携

さ
ら
に
水

道
料
金
が
課
題
と
考
え
て
い
ま
し

た

ま
た
も
う
一
つ
が

河
川
法
で

は
許
認
可
権
限
を
持
つ
主
体
と

申

請
す
る
主
体
が
同
じ
窓
口
に
な
る
た

め

そ
の
関
係
性
を
き
ち
ん
と
整
理

し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
し
た

そ
う
し
た
中
で
能

登
半
島
地
震
が
発
生
し

こ
れ
を
き


か
け
に
水
循
環
基
本
計
画
の
見
直

し
が
一
気
に
進
み
ま
し
た


　
４
月
に
は
新
し
い
組
織
﹁
上
下
水

道
審
議
官
グ
ル

プ
﹂
が
発
足
し


水
道
・
下
水
道
一
体
で
も
挑
戦
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思

て
い
ま

す


　
沖
　
水
道
行
政
は

健
康
影
響
に

対
す
る
水
質
管
理
を
重
視
し
て
き
ま

し
た

当
然
こ
れ
は
水
道
の
基
本
で

あ
り

こ
れ
か
ら
も
非
常
に
大
切
で

す

そ
れ
に
対
し
て
能
登
半
島
地
震

に
よ
る
断
水
を
見
て
も
分
か
る
よ
う

に

イ
ン
フ
ラ
と
い
う
構
造
物
の
維

持
す
ら
難
し
く
な

て
い
る
中
で


現
業
を
持
つ
国
土
交
通
省
が
所
掌
に

な
る
移
管
は
プ
ラ
ス
だ
と

皆
さ
ん

思

て
い
ら

し

る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す


　
水
道
行
政
の
移
管
後

水
質
に
関

し
て
は
国
土
交
通
省
と
環
境
省
と
の

分
掌
と
な

て
い
ま
す
が

こ
の
点

は
も

と
幅
広
に
捉
え
て
強
化
し
て

い
く
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す

そ
の

点
に
つ
い
て
も

水
循
環
基
本
計
画

で
盛
り
込
ま
れ
た
水
道
の
上
流
か
ら

の
取
水
の
よ
う
に

流
域
内
で
の
総

合
的
な
水
質
管
理
に
徐
々
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま

す


　
廣
瀬
　
こ
れ
ま
で
は
一
生
懸
命
水

を
確
保
し
ま
し

う

作
り
ま
し


う
と
い
う
時
代
で
し
た

今
は
人
口

減
少
局
面
に
あ
る
一
方
で

半
導
体

産
業
に
供
給
す
る
た
め
の
工
業
用
水

を
確
保
す
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
応
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん

こ
れ
か
ら
の
社
会
が
ど
う
な

る
か
と
い
う
こ
と
を
見
据
え
な
が

ら

施
設
整
備
を
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
で
し

う


　
例
え
ば

高
速
道
路
の
４
車
線
化

や
６
車
線
化
は

交
通
量
の
議
論
だ

け
で
は
な
く
防
災
面
は
も
ち
ろ
ん


こ
れ
か
ら
の
物
流
の
世
界
を
ど
の
よ

う
に
描
く
の
か

自
動
運
転
を
導
入

す
る
の
か
と
い

た
話
ま
で
含
め
た

議
論
に
な
る
と
思
い
ま
す

今
後
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
は

そ
の
活
用
や
補

う
ソ
フ
ト
面
を
ど
う
運
用
す
る
か


あ
る
い
は
こ
れ
か
ら
の
社
会
が
ど
う

変
わ

て
い
く
か
と
い
う
視
点
を
含

め
て
議
論
す
る
こ
と
が
重
要
に
な


て
く
る
と
思
い
ま
す


　
か
つ
て
水
道
水
源
と
な

て
い
る

な
ど
良
好
な
水
質
を
保
つ
必
要
の
あ

る
川
で

バ
イ
パ
ス
水
路
を
設
け
て

利
用
し

処
理
し
た
水
の
合
流
点
を

下
流
に
付
け
替
え
る
流
水
保
全
水
路

を
実
施
し
ま
し
た

上
流
か
ら
の
取

水
は
こ
れ
に
エ
ネ
ル
ギ

問
題
や


老
朽
化
の
対
策
を
セ

ト
に
し
て


総
合
的
な
水
の
再
配
置
を
考
え
る
も

の
で
す

こ
う
し
た
新
し
い
こ
と
に

チ

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
流
域
総
合

水
管
理
に
つ
な
が

て
い
く
の
だ
と

思
い
ま
す


　
能
登
半
島
地
震
の
被
害
に
触
れ


私
自
身
も
そ
う
で
す
し

多
く
の
方

が
水
の
大
切
さ
を
感
じ
ら
れ
た
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す

限
ら
れ
た
資

源
で
あ
る
水
を
ど
の
よ
う
に
こ
れ
か

ら
有
効
に
使

て

あ
る
い
は
災
害

の
時
に
き
ち
ん
と
機
能
さ
せ
る
か
を

考
え
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ

ん

効
率
性
を
求
め
て
一
気
に
広
域

化

集
約
化
す
る
と

例
え
ば
ひ
と

た
び
停
電
し
て
し
ま
え
ば
一
気
に
機

能
停
止
の
状
況
に
陥
り
ま
す

効
率

性
と
強
靱
性
を
ど
う
両
立
さ
せ
る
か

が
大
事
だ
と
思

て
い
ま
す


　
私
が
関
東
地
方
整
備
局
長
時
代


令
和
４
年
台
風

号
に
も
た
ら
さ
れ

た
静
岡
の
記
録
的
な
大
雨
に
よ
り


静
岡
市
を
流
れ
る
興
津
川
の
承
元
寺

取
水
口
が
閉
塞
し

大
規
模
な
断
水

が
発
生
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た


こ
の
時
は

関
東
地
方
整
備
局
の
管

轄
と
な
る
富
士
川
か
ら
の
緊
急
取
水

を
認
め
た
の
で
す
が

静
岡
市
に
工

業
用
水
の
水
利
権
が
あ

た
こ
と

と

そ
の
た
め
の
管
路
が
残

て
い

た
こ
と
で
こ
う
し
た
対
応
が
可
能
と

な

た
の
で
す


　
リ
プ
レ

ス
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は


ど
う
い
う
も
の
を

ど
う
残
し
て
い

く
と
効
率
的
に
で
き
る
の
か
を
考
え

る
チ

ン
ス
に
も
な
り
ま
す

上
流

か
ら
の
取
水
に
つ
い
て
も

エ
ネ
ル

ギ

を
減
ら
す
だ
け
で
は
な
く

災

害
時
に
も
機
能
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
か
と
い
う
視
点
も
セ

ト
で
考
え

る
こ
と
も
必
要
で
す


　
沖
　
私
が
大
学
で
教
え
て
い
る
中

に
は

３
０
０
人
の
生
徒
が
出
席
す

る
講
義
も
あ
り
ま
す
そ
の
最
中
に


﹁
水
で
困

た
経
験
が
あ
る
人
は
い

ま
す
か
﹂
と
聞
く
と
﹁
東
日
本
大
震

災
の
時
に
水
が
な
く
て
困

た
﹂

﹁
水
が
あ
ん
な
に
重
い
と
は
思
わ
な

か

た
﹂
と
答
え
る
学
生
が
一
定
数

い
ま
す

災
害
が
相
次
ぐ
中
で

水

に
困
る
経
験
を
し
た
学
生
が
最
近
は

そ
れ
な
り
に
い
る
と
い
う
社
会
状
況

に
な

て
き
ま
し
た
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一
方
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
組
織


人
が
支
え
て
い
る
お
か
げ
で

水
に

困
る
経
験
は
災
害
時
に
限
定
さ
れ
て

い
る
と
い
う
状
況
だ
と
も
い
え
ま

す


　
こ
の

平
常
時
に
は
困
ら
な
い
環

境
で
も

災
害
時
の
大
変
さ
を
想
像

で
き
る
か
ど
う
か
が
重
要
で

経
験

し
て
い
な
い
状
況
を
人
の
話
や
本


報
道
を
通
じ
て
体
験
し
た
か
の
よ
う

に
感
じ
取
れ
る
能
力
が

教
養

で

あ
り

こ
の
教
養
が
こ
れ
か
ら
よ
り

一
層
大
切
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し


う
か


　


能
登
半
島
地
震
で
は

人
口

の
急
減
に
直
面
す
る
中
で
の
復
興
議

論
も
課
題
と
な

て
い
ま
す


　
沖
　
全
国
的
に
み
て
も
長
期
的


広
域
的
に
は
水
の
需
要
は
減

て
い

く
中
で

今
の
施
設
を
維
持
で
き
れ

ば
安
全
度
は
上
が
る
は
ず
で
す
が


今
の
施
設
を
維
持
で
き
れ
ば
と
い
う

前
提
は
決
し
て
楽
観
で
き
ま
せ
ん


緩
や
か
に
減

て
い
く
需
要
に
対
し

て

非
効
率
的
な
施
設
を
い
か
に
廃

止
し

効
率
的
に
水
を
管
理
し
て
い

け
る
よ
う
に
す
る
か

社
会
と
対
話

し
な
が
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
し
て
い
く

技
術
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す


　
国
土
形
成
計
画
に
は

持
続
的
な

土
地
利
用
の
視
点
か
ら
も

全
て
の

土
地
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
と
同
様
に

管
理
す
る
こ
と
は
困
難
に
な
る
と
明

確
に
示
さ
れ
て
い
ま
す


　
東
日
本
大
震
災
と
能
登
半
島
地
震

の
大
き
な
違
い
は

復
興
に
向
け
て

土
地
利
用
に
対
す
る
議
論
を
行
う
上

で
の
実
態

環
境
が
変
化
し
た
と
い

う
点
に
あ
る
と
思
い
ま
す


　
持
続
可
能
な
土
地
利
用
が
目
指
す

の
は

決
し
て
地
域
を
見
捨
て
る
と

い
う
話
で
は
な
く

そ
こ
に
住
ま
わ

れ
て
い
る
方
々
自
身
で
地
域
を
ど
う

し
た
い
か
を
決
め
て
も
ら
い

そ
の

方
針
の
実
現
を
サ
ポ

ト
す
る
体
制

の
構
築
だ
と
思
い
ま
す

過
疎
が
進

み

病
院
か
ら
も
遠
く

再
び
災
害

が
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
地
域
で


ず

と
暮
ら
し
続
け
る
の
が
良
い
の

か

あ
る
い
は
も
う
少
し
集
ま

て

暮
ら
す
の
が
良
い
の
か
を

地
域
で

前
向
き
に
考
え
て
い
た
だ
く
の
を
み

ん
な
で
サ
ポ

ト
す
る
し
か
な
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す


　
廣
瀬
　
地
域
の
方
々
に
き
ち
ん
と

し
た
情
報
を
提
示
し
た
上
で

次
の

方
針
を
ご
理
解
い
た
だ
く
と
い
う
プ

ロ
セ
ス
が
必
要
で
す

押
し
つ
け
で

は
な
く
地
域
に
寄
り
添
い
地
域
に

選
択
い
た
だ
い
た
答
え
を

行
政
が

進
め
る
と
い
う
形
式
が
理
想
で
す


　
能
登
半
島
地
震
で
こ
れ
だ
け
大
き

な
被
害
が
あ
り

水
に
も
非
常
に
苦

労
さ
れ
た
こ
と
で

地
域
内
で
は
下

水
道
か
ら
合
併
浄
化
槽
へ
の
転
換

や

飲
料
水
の
確
保
に
井
戸
水
を
簡

単
に
浄
化
す
る
手
法
を
選
択
す
る
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
声
も

上
が

て
い
ま
す

効
率
性
と
強
靱

性
を
上
手
く
両
立
し
な
が
ら

地
域

の
方
々
が
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
に
営
み

を
続
け
て
い
た
だ
く
方
法
に
チ

レ

ン
ジ
で
き
る
よ
う
に
支
え
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す


　


流
域
総
合
水
管
理
を
進
め
る

上
で
は

技
術
の
視
点
も
重
要
に
な

り
そ
う
で
す


　
沖
　
学
術
の
分
野
に
お
い
て
も


専
門
領
域
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な

く

専
門
領
域
を
持

た
上
で
他
分

野
と
の
連
携
に
積
極
的
に
関
わ

て

ほ
し
い
と
思

て
い
ま
す


　
こ
の
対
談
は
水
道
・
下
水
道
の
関

係
者
が
多
く
読
ま
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で

上
下
水
道
分
野
に
期
待
す
る

点
と
し
て
事
例
を
挙
げ
る
と

先
ほ

ど
も
申
し
上
げ
た
通
り

地
球
環
境

の
変
化

そ
し
て
流
域
総
合
水
管
理

と
い
う
政
策
の
流
れ
の
中
で

水
質

へ
の
ア
プ
ロ

チ
は
一
層
重
要
に
な


て
こ
よ
う
か
と
思
い
ま
す

水
循

環
全
体
で
捉
え
た﹁
流
域
水
質
管
理
﹂

の
よ
う
に

広
い
ス
ケ

ル
で
水
質

や
水
処
理
の
施
策
が
進
め
ら
れ
て
い

く
よ
う
な
枠
組
み
の
必
要
性
を
感
じ

て
い
ま
す

学
術

技
術
の
分
野
に

お
い
て
も
そ
う
し
た
議
論
が
一
層
高

ま

て
い
く
よ
う
な
連
携
の
進
捗
を

期
待
し
て
い
ま
す
し

そ
う
し
た
議

論
を
け
ん
引
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思

て
い
ま
す


　
廣
瀬
　
能
登
半
島
地
震
で
活
躍
し

た
小
型
の
浄
水
機
器
は

も
と
も
と

内
閣
府
の
戦
略
的
イ
ノ
ベ

シ

ン

創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム︵
Ｓ
Ｉ
Ｐ
︶か
ら
始

ま

た
技
術
だ
と
聞
い
て
い
ま
す


こ
の
よ
う
に
ベ
ン
チ


的
な
取
組

み
で
生
ま
れ
た
技
術
が

社
会
実
装

を
果
た
す
チ

ン
ス
は
水
分
野
で
も

ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
し

学

術
的
な
研
究
の
チ

ン
ス
も
あ
る
気

が
し
て
い
ま
す

そ
の
た
め
に
も
行

政
が
課
題
を
し

か
り
投
げ
か
け
る

こ
と
も
大
事
で
し

う


　


流
域
総
合
水
管
理
と
い
う
フ

レ

ム
の
中
で

つ
な
が

て
い
く

分
野

ス
テ

ク
ホ
ル
ダ

を
増
や

し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
よ
う
に

思
い
ま
す


　
廣
瀬
　
流
域
治
水
で
は
﹁
ｂ
ｙ
　

Ａ
ｌ
ｌ
で

自
然

産
業
を
含
め
文

化
と
し
て
治
水
に
取
り
組
む
﹂
こ
と

を
掲
げ
て
い
ま
す

こ
の
﹁
ｂ
ｙ
　

Ａ
ｌ
ｌ
﹂
の
中
に
は

流
域
単
位
で

の
地
域
に
詳
し
い
学
識
者
の
方
々
だ

け
で
な
く

国
土
交
通
省
の
政
策
に

関
わ

て
い
た
だ
い
て
い
る
学
識
者

の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き

流
域
を

跨
ぐ
よ
う
な
横
断
的
な
課
題
に
対
し

て
一
定
の
方
向
を
示
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思

て
い
ま
す


　
流
域
総
合
水
管
理
は

水
系
単
位

で
一
つ
ひ
と
つ
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
必

要
な
政
策
で
す
が

そ
の
一
方
で
流

域
を
横
串
に
す
る
よ
う
な
課
題
に
つ

い
て
は

わ
れ
わ
れ
行
政
が
法
律
や

技
術
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
示
し
つ

つ

学
識
者
の
方
々
に
研
究
テ

マ

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思

て
い
ま
す


　


沖
先
生
は
新
た
な
水
循
環
基

本
計
画
を
﹁
大
改
定
﹂
と
表
現
さ
れ

ま
し
た
が

計
画
を
通
じ
て

ど
う

い

た
社
会
へ
の
変
化
を
期
待
す
る

で
し

う
か


　
沖
　

管
理

を
カ
タ
カ
ナ
に
す

る
と

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で

だ
い

ぶ
印
象
が
異
な
り
ま
す

私
は

マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
方
が
良
い
と
思

て

い
て

管
理
は
分
か

て
い
る
も
の

を
最
適
な
仕
組
み
で
効
果
を
発
揮
さ

せ
る

あ
る
い
は
想
定
通
り
の
機
能

を
発
揮
さ
せ
る
語
感
が
あ
り
ま
す


一
方

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て


経
営
思
想
家
ピ

タ

・
ド
ラ

カ


が
提
唱
す
る
定
義
に
対
す
る
私
の

理
解
は
﹁
何
と
か
す
る
﹂
で
は
な
い

か
と
思

て
い
ま
す


　
流
域
総
合
水
管
理
の
実
現
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
不
確
定
要
素
が
あ
り

こ

れ
ま
で
の
延
長
線
上
で
は
対
処
で
き

な
い
問
題
が
次
々
と
生
じ
る
で
し


う
が

で
き
る
限
り
水
の
恵
み
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に﹁
何
と
か
す
る
﹂

と
い
う
ａ
ｄ
ａ
ｐ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
ｍ
ａ

ｎ
ａ
ｇ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
し
か
や
り
よ
う

は
な
い
と
思
う
の
で
す


　
廣
瀬
　
水
循
環
基
本
計
画
の
推
進

に
は

省
庁
横
断
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
必
要
で

取
り
ま
と
め
の
水
循

環
政
策
本
部
事
務
局
に
お
い
て
も


さ
ま
ざ
ま
な
方
に
積
極
的
に
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
な
取
組
み
に
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す


　
流
域
治
水
が
政
策
と
し
て
進
め
ら

れ
て
い
る
の
は

こ
れ
ま
で
あ
ま
り

な
か

た
国
有
財
産
の
活
用
な
ど
の

新
た
な
取
組
み
も
明
確
に
す
る
こ
と

で

多
く
の
関
係
者
に
参
加
い
た
だ

け
た
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す


こ
れ
か
ら
流
域
総
合
水
管
理
を
進
め

て
い
く
上
で
は

こ
れ
ま
で
参
画
し

て
こ
な
か

た
主
体
に

関
与
し
て

も
ら
え
る
仕
掛
け
づ
く
り
が
必
要
で

し

う


　
発
電
ダ
ム
に
対
し
て

洪
水
被
害

が
頻
発
す
る
中
で
優
先
し
て
ダ
ム
に

洪
水
調
整
の
機
能
を
追
加
す
る
こ
と

を
お
願
い
し
て
き
た
こ
と
も
あ
り
ま

す

こ
れ
か
ら
は
例
え
ば
カ

ボ
ン

ニ


ト
ラ
ル
な
ど
お
互
い
が
Ｗ
ｉ

ｎ

Ｗ
ｉ
ｎ
に
な
る
状
況
に
持

て

い
く
た
め
に
は

ど
う
協
力
す
る
べ

き
か
と
い
う
視
点
が
必
要
だ
と
思
い

ま
す


　
流
域
総
合
水
管
理
の
下

あ
ら
ゆ

る
方
々
に
積
極
的
に
参
加
い
た
だ

き

そ
れ
が
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の

ウ

ル
ビ

イ
ン
グ
に
つ
な
が
る
意

識
を
持
つ
べ
き
だ
と
思
い
ま
す


　


ま
さ
に
沖
先
生
が
国
際
的
に

も
提
唱
さ
れ
て
い
る﹁
み
ん
フ
ラ
﹂の

発
想
で
あ
る
よ
う
に
も
思
い
ま
す


　
沖
　
東
京
財
団
政
策
研
究
所
の
研

究
の
成
果
と
し
て
﹁
水
み
ん
フ
ラ


水
を
軸
と
し
た
社
会
共
通
基
盤
の
新

戦
略

﹂
と
い
う
政
策
提
言
を
ま
と

め
﹁
人
﹂
の
存
在
を
強
く
打
ち
出
し

て
い
ま
す

流
域
治
水
の
Ｂ
ｙ
　
Ａ

ｌ
ｌ
を
さ
ら
に
敷
衍
し
て

今
年
５

月
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
開
か
れ
た
世

界
水
フ


ラ
ム
で
は

Ｗ
ａ
ｔ
ｅ

ｒ
，
Ｏ
ｆ
　
Ａ
ｌ
ｌ
，
Ｂ
ｙ
　
Ａ
ｌ

ｌ
，
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｆ
ｏ
ｒ
　
Ａ
ｌ
ｌ


と
い
う
キ

ワ

ド
で
そ
の
考
え
方

を
発
信
し
ま
し
た


　
国
の
水
政
策
の
資
料
で
使
わ
れ
る

図
と
い
う
の
は

技
術
や
イ
ン
フ
ラ

整
備
の
計
画
を
基
本
と
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
ほ
と
ん
ど
の
場
合﹁
人
﹂

が
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た

こ

こ
に
人
を
入
れ
た
の
が
み
ん
フ
ラ


の
発
想
で
す


　
や
は
り
人
が
地
域

地
域
に
住
ま

わ
れ
て
い
て

そ
の
人
た
ち
が
ち


ん
と
維
持
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
か

ら
こ
そ
構
造
物

水
の
場
合
は
森
林

や
湖
沼

地
下
水
と
い

た
自
然
公

物
も
含
ん
で
役
割
を
発
揮
で
き
て
い

る
と
い
う
認
識
を
私
た
ち
は
も
う
少

し
強
く
持

た
方
が
い
い
と
思
い
ま

す

ダ
ム
や
水
路

堤
防
と
同
じ
よ

う
に

そ
こ
に
人
が
い
て

一
生
懸

命
地
域
を
支
え
て
い
ら

し

い
ま

す

次
の
水
循
環
基
本
計
画
の
改
定

時
に
は

そ
う
し
た
人
た
ち
も
持
続

可
能
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う

意
識
が
盛
り
込
ま
れ
る
の
を
望
ん
で

い
ま
す


　
物
事
は
す
ぐ
に
は
変
わ
り
ま
せ
ん

が

気
長
に
言
い
続
け
て
さ
え
い
れ

ば



年
経
て
ば
変
わ

て
い
く

と
実
感
し
て
い
ま
す

焦
ら
ず

忘

れ
ず

絶
え
間
な
い
努
力
の
継
続
が

大
事
で
す


　
流
域
総
合
水
管
理
と
い
う
考
え
方

も

急
激
な
変
化
に
も
見
え
た
側
面

も
あ

た
か
と
思
い
ま
す
が

廣
瀬

技
監
が
言
わ
れ
た
通
り

そ
れ
に
向

け
た
変
化
は
あ
り
ま
し
た
が
表
に
出

て
い
な
か

た

あ
る
い
は
中
で
準

備
さ
れ
意
識
の
統
一
が
な
さ
れ
て
き

て

最
後
に
表
面
に
出
て
く
る
際
に

は
急
激
に
見
え
る
場
合
も
あ
る
の
が

実
際
な
の
か
と
感
じ
て
い
ま
す


　
廣
瀬
　
平
成

年
に
水
循
環
基
本

法
が
制
定
さ
れ
た
際
に
は
超
党
派
の

議
員
連
盟
の
議
論
を
経
て

国
会
で

は
全
会
一
致
で
立
法
さ
れ
ま
し
た


水
は
多
く
の
方
が
関
心
を
お
持
ち
に

な
り
ま
た
良
い
方
向
に
進
め
よ
う


み
ん
な
で
取
り
組
も
う
と
い
う
力
が

強
い
分
野
だ
と
感
じ
て
い
ま
す

そ

の
た
め

国
土
交
通
省
と
し
て
も
多

く
の
方
々
が
参
加
し
や
す
い
仕
組
み

を
作
る
の
は

非
常
に
大
事
だ
と
改

め
て
感
じ
て
い
ま
す
し

新
た
な
水

循
環
基
本
計
画
か
ら
そ
う
い
う
方
向

に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思

て
い

ま
す




　
　
　
　
　
　
　

代
替
性
・
多
重
性
等
に
よ
る
安
定
し
た
水
供
給
の
確
保
　

　
　
　
　
　
　

　

国
交
省
　
　

能
登
地
震
踏
ま
え
上
下
一
体
の
耐
震
化
推
進

　

守
谷
市
　
　

３
事
業
一
体
で
レ
ベ
ル
３
・
５
導
入
　
　
　

　

妙
高
市
　
　

ガ
ス
　
水
道
　
下
水
道
一
体
の
民
間
活
用
　

　

　

糸
魚
川
市
　
　

イ
ン
フ
ラ
包
括
へ
官
民
共
同
出
資
会
社
設
立

　
　
　
　
　
　
上
下
水
道
一
体
で
の
持
続
可
能
な
上
下
水
道
へ
の
再
構
築
　
　
　
　
　
　

国、　地方の動き
流域総合水管理へ

（　１８　）第５９３１号
昭和年２月９日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　　　） ２０２４年（令和６年）１０月１０日毎週月・木曜日発行（週２回）

　
妙
高
市
で
は

ガ
ス
事
業
の
運
営
と
水

道
・
下
水
道
事
業
の
維
持
管
理
・
修
繕
等

を
一
体
的
に
民
間
事
業
者
が
担
う
﹁
ガ
ス

事
業
譲
渡
及
び
上
下
水
道
事
業
包
括
的
民

間
委
託
﹂
を
展
開
し
て
い
る

ガ
ス

下

水
道

水
道
一
括
の
官
民
連
携
事
業
は
国

内
初
の
事
例
と
な
る
◇

　
同
市
の
人
口
は
約
３
万
１
０
０
０
人

で

こ
れ
ま
で
ガ
ス
事
業

公
共
下
水
道

事
業
農
業
集
落
排
水
事
業
水
道
事
業


簡
易
水
道
事
業
を
ガ
ス
上
下
水
道
局
で
一

体
運
営
し
て
き
た

し
か
し

人
口
減
少

等
に
よ
る
収
入
減
少

老
朽
施
設
の
増
加

に
よ
る
維
持
管
理
費
の
増
加

耐
震
化
等

の
災
害
対
応
の
必
要
性
の
高
ま
り

職
員

と
技
術
者
不
足
に
よ
る
将
来
の
持
続
へ
の

懸
念
な
ど
の
課
題
が
山
積
す
る
中

ガ
ス

事
業
の
譲
渡
と
上
下
水
道
事
業
の
広
域
連

携

官
民
連
携
に
つ
い
て
長
年
に
わ
た
り

検
討

令
和
２
年
２
月
に
﹁
ガ
ス
上
下
水

道
事
業
の
あ
り
方
検
討
報
告
書
﹂
を
ま
と

め
た

報
告
書
で
は

ガ
ス
事
業
の
譲
渡

と
上
下
水
道
事
業
の
包
括
委
託
を
最
適
な

手
法
と
し
て
示
し

３
事
業
一
体
の
官
民

連
携
手
法
の
導
入
に
よ
る
集
積
の
改
善


サ

ビ
ス
の
向
上

人
員
体
制
の
充
実
の

効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
た

同
市
は
令
和

２
年

月
に
公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ
ル
形
式

に
よ
る
事
業
者
募
集
を
開
始

プ
ロ
ポ


ザ
ル
を
経
て

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
ら
の
グ
ル

プ
を
優
先
交
渉
権
者
に
選

定
し
た

こ
れ
に
基
づ
き

Ｊ
Ｆ
Ｅ
エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
と
北
陸
ガ
ス

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ

Ｘ
︵
旧
・
国
際
石
油
開
発
帝
石
︶
の
３
社

は
﹁
妙
高
Ｇ
Ｅ︵
グ
リ

ン
エ
ナ
ジ

︶﹂

を
令
和
３
年
８
月
に
設
立


　
同
年
９
月
の
市
議
会
で
は

ガ
ス
供
給

条
例
の
廃
止
や
上
下
水
道
事
業
の
包
括
委

託
に
係
る
債
務
負
担
行
為
の
設
定
な
ど
が

可
決
さ
れ

ガ
ス
事
業
の
譲
受
と
上
下
水

道
事
業
の
包
括
委
託
に
関
す
る
本
契
約
を

締
結
し
た

上
下
水
道
の
包
括
委
託
に
関

し
て
は

市
が
所
管
す
る
水
道
事
業
︵
上

水
道

簡
易
水
道

小
規
模
水
道
︶
と
下

水
道
事
業
︵
公
共
下
水
道

特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
︶
農
業
集
落
排
水
事
業

の
３
事
業
に
つ
い
て

妙
高
Ｇ
Ｅ
が
▽
経

営
・
計
画
支
援
▽
管
理
支
援
︵
総
務
・
財

務
・
固
定
資
産
関
係
の
補
助
な
ど
︶
▽
施

設
の
維
持
管
理
▽
料
金
徴
収
・
窓
口
関
係

▽
危
機
管
理
対
応


な
ど
の
業
務
を
行

う

対
象
施
設
は
管
路
を
含
め
た
全
て
の

施
設

委
託
期
間
は
令
和
４
年
４
月
１
日

か
ら

年
間

ガ
ス
・
上
下
水
道
の
共
通

業
務
と
し
て
は

▽
検
針
・
閉
開
栓
▽
顧

客
情
報
管
理
▽
管
路
の
工
事
・
維
持
▽
料

金
徴
収
▽
電
力
購
入


な
ど
に
加
え


上
下
水
道
施
設
の
運
転
・
維
持
管
理
や
ユ


テ

リ
テ

関
係
業
務
を
行
う

ガ
ス

事
業
に
つ
い
て
は
経
営
ま
で
を
担
う


　
今
年
６
月
に
は
内
閣
府
民
間
資
金
等
活

用
事
業
推
進
室
︵
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
推
進

室
︶
の
第
１
回
﹁
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

優
良
事
例
表
彰
﹂
の
優
秀
賞
に
輝
い
た



年
間
の
長
期
契
約

性
能
発
注

施
設

の
維
持
管
理
・
修
繕
等
の
業
務
を
対
象
と

し
て
お
り

ウ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
レ
ベ
ル

３
・
５
を
目
指
し
て

包
括
委
託
の
業
務

内
容
に
施
設
の
更
新
工
事
や
プ
ロ
フ



ト
シ

ア
を
盛
り
込
む
予
定
と
な

て
い

る
こ
と
な
ど
が
評
価
さ
れ
た


　
糸
魚
川
市
で
は

令
和
４
年
度
か
ら
市

が
運
営
す
る
ガ
ス

水
道

簡
易
水
道


下
水
道
の
４
事
業
の
官
民
連
携
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
い
る

有
識
者
に
よ
る
専

門
の
検
討
委
員
会
で
の
議
論
で
は

市
が

新
た
に
官
民
共
同
出
資
会
社
を
設
立
し
た

上
で

同
社
に
ガ
ス
事
業
を
譲
渡
す
る
と

と
も
に

水
道
事
業

簡
易
水
道
事
業


下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は

ウ


タ


Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
類
型
の
一
つ
と
な
る
管
理
・
更

新
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
︵
レ
ベ
ル
３

・
５
︶
に
よ
る
委
託
を
行
う
こ
と
が
望
ま

し
い
と
す
る
答
申
が
出
さ
れ
る
な
ど

具

体
化
に
向
け
た
動
き
の
本
格
化
が
期
待
さ

れ
て
い
る


◇

　
糸
魚
川
市
で
は
ガ
ス

水
道

簡
易
水

道

下
水
道
の
４
事
業
を
一
体
的
に
運
営

す
る
体
制
と
な

て
い
る

一
方
で
こ
れ

を
支
え
る
職
員
は
全
体
で

人
弱

さ
ら

に
ガ
ス
事
業
に
つ
い
て
は

職
員
の
多
く

が

代
と
技
術
継
承
も
含
め
た
執
行
体
制

の
確
保
が
課
題
と
な

て
い
た
加
え
て


全
国
的
な
人
口
減
少
に
伴
う
水
道

下
水

道
の
有
収
水
量
や
ガ
ス
の
販
売
量
は
減
少

傾
向
に
あ
り

市
が
行

た
推
計
で
は
令

和
３
年
度
の
実
績
値
と
比
較
し
て


年

度
に
は
水
道

簡
易
水
道

下
水
道
で
そ

の
有
収
水
量
は
約
９

８
・
５
割
に
ま
で

落
ち
込
む
予
測
と
な

て
い
た


　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で

市
が
運
営
す

る
ガ
ス

水
道

簡
易
水
道

下
水
道
の

４
事
業
を
持
続
的
な
も
の
と
す
る
た
め


官
民
連
携
の
導
入
検
討
に
着
手

令
和
６

年
３
月
に
は

ガ
ス
上
下
水
道
事
業
の
官

民
連
携
あ
り
方
検
討
委
員
会
︵
委
員
長


加
藤
裕
之
東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究

科
特
任
准
教
授
︶
を
設
置
し

市
が
運
営

す
る
４
事
業
に
つ
い
て
現
状
把
握
や
課
題

の
整
理
を
行
う
と
と
も
に

課
題
を
踏
ま

え
た
解
決
手
法
と
し
て
最
適
な
官
民
連
携

の
事
業
方
式
の
検
討

民
間
事
業
者
の
意

向
調
査

財
政
効
果
の
検
討
な
ど
を
進
め

た


　
官
民
連
携
の
導
入
に
当
た

て

市
で

は
４
事
業
を
一
体
的
に
包
括
的
民
間
委
託

と
し
て
民
間
に
委
ね
る
﹁
方
式
１
﹂
ガ

ス

下
水
道
の
２
事
業
に
コ
ン
セ

シ


ン
方
式
を
導
入
し

水
道

簡
易
水
道
の

２
事
業
は
包
括
的
民
間
委
託
を
採
用
す
る

﹁
方
式
２
﹂
ガ
ス
事
業
を
民
間
事
業
者

に
譲
渡
し

水
道

簡
易
水
道

下
水
道

の
３
事
業
に
包
括
的
民
間
委
託
を
採
用
す

る
﹁
方
式
３
﹂
の
三
つ
の
類
型
を
提
示


そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
を
採
用
し
た
場
合
の
メ

リ

ト
・
デ
メ
リ

ト
を
整
理
し

最
適

な
手
法
選
択
を
模
索
し
た


　
全
５
回
に
わ
た
る
議
論
の
成
果
と
し
て

取
り
ま
と
め
ら
れ
た
提
言
で
は

市
に
よ

る
官
民
共
同
出
資
の
株
式
会
社
を
設
立

し

こ
こ
に
ガ
ス
事
業
を
譲
渡
す
る
と
と

も
に
水
道
事
業
・
簡
易
水
道
事
業
・
下
水

道
事
業
に
包
括
的
民
間
委
託
を
行
う
方
式

３
が
望
ま
し
い
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た


　
特
に
３
事
業
の
包
括
的
民
間
委
託
に
つ

い
て
は

事
業
範
囲
に
つ
い
て
施
設
や
管

路
の
維
持
管
理
業
務
な
ど
に
加
え
て

設

計
・
工
事
業
務
の
一
部

整
備
計
画
や
長

期
計
画
の
策
定
支
援
な
ど
も
盛
り
込
む
考

え
で

政
府
が
掲
げ
る
ウ


タ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
の
レ
ベ
ル
３
・
５
に
相
当
す
る
も
の
と

な
る


　

月
に
は
提
言
を
踏
ま
え
た
市
の
基
本

方
針
も
公
表

新
た
に
﹁
官
民
共
同
出
資

会
社
﹂
を
設
立
す
る
と
と
も
に

市
の
出

資
比
率
は
数
％
に
と
ど
め

民
間
の
創
意

工
夫
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
民
間
主
導
の

事
業
会
社
を
目
指
す
こ
と
と
し
た


　
守
谷
市
で
は

水
道
事
業

下
水
道
事

業

農
業
集
落
排
水
事
業
の
運
転
維
持
管

理

さ
ら
に
上
下
水
道
事
業
の
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
務
を
包
括
的
に
民
間
事
業
者
に

委
託
し

事
業
の
効
率
化
と
利
用
者
へ
の

サ

ビ
ス
向
上
を
図

て
い
る

ウ



タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
維
持
管
理
・
更
新
一
体
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
︵
レ
ベ
ル
３
・
５
︶
の

導
入
事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
る


◇

　
市
で
は
水
道
事
業

下
水
道
事
業

農

業
集
落
排
水
事
業
を
運
営
し
て
い
る

官

民
連
携
に
つ
い
て
は
平
成

年
に
浄
化
セ

ン
タ

や
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
に
お
け
る

運
転
・
保
守
管
理
や
調
達
管
理
等
を
対
象

に
﹁
下
水
道
施
設
管
理
等
包
括
業
務
委

託
﹂
を
実
施
し

平
成

年
か
ら
は
水
道

施
設
を
含
め

修
繕
業
務
等
も
対
象
と
し

た
﹁
上
下
水
道
施
設
管
理
等
包
括
業
務
委

託
﹂
を
実
施
し
て
い
た


　
従
来
の
包
括
委
託
で
は

日
常
管
理
の

範
疇
で
施
設
の
異
常
や
不
具
合
の
把
握
を

行
い
定
期
修
繕
計
画
を
立
案
そ
の
計
画

を
受
け

市
が
単
独
費
で
修
繕
を
実
施
し

て
き
た

ス
ト

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画

に
基
づ
く
計
画
的
な
維
持
管
理
・
改
築
更

新
へ
と
転
換
す
れ
ば
国
庫
補
助
対
象
と
な

る
老
朽
化
設
備
も
あ

た
も
の
の

計
画

反
映
に
至
る
ま
で
の
煩
雑
さ
や

維
持
管

理
情
報
と
計
画
の
整
合
性
を
整
え
る
上
で

ノ
ウ
ハ
ウ
や
マ
ン
パ
ワ

面
で
課
題
が
あ

り
思
う
よ
う
に
取
り
か
か
れ
な
か

た


　
特
に
今
後
老
朽
化
施
設
が
増
大
す
る
一

方
で

こ
れ
を
支
え
る
職
員
数
は
不
足
し

て
お
り

ま
た
維
持
管
理
を
行
う
上
で
の

現
状
の
施
設
情
報
の
整
備
や
財
源
の
確
保

な
ど
が
課
題
と
な

て
い
た


　
そ
こ
で
市
で
は

次
の
包
括
委
託
に
向

け
て
上
下
水
道
施
設
の
運
転
・
保
守
管
理

等
の
現
場
業
務
に
加
え

コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
も
追
加
し
パ

ケ

ジ
化
す
る
こ

と
を
志
向

業
務
内
容
に

維
持
管
理
業

務
を
通
じ
て
得
た
知
見
を

ビ
ジ

ン
や

経
営
戦
略

総
合
地
震
対
策
計
画
の
改
定

・
策
定
業
務

次
期
ス
ト
マ
ネ
計
画
策
定

に
生
か
す
と
と
も
に

工
事
の
施
工
監
理

ま
で
も
含
む
も
の
で
当
時

全
国
で
も
珍

し
い
形
態
だ

た

運
転
管
理
・
維
持
管

理
業
務
に
つ
い
て
も

維
持
管
理
業
者
と

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
で
連
携
し

ス
ト
マ
ネ

計
画
策
定
を
前
提
と
し
た
効
率
的
・
計
画

的
な
調
査
へ
と
移
行
す
る
こ
と
で

維
持

管
理
起
点
の
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｄ
サ
イ
ク
ル
の
好
循

環
も
目
指
し
た


◇

　
こ
の
包
括
委
託
で
は
市
財
政
負
担
の
軽

減
も
図
ら
れ

こ
れ
ま
で
定
期
修
繕
で
対

応
し
て
い
た
メ
ニ


の
中
か
ら
改
築
更

新
で
対
応
で
き
る
も
の
を
精
査
し

次
期

ス
ト
マ
ネ
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
で

国

庫
補
助
金
を
活
用
し
た
改
築
更
新
が
行
え

る
よ
う
に
な

た

契
約
履
行
期
間
を


年
に
延
長
し
た
の
も
ス
ト
マ
ネ
計
画
期
間

と
事
業
認
可
期
間
の
整
合
を
図
る
と
と
も

に

民
の
創
意
工
夫
が
よ
り
発
揮
し
や
す

い
事
業
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
を
狙


た

こ
う
し
た
市
の
包
括
の
取
組
み
は
ウ



タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
レ
ベ
ル
３
・
５
の
４

要
件
全
て
合
致
す
る
も
の


　
現
在
は
公
募
型
プ
ロ
ポ

ザ
ル
方
式
を

経
て

ウ


タ

エ

ジ

ン
シ

・

オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
・
中
央

設
計
技
術
研
究
所
共
同
企
業
体
を
事
業
者

に
選
定
し

３
事
業
一
体
の
レ
ベ
ル
３
・

５
の
現
場
が
ス
タ

ト
し
て
い
る


　
新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
に
お
い
て

﹁
重
点
的
に
取
り
組
む
主
な
内
容
﹂
の
一

つ
と
し
て
柱
建
て
さ
れ
て
い
る
﹁
代
替
性

・
多
重
性
等
に
よ
る
安
定
し
た
水
供
給
の

確
保
﹂水
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
化
早
期
復

旧
を
実
現
す
る
災
害
復
旧
手
法
の
構
築


非
常
時
に
お
け
る
地
下
水
等
の
代
替
水
源

と
し
て
の
有
効
活
用

災
害
対
応
上
有
効

と
認
め
ら
れ
る
新
技
術
の
活
用
推
進
が
位

置
付
け
ら
れ

こ
れ
に
基
づ
い
た
施
策
推

進
に
注
目
が
集
ま

て
い
る


◇

　
水
循
環
基
本
計
画
内
に
大
き
く
盛
り
込

ま
れ
る
こ
と
の
背
景
と
な

た
の
が

能

登
半
島
地
震
に
お
け
る
上
下
水
道
施
設
の

被
災
が
ク
ロ

ズ
ア

プ
さ
れ
た
こ
と

だ


　
上
下
水
道
施
設
が
甚
大
な
被
害
を
受

け

飲
料
水
だ
け
で
な
く
生
活
用
水
の
確

保
が
課
題
と
な

た

被
災
地
の
一
部
で

は

地
下
水
や
湧
水

雨
水
が
活
用
さ
れ

る
な
ど

代
替
水
源
の
重
要
性
を
再
確
認

さ
れ
た


　
こ
う
し
た
中

新
た
な
水
循
環
基
本
計

画
内
に
は

主
な
取
組
み
例
と
し
て
災
害

時
の
拠
点
と
な
る
避
難
所
や
病
院
な
ど
重

要
施
設
に
係
る
上
下
水
道
管
路
の
耐
震
化

等
を
一
体
で
推
進
す
る
な
ど

水
イ
ン
フ

ラ
の
耐
震
化
の
推
進

早
期
復
旧
を
実
現

す
る
上
下
水
道
一
体
と
な

た
災
害
復
旧

手
法
の
構
築
非
常
時
に
地
下
水
・
雨
水
等

の
代
替
水
源
と
し
て
の
有
効
活
用

雨
水

も
利
用
で
き
る
水
循
環
型
シ

ワ

な
ど

の
災
害
対
応
上
有
効
と
認
め
ら
れ
る
新
技

術
の
活
用
推
進
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る


　
こ
の
う
ち
施
設
耐
震
化
の
関
連
施
策
で

は

７
月
に
岸
田
文
雄
首
相︵
当
時
︶が


能
登
半
島
地
震
で
上
下
水
道
施
設
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
こ
と
を
踏
ま
え

上
下

水
道
シ
ス
テ
ム
の
﹁
急
所
﹂
と
な
る
施
設

の
耐
震
化
状
況
に
つ
い
て

全
国
の
地
方

公
共
団
体
を
対
象
に
緊
急
点
検
を
実
施

し


月
ま
で
に
結
果
を
取
り
ま
と
め
る

と
と
も
に

こ
れ
を
基
に
し
た
上
下
水
道

施
設
の
耐
震
化
計
画
の
策
定
を
求
め
て
い

く
こ
と
を
表
明


　
国
土
交
通
省
で
は

こ
れ
を
踏
ま
え
て

令
和
７
年
度
予
算
要
求
に
お
い
て

耐
震

対
策
の
実
施
箇
所
を
﹁
急
所
﹂
と
﹁
重
要

施
設
に
接
続
す
る
管
き

﹂
に
集
中
さ
せ

る
方
針
に
加
え

能
登
地
域
を
フ


ル

ド
と
し
た
技
術
実
証
な
ど
を
盛
り
込
ん

だ


　
処
理
場
に
直
結
す
る
下
水
道
管
な
ど
シ

ス
テ
ム
の
﹁
急
所
﹂
と
な
る
施
設
や

重

要
施
設
に
接
続
す
る
上
下
水
道
管
路
の
耐

震
化
を

個
別
補
助
制
度
に
よ

て
計
画

的
・
集
中
的
に
支
援
し
て
い
く

今
後
の

上
下
水
道
の
耐
震
化
に
つ
い
て
は﹁
急
所
﹂

と
﹁
重
要
施
設
﹂
に
特
化
し

ま
た
重
要

施
設
に
つ
い
て
は

上
下
水
道
管
路
の
一

体
的
な
耐
震
化
を
念
頭
に
置
い
て
い
く
方

針
だ


　
能
登
半
島
地
震
で
は

能
登
６
市
町
へ

の
支
援
に
向
か
う
た
め
の
拠
点
が
確
保
で

き
ず

支
援
隊
が
長
時
間
を
か
け
て
移
動

す
る
こ
と
と
な

た


　
こ
の
反
省
を
生
か
し

浄
水
場
や
処
理

場
を
支
援
隊
の
宿
泊
場
所
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
や

応
急
対
応
に

必
要
な
資
機
材
を
確
保
す
る
と
い

た

﹁
防
災
拠
点
化
﹂
す
る
た
め
の
支
援
も
合

わ
せ
て
要
求
し
て
い
る


　
９
月
に
は

こ
の
耐
震
化
計
画
の
策
定

に
向
け
た
様
式
な
ど
と
と
も
に
上
下
水
道

一
体
と
な

た
耐
震
化
計
画
を
来
年
１
月

末
ま
で
に
策
定
す
る
よ
う
要
請
す
る
事
務

連
絡
を
発
出
し
た


　
計
画
期
間
は

令
和
７
年
度
か
ら
５
年

程
度
で

計
画
内
に
は

区
域
内
の
避
難

所
と
い

た
重
要
施
設
の
数
や
名
称

急

所
と
な
る
施
設
の
耐
震
化
の
目
標
値
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
る


　
能
登
半
島
地
震
で
は

浄
水
場
や
下
水

処
理
場

こ
れ
に
直
結
す
る
管
路
な
ど

﹁
急
所
﹂
と
な
る
施
設
の
耐
震
化
が
未
実

施
だ

た
こ
と
で
復
旧
が
長
期
化
し
た


こ
れ
ら
の
教
訓
を
踏
ま
え
て

国
交
省
で

は
全
国
の
水
道
事
業
者

下
水
道
管
理
者

に
対
し
て

上
下
水
道
シ
ス
テ
ム
の
﹁
急

所
﹂
と
な
る
施
設
や

避
難
所
や
病
院
と

い

た
重
要
施
設
に
接
続
す
る
上
下
水
道

管
路
の
耐
震
化
状
況
に
つ
い
て

緊
急
点

検
を
実
施
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
た

今

回
の
耐
震
化
計
画
は

こ
の
緊
急
点
検
の

結
果
を
踏
ま
え
て
策
定
す
る


　
耐
震
化
計
画
は

原
則
と
し
て
上
下
水

道
一
体
と
な

た
も
の
を
策
定
す
る

水

道
が
企
業
団
方
式
を
採
用
し
て
い
る
な

ど

複
数
の
下
水
道
管
理
者
の
処
理
区
域

に
水
道
事
業
者
の
給
水
区
域
が
ま
た
が
る

場
合
は

相
互
に
調
整
を
行

た
上
で
目

標
や
計
画
期
間
の
考
え
方
を
統
一
す
る
な

ど
と
し

水
道

下
水
道
そ
れ
ぞ
れ
で
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
し
た

ま

た
流
域
下
水
道
と
水
道
用
水
供
給
事
業
に

つ
い
て
も

そ
れ
ぞ
れ
で
の
計
画
策
定
が

可
能
と
な
る


　
耐
震
化
計
画
に
含
め
る
項
目
は

耐
震

化
完
了
ま
で
を
含
め
た
中
長
期
の
目
標
や

計
画
期
間
と
と
も
に

▽
避
難
所
等
の
重

要
施
設
の
設
定
▽
水
道

下
水
道
シ
ス
テ

ム
の
急
所
と
な
る
施
設
の
耐
震
化
▽
避
難

所
等
の
重
要
施
設
に
接
続
す
る
水
道

下

水
道
管
路
の
耐
震
化


な
ど
を
盛
り
込

む


　
下
水
道
の
急
所
と
な
る
施
設
の
考
え
方

は

下
水
処
理
場
の
揚
水

消
毒

沈
殿

施
設

下
水
処
理
場
と
そ
の
直
前
の
最
終

合
流
地
点
ま
で
の
管
路
と
ポ
ン
プ
場

ま

た
流
域
下
水
道
は

最
終
合
流
地
点
以
前

の
管
路
ポ
ン
プ
場
も
急
所
施
設
と
す
る


　
耐
震
化
計
画
内
に
は
こ
れ
ら
の
施
設
の

数
や
延
長

現
状
の
耐
震
化
率
と
目
標
耐

震
化
率
な
ど
を
書
き
込
む


　
ま
も
な
く

緊
急
点
検
の
結
果
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
る
中

今
後
の
耐
震
対
策
へ

の
注
目
が
集
ま

て
い
る


　新たな水循環基本計画では、今後、５年間で重点的に取り組む事項として▽代替性・多重性等による安定した水供給の確保▽施設
等再編や官民連携による上下水道一体での最適で持続可能な上下水道への再構築▽年カーボンニュートラル等に向けた地球温暖
化対策の推進▽健全な水循環に向けた流域総合水管理の展開―の四つの柱が設定されている。能登半島地震の教訓を踏まえた上下
一体の耐震化や、ウォーターＰＰＰの導入などを通じた基盤強化、カーボンニュートラルの視点を踏まえた水インフラの再配置など
の議論が今後進むこととなる。今回、新たな水循環基本計画で掲げられた柱に関連する国や地方公共団体の取組み状況を紹介する。



特集　水循環基本計画

　豊田市　　人工衛星とＡＩによる水道管の〝健康診断〟

岸田前首相の豊田市視察　（出典：首相官邸ＨＰ）

　内閣府　　ＰＰＰ／ＰＦＩ推進アクションプラン

健全な水循環へ
　愛知県　　矢作川・豊川におけるＣＮプロジェクト

ＣＮプロジェクトの主な施策
（愛知県資料から抜粋）

年カーボンニュートラル等に向けた地球温暖化対策の推進

（　１９　） 第５９３１号
昭和年２月９日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　　　） ２０２４年（令和６年）１０月１０日毎週月・木曜日発行（週２回）（　１９　） 第５９３１号
昭和年２月９日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　　　） ２０２４年（令和６年）１０月１０日毎週月・木曜日発行（週２回）

　
豊
田
市
上
下
水
道
局
は

Ａ
Ｉ
を
活
用
し

た
水
道
管
路
劣
化
診
断
ツ

ル
を
用
い
る
な

ど

先
進
技
術
を
活
用
し
な
が
ら
効
率
的
・

効
果
的
な
ス
ト

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
展
開

す
る


　
同
局
が
導
入
し
た
Ａ
Ｉ
水
道
管
路
劣
化
予

測
診
断
ツ

ル
は

水
道
事
業
体
が
有
す
る

水
道
管
路
に
関
す
る
情
報
︵
管
種
・
布
設
年

度
・
長
さ
︶
や
過
去
の
漏
水
履
歴

同
社
が

独
自
に
収
集
し
た
環
境
デ

タ
ベ

ス
︵
土

壌
・
気
候
・
人
口
な
ど
︶を
組
み
合
わ
せ
管

路
の
破
損
確
率
を
Ａ
Ｉ
で
解
析
す
る
も
の


市
内
全
域
の
３
６
０
０


超
の
導
・
送
・

配
水
管
を
対
象
に
診
断
を
委
託
し
た


　
導
入
以
前

同
局
で
は
﹁
水
道
ス
ト

ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
﹂
に
基
づ
く
管
路
更
新

を
進
め
て
い
る
が

更
新
の
優
先
順
位
が
定

め
ら
れ
て
い
る
の
は
重
要
管
路
や
一
定
以
上

の
口
径
の
管
路
の
み
と
な

て
い
た
ま
た


旧
簡
水
地
区
の
過
去
か
ら
の
経
緯
な
ど
を
熟

知
し
て
い
た
職
員
の
退
職
等
に
よ
り

管
網

機
能
評
価
委
託
と
同
様
な
手
法
を
再
度
行


て
も

十
分
な
精
査
を
行
う
こ
と
が
難
し
い

こ
と
が
判
明
し
て
い
た


　
こ
う
し
た
背
景
か
ら

市
民
生
活
へ
の
影

響
が
直
結
す
る
整
備
管
路
の
選
定
等
に
つ
い

て
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め

優
先
順
位
付

け
の
客
観
的
根
拠
を
定
め
て
お
く
べ
く

小

口
径
管
を
含
め
た
劣
化
予
測
を
実
施

布
設

年
度
は
新
し
い
が
劣
化
が
進
行
し
て
い
る
た

め
前
倒
し
で
更
新
す
る
管
路

布
設
年
度
は

古
い
が
健
全
な
状
態
を
保

て
い
る
た
め
更

新
せ
ず
に
延
命
化
す
る
管
路
が
明
確
に
な

り

選
択
と
集
中
に
よ
る
効
率
化
に
つ
な
が


た


　
さ
ら
に
同
局
で
は

人
工
衛
星
が
撮
影
し

た
画
像
デ

タ
を
も
と
に
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
水

道
管
の
漏
水
調
査
を
行
う
技
術
を
国
内
で
初

め
て
導
入

多
様
な
技
術
を
組
み
合
わ
せ
な

が
ら

漏
水
可
能
性
区
域
の
判
定
や
管
路
劣

化
予
測
の
精
度
向
上
を
図
る


　
こ
れ
ら
一
連
の
取
組
み
は

令
和
３
年
度

に
日
本
水
道
協
会
の
水
道
イ
ノ
ベ

シ

ン

賞
︵
特
別
賞
︶
を
受
賞

民
間
事
業
者
の
有

す
る
Ａ
Ｉ
診
断
技
術
等
に
ベ
テ
ラ
ン
職
員
の

暗
黙
知
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
に
よ

て
各
管

路
の
機
能
や
重
要
性
が
十
分
踏
ま
え
ら
れ
て

い
る
点
に
加
え

同
様
の
Ａ
Ｉ
劣
化
診
断
技

術
を
導
入
す
る
ガ
ス
事
業
者
と
診
断
結
果
を

共
有
す
る
こ
と
で
同
水
道
・
ガ
ス
の
同
時
施

工
に
結
び
つ
け
る
な
ど
の
創
意
工
夫
も
高
く

評
価
さ
れ
た


　
こ
の
ほ
か

政
府
の
﹁
Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
田
︵
デ

ジ
で
ん
︶甲
子
園
２
０
２
３
﹂に
お
い
て
も


横
展
開
へ
の
期
待
の
高
さ
な
ど
が
評
価
さ

れ

地
方
公
共
団
体
部
門
で
内
閣
総
理
大
臣

賞
を
受
賞
し
て
い
る


　
新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
の
柱
の
一
つ
と

な

て
い
る
﹁
施
設
等
再
編
や
官
民
連
携
に

よ
る
上
下
水
道
一
体
で
の
最
適
で
持
続
可
能

な
上
下
水
道
へ
の
再
構
築
﹂
人
口
減
少
や

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
が
進
む
中
で

災
害
に
強

く

持
続
可
能
な
上
下
水
道
の
機
能
を
確
保

す
る
た
め

新
た
な
官
民
連
携
の
枠
組
み
で

あ
る
ウ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
は
じ
め
と
し
た

官
民
連
携
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
掲

げ
ら
れ
て
い
る


◇

　
ウ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
が
初
め
て
示
さ
れ
た

の
は

上
下
水
道
を
含
め
た
政
府
の
官
民
連

携
に
関
す
る
基
本
方
針
を
示
す
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ

Ｆ
Ｉ
推
進
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
だ


　
ウ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は

令
和

５
年
度
の
改
定
で
示
さ
れ
た

コ
ン
セ

シ


ン
方
式
や
こ
れ
に
準
じ
た
維
持
管
理
と
更

新
が
一
体
と
な

た
長
期
契
約
型
の
官
民
連

携
方
式
の
総
称
で

上
下
水
道
分
野
で
２
０

０
件
の
具
体
化
を
狙
う
こ
と
が
掲
げ
ら
れ

た

特
に
下
水
道
分
野
に
つ
い
て
は

ウ



タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
導
入
決
定
が

９
年
度
以

降
の
汚
水
管
の
改
築
に
対
す
る
国
費
支
援
の

要
件
と
な
る
な
ど
そ
の
関
心
が
高
ま

て
い

る


　
コ
ン
セ

シ

ン
に
準
じ
た
官
民
連
携
方

式
は
﹁
管
理
・
更
新
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方

式
﹂
と
位
置
付
け
ら
れ
た

コ
ン
セ

シ


ン
方
式
と
異
な
り

対
象
施
設
の
運
営
権
は

設
定
せ
ず

原
則

年
の
長
期
契
約
で
あ
る

こ
と
や
性
能
発
注
で
あ
る
こ
と

維
持
管
理

と
更
新
を
一
体
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と

に
加
え
て

受
託
事
業
者
の
創
意
工
夫
で
実

現
し
た
工
事
費
・
維
持
管
理
費
の
縮
減
分
を

官
民
で
分
け
合
う﹁
プ
ロ
フ


ト
シ

ア
﹂

の
仕
組
み
を
導
入
す
る
こ
と
を
具
体
的
な
要

件
と
し
て
設
定
し
た


　
対
象
施
設
は

処
理
場
や
ポ
ン
プ
場
に
加

え
て

こ
の
中
に
管
路
も
含
め
る
こ
と
を
前

提
と
し
つ
つ

民
間
企
業
の
参
入
意
向
な
ど

も
踏
ま
え
て
決
定
す
る
こ
と
も
合
わ
せ
て
示

し
た
管
路
に
つ
い
て
は
移
行
措
置
と
し
て

仕
様
発
注
か
ら
開
始
す
る
こ
と
も
認
め
る


詳
細
調
査
や
更
新
な
ど
を
実
施
し
た
箇
所
か

ら
段
階
的
に
性
能
発
注
へ
移
行
す
る


　
施
設
の
更
新
に
つ
い
て
は

受
託
事
業
者

が
直
接
更
新
工
事
を
担
う
﹁
更
新
実
施
型
﹂

と

地
方
公
共
団
体
側
が
別
途
更
新
工
事
を

発
注
し

受
託
事
業
者
は
ス
ト

ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
の
策
定
や
更
新
工
事
の
設
計
・

施
工
を
監
督
す
る
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ

ン
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
を
採
用
す
る
﹁
更
新
支
援

型
﹂
の
２
パ
タ

ン
を
設
定
し
た


　
運
営
権
を
設
定
し
な
い
た
め

地
方
議
会

で
の
議
決
が
不
要
と
な
る
な
ど
導
入
ま
で
の

ハ

ド
ル
を
抑
え
る
一
方
で

性
能
発
注
と

い

た
民
間
企
業
の
創
意
工
夫
を
取
り
込
ん

で
コ
ス
ト
縮
減
を
実
現
す
る
コ
ン
セ

シ


ン
方
式
の
利
点
を
生
か
す
の
が
特
長
だ

特

に
中
小
規
模
の
地
方
公
共
団
体
で
の
執
行
体

制
の
脆
弱
化
が
進
む
中
で

選
択
し
や
す
い

制
度
設
計
を
進
め
る
狙
い
が
あ
る


　
続
く
令
和
６
年
改
定
版
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
推
進
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
で
は

新
た
な

観
点
と
し
て

ウ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
集
落
排
水
施
設
も
含
め
た
分
野
横
断
型
・

広
域
型
の
案
件
形
成
へ
の
支
援
を
盛
り
込
ん

だ


　
下
水
道
分
野
で
は

令
和
５
年
の
改
定
で

水
道

工
業
用
水
道
と
と
も
に
ウ


タ


Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
推
進
が
位
置
付
け
ら
れ

所
管
す

る
国
土
交
通
省
で
は

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整

備
や
自
治
体
へ
の
制
度
の
周
知

民
間
企
業

と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行

て
き
た


　
令
和
６
年
の
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
で
示
さ

れ
た
ウ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
具
体
化
件
数
の

実
績
値
で
は

下
水
道
分
野
は
令
和
４
年
度

で
２
件

５
年
度
に
３
件
と
な

て
お
り


ま
た
具
体
化
件
数
の
見
込
み
に
つ
い
て
は


６
年
度
に

件

７
年
度
以
降
の
比
較
的
早

期
に
具
体
化
す
る
も
の
が

件
あ
る


　
ア
ク
シ

ン
プ
ラ
ン
内
で
柱
の
一
つ
と
し

て
示
さ
れ
た
分
野
横
断
型
・
広
域
型
の
Ｐ
Ｐ

Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
推
進
は

自
治
体
に
お
け
る

職
員
数
の
減
少
や

民
間
事
業
者
へ
の
参
入

意
欲
の
向
上
が
見
込
ま
れ
る
も
の
と
し
て


そ
の
積
極
的
な
推
進
を
掲
げ
て
い
る


　
具
体
例
と
し
て

集
落
排
水
と
下
水
道
と

の
連
携
な
ど
を
示
し

今
後
そ
の
案
件
形
成

に
向
け
て
取
り
組
む
地
方
公
共
団
体
を
積
極

的
に
支
援
す
る
と
し
た


　
分
野
横
断
型
・
広
域
型
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ

Ｉ
の
メ
リ

ト
や
課
題

対
応
策
を
整
理
し

た
手
引
き
を
今
年
度
中
に
公
表
す
る
と
と
も

に

そ
の
推
進
に
向
け
た
各
種
施
策
も
検
討

す
る


　
こ
れ
に
加
え
て

Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活

用
領
域
の
拡
大
と
し
て

カ

ボ
ン
ニ



ト
ラ
ル
な
ど
社
会
課
題
へ
の
対
応
に
も
民
間

の
資
金
や
人
材

ノ
ウ
ハ
ウ

経
営
能
力
な

ど
を
有
効
活
用
し
て
い
く

そ
の
一
つ
と
し

て

上
下
水
道
施
設
の
再
編
に
よ
る
省
エ
ネ

化
な
ど
流
域
総
合
水
管
理
の
推
進
を
示
し

た


　
水
系
全
体
で
水
を
活
用
し
た
カ

ボ
ン
ニ



ト
ラ
ル
の
取
組
み
を
官
民
連
携
で
推
進

す
る
た
め

今
年
度
か
ら
代
表
水
系
で
の
検

討
を
開
始
し

今
後
全
国
の
河
川
で
検
討
す

る


　
愛
知
県
が
取
り
組
む
﹁
矢
作
川
・
豊
川
カ


ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
プ
ロ
ジ

ク
ト
﹂は


防
災
・
減
災
や
安
定
的
な
水
供
給
の
確
保


持
続
可
能
な
経
営
な
ど
と
い

た
各
事
業
分

野
の
既
存
施
策
を
進
め
つ
つ

あ
ら
ゆ
る
流

域
関
係
者
の
連
携
等
の
下
で
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
の
削
減
な
ど
に
取
り
組
み

カ

ボ

ン
ニ


ト
ラ
ル
の
実
現
を
目
指
す
も
の


カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
施
策
を
加
速
す
る

た
め
に
実
施
し
た
ア
イ
デ
ア
募
集
企
画
と
し

て
提
案
さ
れ

令
和
３
年
９
月
か
ら
矢
作
川

流
域
に
お
け
る
取
組
み
と
し
て
事
業
化
に
着

手
し
た

４
年
８
月
に
矢
作

川
Ｃ
Ｎ
推
進
協
議
会
を
設

立

５
年
９
月
に
は
豊
川
流

域
を
含
む
三
河
全
域
に
対
象

地
域
を
拡
大
し
た


　
同
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
は


協
議
会
の
下
に
設
け
る
４
分

科
会
︵
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ


分
科
会

省
エ
ネ
ル
ギ


分
科
会

Ｃ
Ｏ

吸
収
量
の

維
持
・
拡
大
分
科
会

新
技

術
・
新
シ
ス
テ
ム
分
科
会
︶

に
お
い
て
具
体
的
な
取
組
み
等
を
議
論

当

面
優
先
し
て
取
り
組
む
施
策
の
う
ち

上
下

水
道
分
野
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
▽
浄
水

場
・
下
水
処
理
施
設
の
上
部
・
用
地
を
活
用

し
た
太
陽
光
発
電
▽
水
道
施
設
の
再
編
▽
下

水
道
施
設
の
統
廃
合
▽
下
水
処
理
の
運
転
水

準
見
直
し
▽
水
循
環
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

水
利
用
の
最
適
化
▽
上
下
水
道
施
設
の
連
携

に
よ
る
省
エ
ネ
化


な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る


　
こ
の
う
ち
水
道
施
設
の
再
編
の
観
点
で

は

老
朽
化
し
た
豊
橋
浄
水
場
︵
県
営
水
道

用
水
供
給
事
業
︶
の
再
整
備
を
ウ


タ


Ｐ
Ｐ
Ｐ
︵
コ
ン
セ

シ

ン
お
よ
び
管
理
・

更
新
一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
︶
の
活
用
に

よ
り
実
施
し

カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
に

最
大
限
配
慮
し
た

次
世
代
型
浄
水
場

の

構
築
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る


　
ま
た

県
営
用
水
供
給
事
業
に
お
い
て


上
流
側
に
あ
る
豊
田
浄
水
場
の
規
模
を
増
強

の
上

下
流
側
に
あ
る
幸
田
・
安
城
の
２
浄

水
場
の
処
理
水
量
を
一
部
削
減
す
る
こ
と
に

よ
り

位
置
エ
ネ
ル
ギ

を
活
用
し
た
自
然

流
下
の
運
用
拡
大
を
想
定
す
る


　
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
は

農
業
集
落
排

水
等
の
流
域
下
水
道
へ
の

統
廃
合
や
汚
泥
処
理
の
共

同
化
な
ど
の
取
組
み
を
進

め

使
用
電
力
量
の
削
減

等
に
よ
る
省
エ
ネ
ル
ギ


化
な
ど
図
る


　
ま
た

愛
知
県
の
大
村

秀
章
知
事
は
今
年
１
月


日

矢
作
川
流
域
を
中
心

と
す
る
西
三
河
地
域
に
お

い
て
県
と
市
町
等
の
連
携

に
よ
る

上
下
水
道
一
本

化

に
向
け
た
検
討
に
着
手
す
る
こ
と
を
表

明

矢
作
川
・
豊
川
Ｃ
Ｎ
プ
ロ
ジ

ク
ト
と

調
和
を
図
り
な
が
ら
料
金
収
入
減
少
へ
の
対

応
や
職
員
の
確
保

施
設
老
朽
化
な
ど
の
課

題
に
対
応
す
べ
く
効
率
的
で
持
続
可
能
な
事

業
経
営
を
目
指
す
方
針
を
示
し
た

８
月
に

は
﹁
矢
作
川
流
域
上
下
水
道
広
域
連
携
協
議

会
﹂の
設
立
を
視
野
に
準
備
会
を
立
ち
上
げ


上
下
水
道
の
広
域
連
携
組
織
の
あ
り
方
や
効

果
等
の
検
討
な
ど
を
行
い

基
本
方
針
案
の

取
り
ま
と
め
に
向
け
た
議
論
・
検
討
を
開
始

し
て
お
り

全
国
初
と
な
る
取
組
み
の
今
後

の
展
開
に
も
注
目
が
集
ま
る




人
の
営
み
と
の
調
和
を
目
指
す

齋藤　博之 内 閣 官 房 水 循 環 政 策 本 部 事 務 局 長
（国土交通省水管理・国土保全局水資源部長）

新たな水循環基本計画の全容

あ
ら
ゆ
る
主
体
関
わ
る
時
代
に

治
水
利
水
環
境
が
一
層
連
携

特集　水循環基本計画 流域総合水管理へ
（　２０　）第５９３１号

昭和年２月９日
第三種郵便物認可（　　　　　　　　　　） ２０２４年（令和６年）１０月１０日毎週月・木曜日発行（週２回）

　今年８月に決定された政府の新たな水循環基本
計画。重点的に取り組む分野には、上下水道の耐
震化や基盤強化、カーボンニュートラルなどを盛
り込んだ４本柱を掲げている。今回、齋藤博之内
閣官房水循環政策本部事務局長（国土交通省水管
理・国土保全局水資源部長）に、新たな水循環基
本計画の全容を聞いた。

　
水
循
環
基
本
計
画
の

　
変
更
の
背
景

　
水
循
環
基
本
計
画
の
変
更
の
背

景
に
は

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す


　
１
点
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
気
候
変

動
の
影
響
で
す

水
循
環
は

河

川
の
流
域
を
中
心
に
地
表
や
海


川
か
ら
蒸
発
し
た
も
の
が
雲
と
な

り

雨
と
し
て
再
び
還

て
く
る

と
い
う
サ
イ
ク
ル
を
描
き
ま
す


こ
の
水
循
環
が
地
球
温
暖
化
な
ど

世
界
的
な
気
候
変
動
の
影
響
を
大

き
く
受
け
て
い
ま
す

こ
れ
に
よ

り

こ
れ
ま
で
の
対
策
で
は
防
ぎ

き
れ
な
い
よ
う
な
豪
雨
災
害
が
発

生

頻
発
化
し
て
い
ま
す

地
球

の
誕
生
か
ら

億
年
と
い
う
長
い

歴
史
の
中
で
は

温
暖
化
と
寒
冷

化
が
繰
り
返
さ
れ
て
き
ま
し
た
が

１
０
０
年
単
位
と
い
う
短
期
間
で

こ
れ
ほ
ど
の
急
激
な
気
温
の
変
化

が
発
生
し

水
循
環
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
重
要
な

点
で
あ
り

こ
れ
が
新
た
な
水
循

環
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
た
動

機
の
一
つ
と
な

た
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん


　
２
点
目
の
ポ
イ
ン
ト
は

水
道

行
政
の
一
部
が
国
土
交
通
省
に
移

管
さ
れ

国
土
交
通
省
が
上
下
水

道
の
整
備
・
管
理
を
一
体
的
に
所

掌
す
る
こ
と
と
な

た
点
で
す


こ
れ
ま
で
の
水
供
給
は

農
業
用

水
は
農
林
水
産
省

水
道
は
厚
生

労
働
省

工
業
用
水
は
経
済
産
業

省

そ
し
て
大
本
の
水
源
開
発
や

下
水
道
を
国
土
交
通
省
が
所
掌
し

て
い
ま
し
た

人
々
の
生
活
と
密

接
に
関
係
す
る
生
活
用
水
に
つ
い

て

最
適
で
持
続
可
能
な
上
下
水

道
へ
の
再
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い

る
中
で

上
下
水
道
の
整
備
・
管

理
行
政
が
国
土
交
通
省
の
所
掌
と

な

た
こ
と
は
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト

で
す


　
そ
し
て
３
点
目
の
ポ
イ
ン
ト

が

今
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で
す


耐
震
化
未
実
施
で
あ

た
上
下
水

道
の
基
幹
施
設
等
が
被
害
を
受
け

た
こ
と
で

断
水
な
ど
の
影
響
が

長
期
化
し
ま
し
た

上
下
水
道
の

被
害
は
過
去
の
地
震
災
害
と
比
較

し
て
も
例
が
な
い
ほ
ど
大
き
く


そ
の
復
旧
に
は
社
会
的
な
関
心
が

集
ま
り
ま
し
た

ま
た

被
災
地

の
一
部
で
は
地
下
水
や
雨
水
な
ど

を
代
替
水
源
と
し
て
有
効
に
活
用

す
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
上
下
水

道
施
設
の
耐
震
化

非
常
時
の
代

替
水
源
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

ま
し
た


　
新
た
な
水
循
環

　
基
本
計
画
の
ポ
イ
ン
ト

　
こ
の
８
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
で
は


先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
三
つ
を
考
慮

し

重
点
的
に
取
り
組
む
主
な
内

容
と
し
て﹁
代
替
性
・
多
重
性
等
に

よ
る
安
定
し
た
水
供
給
の
確
保
﹂

﹁
施
設
等
再
編
や
官
民
連
携
に
よ

る
上
下
水
道
一
体
で
の
最
適
で
持

続
可
能
な
上
下
水
道
へ
の
再
構

築
﹂﹁
２
０
５
０
年
カ

ボ
ン
ニ



ト
ラ
ル
等
に
向
け
た
地
球
温

暖
化
対
策
の
推
進
﹂﹁
健
全
な
水

循
環
に
向
け
た
流
域
総
合
水
管
理

の
展
開
﹂
の
４
本
柱
を
掲
げ
て
い

ま
す


　
１
点
目
の
柱
は
﹁
代
替
性
・
多

重
性
等
に
よ
る
安
定
し
た
水
供
給

の
確
保
﹂
で
す


　
能
登
半
島
地
震
の
教
訓
を
踏
ま

え

大
規
模
災
害
時
等
に
お
い
て

も

水
供
給
・
排
水
シ
ス
テ
ム
の

機
能
を
最
低
限
確
保
す
る
た
め


水
イ
ン
フ
ラ
の
耐
震
化
を
推
進
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す

特
に
災

害
時
に
拠
点
と
な
る
避
難
所
や
病

院
な
ど
の
重
要
施
設
に
接
続
す
る

上
下
水
道
管
に
つ
い
て

そ
の
耐

震
化
を
上
下
一
体
で
推
進
し
て
い

く
こ
と

ま
た

上
下
水
道
一
体

と
な

た
災
害
復
旧
手
法
を
構
築

す
る
こ
と
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す


　
大
規
模
災
害
時
の
代
替
水
源
の

確
保
に
つ
い
て
は

災
害
時
に
地

下
水
等
を
代
替
水
源
と
し
て
活
用

す
る
た
め

事
前
に
そ
の
実
態
把

握
の
た
め
の
調
査
や
検
討
を
行

い
災
害
時
応
急
井
戸
の
登
録
等


平
常
時
か
ら
の
備
え
が
重
要
と
な


て
い
ま
す


　
２
点
目
は
﹁
施
設
等
再
編
や
官

民
連
携
に
よ
る
上
下
水
道
一
体
で

の
最
適
で
持
続
可
能
な
上
下
水
道

へ
の
再
構
築
﹂
で
す


　
こ
の
４
月
か
ら
上
下
水
道
一
体

で
の
行
政
運
営
が
ス
タ

ト
し
て

お
り

上
下
水
道
の
全
体
最
適
を

考
え
る
重
要
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
迎

え
て
い
ま
す

こ
れ
ま
で
は

平

常
時
の
効
率
性
を
考
慮
し

施
設

の
広
域
・
集
約
化
を
し
て
い
く


場
合
に
よ

て
は
遠
距
離
か
ら
送

水
す
る
な
ど
し
な
が
ら
水
を
供
給

し
て
き
ま
し
た
が

能
登
半
島
地

震
で
は

基
幹
的
な
機
能
を
持
つ

上
下
水
道
施
設
が
被
災
し
た
こ
と

で
飲
料
水
だ
け
で
な
く

生
活
用

水
の
確
保
が
課
題
と
な
り

そ
の

影
響
も
長
期
化
し
ま
し
た

そ
の

た
め
新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
で

は

地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
て
上

下
水
道
施
設
の
広
域
化
や
分
散
化

を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す


　
ま
た

官
民
連
携
や
Ｄ
Ｘ
化
な

ど
を
進
め

上
下
水
道
が
一
体
と

な

て

事
業
の
効
率
化
・
高
度

化
を
図
り
基
盤
強
化
を
推
進
す
る

こ
と
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す


　
３
点
目
は
﹁
２
０
５
０
年
カ


ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
等
に
向
け
た

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
﹂で
す


　
政
府
は

２
０
５
０
年
ま
で
に

カ

ボ
ン
ニ


ト
ラ
ル
を
達
成

す
る
と
い
う
国
際
公
約
を
掲
げ
て

お
り

そ
の
達
成
に
向
け
て
各
分

野
で
取
組
み
を
継
続
し
て
い
ま

す

こ
の
流
れ
の
中
で

太
陽
光

発
電
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ

の
活
用
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が

水
循
環
の
観
点
で

は

特
に
水
力
発
電
の
活
用
が
焦

点
と
な
り
ま
す


　
水
力
発
電
は
安
定
供
給
性
に
優

れ
た
重
要
な
低
炭
素
の
国
産
エ
ネ

ル
ギ

源
で
す

全
国
の
各
種
ダ

ム
等
の
イ
ン
フ
ラ
を
最
大
限
活
用

し

流
域
の
関
係
者
の
連
携
に
よ

る
最
適
な
水
管
理
を
徹
底
し

官

民
連
携
に
よ
る
水
力
発
電
の
最
大

化
等
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
な

て
お
り

電
力
ダ
ム
も

含
め
た
複
数
ダ
ム
の
連
携
に
よ
る

流
域
全
体
で
の
取
組
み
や
既
存
設

備
の
リ
プ
レ

ス
等
に
よ
る
最
適

化
・
高
効
率
化

長
時
間
流
入
量

予
測
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
等
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す


　
４
点
目
は
﹁
健
全
な
水
循
環
に

向
け
た
流
域
総
合
水
管
理
の
展

開
﹂
で
す


　
こ
れ
ら
を
通
し
て
言
え
る
こ
と

は

従
来
の
縦
割
り
行
政
で
は
な

く
河
川
農
業
林
業
工
業


水
道

下
水
道
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
関
わ
る
人
た
ち
で
治
水


利
水

環
境
を
考
え
て
い
く
時
代

に
来
た
と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
と

思
い
ま
す


　
新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
で

は

流
域
治
水

水
利
用
お
よ
び

流
域
環
境
の
保
全
等
に
一
体
的
に

取
り
組
む
こ
と
で
﹁
水
災
害
に
よ

る
被
害
の
最
小
化
﹂﹁
水
の
恵
み

の
最
大
化
﹂﹁
水
で
つ
な
が
る
豊

か
な
環
境
の
最
大
化
﹂
を
目
指
す

﹁
流
域
総
合
水
管
理
﹂
を
全
国
に

展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す


　
展
開
を
進
め
て
い
く
と

治
水

を
立
て
れ
ば
利
水
が
立
た
ず

環

境
を
立
て
れ
ば
治
水
が
立
た
ず
と

い

た
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す

が

私
と
し
て
は

こ
う
し
た
場

合
で
あ

て
も
﹁
う
ま
い
落
と
し

ど
こ
ろ
﹂
を
見
つ
け
よ
う
と
い
う

理
念
が

流
域
総
合
水
管
理
と
い

う
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
思


て
い
ま
す


　
治
水

利
水

環
境
の

　
総
合
水
管
理
へ

　
こ
れ
ま
で
の
水
循
環
施
策
の
中

で
も

治
水
と
利
水

治
水
と
環

境

利
水
と
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
連
携
を
図

て
き
ま
し
た

流

域
総
合
水
管
理
で
よ
り
一
層
連
携

が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す


　
治
水
と
利
水
の
連
携
事
例
は


治
水
機
能
の
強
化
と
水
力
発
電
の

促
進
を
両
立
さ
せ
る
ハ
イ
ブ
リ


ド
ダ
ム
で
す


　
ハ
イ
ブ
リ

ド
ダ
ム
と
は

例

え
ば

大
雨
時
に
は
ダ
ム
の
利
水

容
量
を
放
流
す
る
こ
と
で
治
水
機

能
を
強
化
す
る
事
前
放
流
︵
利
水

容
量
の
治
水
活
用
︶
や

大
雨
の

予
報
が
な
い
時
に
は
治
水
容
量
に

も
水
を
溜
め
発
電
に
活
用
す
る
運

用
高
度
化
︵
治
水
容
量
の
利
水
活

用
︶
な
ど
に
よ

て

ダ
ム
を
さ

ら
に
活
用
す
る
取
組
み
の
こ
と
で

す


　
今
年

発
生
し
た
台
風

号
で

も

全
国
１
０
０
以
上
の
ダ
ム
で

事
前
放
流
を
実
施
し
て
い
ま
す


気
象
予
測
技
術
の
向
上
に
よ
り


こ
れ
ま
で
は
数
日
前
ま
で
し
か
予

報
が
で
き
な
か

た
も
の
が

１

週
間
前

あ
る
い
は
１
カ
月
前
に

あ
る
程
度
の
予
測
が
で
き
る
ま
で

に
進
歩
し
て
い
ま
す

気
象
予
測

技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
に
よ


て

今
後
こ
の
よ
う
な
取
組
み
が

拡
大
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま

す


　
治
水
と
環
境
の
連
携
を
考
え
る

上
で

私
自
身
の
経
験
で
事
例
を

お
話
し
す
る
と

豊
岡
河
川
国
道

事
務
所
長
時
代
の
円
山
川
の
遊
水

地
事
業
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

治
水

対
策
と
し
て
遊
水
地
を
整
備
す
る

の
に
合
わ
せ

遊
水
地
内
に
湿
地

環
境
を
創
出
し

コ
ウ
ノ
ト
リ
の

餌
場
に
す
る
こ
と
で
そ
の
野
生
復

帰
を
図
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
に
携
わ

り
ま
し
た


　
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
い
た
だ

い
た
の
で
す
が

い
ざ
取
り
組
ん

で
み
る
と
田
ん
ぼ
な
ど
が
凍
る
冬

場
に

餌
を
求
め
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
集
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た


今
で
は
﹁
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
﹂
と

し
て
親
し
ま
れ

町
興
し
に
も
一

役
買

て
い
ま
す


　
利
水
と
環
境
の
連
携
で
は

新

た
な
水
循
環
基
本
計
画
に
も
位
置

付
け
ら
れ
て
い
る
上
流
か
ら
の
取

水
が
考
え
ら
れ
ま
す

カ

ボ
ン

ニ


ト
ラ
ル
な
ど
環
境
面
を
考

慮
す
る
の
で
あ
れ
ば

自
然
流
下

で
送
水
で
き

エ
ネ
ル
ギ

が
か

か
ら
な
い
上
流
で
取
水
で
き
る
方

が
良
い
と
考
え
ら
れ
ま
す


　
一
方
で

こ
れ
ま
で
は

河
川

流
量
の
確
保
な
ど
を
考
慮
し

下

流
に
水
道
河
口
堰
や
取
水
口
を
設

け
て

上
流
に
ポ
ン
プ
を
使

て

送
水
す
る
な
ど
の
例
や

水
道
の

取
水
口
の
上
流
部
に
下
水
処
理
場

が
位
置
し
て
い
る
場
合
に

処
理

場
の
排
水
口
を
迂
回
さ
せ
て
取
水

口
の
下
流
部
に
付
け
替
え
る
と
い


た
例
も
あ
り
ま
し
た


　
水
道

下
水
道
が
同
じ
省
の
所

掌
と
な

た
こ
と
を
機
に

環
境

に
配
慮
し
つ
つ
上
下
水
道
施
設
の

配
置
の
合
理
化
に
つ
い
て
も
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん


　
﹁
健
全
な
水
循
環
﹂
に

　
向
け
て

　
水
循
環
基
本
法
で
は
﹁
健
全
な

水
循
環
﹂
を
﹃
人
の
活
動
及
び
環

境
保
全
に
果
た
す
水
の
機
能
が
適

切
に
保
た
れ
た
状
態
﹄
と
定
義
し

て
い
ま
す

そ
の
答
え
は
簡
単
に

見
つ
か
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が

私
は
こ
の
定
義
が
意
味
す
る

と
こ
ろ
は
﹁
人
の
営
み
と
調
和
す

る
﹂
と
い
う
こ
と
だ
と
理
解
し
て

い
ま
す


　
た
だ
単
純
に
水
の
循
環
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば

河
川
は
自
然
の

ま
ま
で

人
工
物
は
何
も
置
か
な

い
と
い

た
﹁
人
﹂
の
視
点
が
な

く
て
も
成
立
し
ま
す

﹁
健
全
﹂

と
い
う
言
葉
が
指
し
示
す
の
は


人
の
営
み
と
水
循
環
に
折
り
合
い

を
つ
け

上
手
に
付
き
合

て
い

く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し


う
か


　
健
全
な
水
循
環
の
た
め
に
は


地
表
水
の
ほ
か

地
下
水
も
当
然

重
要
と
な
り
ま
す
が

そ
れ
以
外

に
も
流
域
の
特
性
や
水
利
用
の
実

情
に
応
じ
て
流
域
の
課
題
が
さ
ま

ざ
ま
に
存
在
し
ま
す

流
域
の
課

題
と
し
て
は

河
川
流
量
の
確
保

や
水
質
改
善
な
ど
の
イ
メ

ジ
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

例
え

ば
流
域
に
よ

て
は

水
以
外
に

も
土
砂
移
動
の
管
理

排
水
の
貧

栄
養
化
な
ど
の
視
点
も
重
要
に
な

り
ま
す

こ
れ
ら
複
雑
な
課
題
に

対
応
し

健
全
な
水
循
環
を
確
保

す
る
た
め
に
は

流
域
の
あ
ら
ゆ

る
関
係
者
の
協
力
に
よ
る
流
域
総

合
水
管
理
の
推
進
が
不
可
欠
で

す


　
水
循
環
基
本
計
画
の
変
更
を
契

機
に
身
近
な
上
下
水
道

エ
ネ
ル

ギ

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

健
全
な
水
循
環
に
思
い
を
馳
せ
て

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
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